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例 言

1. 本書は，札幌市白石区大谷地の「札幌新道」， 「高

速自動車国道北海道縦貫道函館旭川線新設事業（縦貫

自動車道）」地域内に所在する， S 267 ・ 268遺跡の発掘

謁査報告書である。遺跡は，札幌市白石区大谷地670番

地他に所在する c

2. 調青一期間は， 第 1次調査昭和50年 6月2(）日より 10月

3011まで延へ 133日間，第 2次調査昭和` う1年 9月17日

より 11月20日まで延べ65El間と， 2ケ年にわたり行わ

れた。調査対象面積は27,000面であり実質発掘総面積

24, ooonfである。

ふ調査は，札幌教育委員会が主体者となり，現場の仕

事は｀札観巾教育委員会文化財調査い加藤邦紺，同羽

高柏和樹の賀む二を担打者とし上野秀一，内山真澄，

協｝］を得て心行した。

4. 本書の編集は， 羽賀が担当した。執筆は，加藤，羽

賀，内山の 3名がそれそれ分担し，各文末には執箪者

名を明記し文責を明らかとした。

5. 発掘調査には，下記の人々が従事した。

昭和50年度：笠升衛二，河村i恭次郎，長谷川克浩，藤

井則明，山下芳教，市瀬知子，伊藤1J11代子，｛凸井洋子，

井洋子，

土田亜佐―f，横地桂子，

昭和51年度：大泌信芳，右衛門佐叶堆，池山和子，酒

高杉順子，横地桂子（以上順不同，敬称略）

両年を通して，北海道大学，北海道工業大学の学生渚

君の協力を得た。

6. 整理作業について下記の人々の協力があっだ。

昭和50年度，小尾栄子（トレース）， 1|i瀬知子・横地桂

子（遺物実測，拓本，原稿浄書）

昭和51年度，酒升洋子（トレース），池田和子・高杉順

子・横地桂子（遺物実測・拓本・原稿浄書）

写真撮影及び処理等は羽賀憲二，内山真澄による （以

上順不同，敬称略）。
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7. 発掘調査・整理作業におい（は，下記の機関，人々

より協力と助言を賜っ；キこ

北海道教育庁振興部文化課

札幌商科大手・札幌市文化財保謹審議会委員

大場利夫教授

北海道lll-1拓記念館野村崇氏

札幌大学木村英II/］講師

北海道大学歯学部 大泰司紀文溝師

北海道大学大学〖完↑ 西本豊弘氏

ふ石器，石製品のい賃の肉眼鑑定は，北海道開柘；亡〇

館赤松守柑氏に御願いした。

9. 発掘期問中，整理，報告書出販に至るまで．「北海道

開発局札幌間発建設部札幌新道建設事務所」，「日本道

路公団札幌建設局」令「札幌市建設局用地部札幌新道課」囀

「国際地所開発株Jし公礼北海道支店」には，御協力と i」'1

理解を賜った，記して感謝の意を表する。
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I 発掘調壺に至る経過

本書に報告する遺跡は，閲速自動車国道北海道縦貫自動車道（縦貰道）およひ札幌新道建設予定

地内に存在するものである，）北海道内の同一路線内に行在する遺跡の発掘とし（は，古く昭和45年

に実施した柏木川遺跨（柏木Ill―北海道文化財俣護i嘉］←-昭租46年），平和 1翌闘，伺 2遺跡，植苗

1遺跡，同 2遺跡（北海道縦貫自動車道（苫小牧市植苗～千歳市平和）坤蔵文化財包蔵地群発掘調

査報告，I}ー北海道教育委員会一B{｛和51年〉などがある。このように縦貫道建設予定地内に存在する

埋蔵文化財包蔵地の取り扱いについて，その I川＾事起因者である日本道悦公団は，発掘調査の実施に

閏する限り非常に前向き］）之勢をもって取り組んでいることが窺える。

札幌市内を通過する縦貰逍の建設にあたっても， ［1本道路公団札幌建設局から，その予‘ん・地内に

係る埋蔵文化財の包蔵地の存在について札幌市教育方員会！こ照会があったのい、 ll召利49年し1)ことで

あった。教育委員会は， II召柘48,49年の両年度にわたって，市内全域の埋蔵文化財包蔵地の所在確

認調荏を実施しており，当該路線予定地内には， S267, S 268の登録番号を有する周知の包臓地

が存在することから，この結果に基づき道蹄公団と協議をすることとした。ただ当該遺跡の存在す

る地域が，札幌開発建設部の計画する札幌新道との併行区間であることから，教育委員会，道路公

団札幌建設局に札幌開焚建設部札幌新道建設事務所を加えた二．者による数次にわたる協議の結果，

諸搬の事情から遺跡の現状保存は極めて困難であり，発掘調責を実施することもやむなしとの結論

を得た。

この合意に基づき教育委員会は，同年秋，当該逍跡の発掘調査を，教育委員会の経費位担により

実施し，当初2地点と考えられていた遺跡は，本来的には同一遺跡として捉えることが妥当であり，

その発掘対象面積は， 27,ooorriとすること等の所見に基づき，発掘凋査実施についての具体的な協

議を進めることとした。その後数回にわたる三者協議を経て，発掘調査は昭租50年春から着子する

こと，調査費用の決定等々の細目についても合意に達した。

昭和50年5月発掘闊査実施に関する業務委託臣約の締粘を完了し， 6月15日から発掘調査に着手

した。しかし，調査祐 Iの時点では，当該路線の用地買収が完［しておらず，発掘調査対象血積27,ooorri 

のうち，発掘調査承，沿書を入r・できたのは23,000rriについてのみであり，残余の 4,（）（）（lm'に関して

は，当時の 1：地所有者からの発掘承諾を得られす，昭和50年度の発掘調査の進捗に合わせて協議す

ることとした。しかし，昭和50年秋に至っても，この4,OOOm2に関しては，発掘承諾を得ることが

できず，この部分については，昭和51年度に改めて発掘調査を実施することとした。

昭和51年，札幌市建設局用地部札祝新道課が窓口となって用地買収の交渉を進めた結果， 9月に用

地買収が完了し， 9月17日より発掘調査に着手した。 （加藤邦雄）
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II 遺跡の位置と環境

S 267, S 268遺跡は，札幌市中の東方に位置し，国道12号線を江別方向に進行し，国道沿いにある

大谷地神社の裏手約300m程の所にある（第 1図）。

本遺跡をのせる台地は，江別より札祝束部にかけて一段高い丘陸地で，石狩低地帯の東側に位沼す

る，一般に野幌丘陵と称されているものである。

野幌丘陵は，札幌側に於いては厚別川，野津幌川，三里川等によって分断され，さらにいくつか

の沢によって小支谷を多く形成している。

本遺跡は，原別JIIと野津幌川にはさまれる丘陵上にある。この丘陵は，豊平区消田付近に端を発

し，白石区大谷地の大谷地神社付近にまで延々 4kmにおよぶ沢に分断され，遺跡；はこの沢の右岸の

南向段丘上に位渥する。

遺跡をのせる台地上の標高は， 28m内外であり，沢の面との比高は約10m内外ある。

遺跡の面は，ほぼ平坦であるが沢に面する南西部ではゆるやかに沢に向って傾斜し，さらに一段

低い平坦な面を有している。

本遺跡の南面にある沢に関連する段丘上に存在する遺跡は，先年来より行われている札祝市教育

委員会による埋蔵文化財の分布調査の結果よりみると，白石区側においては，本遺跡 (S267 ・ S 268) 

をはじめとしてS262,S263, S265, S266, S269, S408, S409の8遺跡の分布がみられ， さら

に豊平区側においては， T264, T 275, T 276, T 277の4遺跡と合計12遺跡の存在が知られている：

これらの遺跡の概要は， 2 • 3の遺跡を除いてその規模，内容は解っていないのであるが，特に

S263, S262, S262, S 265, 本遺跡 (S268, S 267), S 269の各遺跡は， 100m前後の間隔を有し

ながら沢の南面の合地沿いに連続して存在し，相圧に何らかの関係を有していた事かうかがえる。立

地出土遺物，遺構，土地の利用等の差よりセツ）レメントパターン等沢との関連を考えるうえにお

いても有意な資料を数多く秘めているといえよう。 （羽鉗憲二）
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m第 1 次調査





第 1章 発掘調査の方法と遺跡の層序

第 1節発掘調査の方法

本遺跡の発掘調杏は，北海道自動車縦貫道及び並行して敷設される札幌新逍の予定地域内に存在

し，その現状保存が不可能と判断された遺跡を含む地域一帯を発掘調査の対象とした（第 2図）。

遺跡は， IIの項でも述へた様に野幌丘陵上に不変的にみられる小支谷の一つの比較的大規模な沢

の南面する段丘の側縁音I；一帯に広がっている。道路敷設の r定は，坦跡の存在する段丘の側縁部を

90mの幅で通り，そこに分布する遺跡の範囲をほとんど含んだものであった。

為に，）籠峠敷設予定地内の遺跡発掘調査の対象面積は，迅路予定輻90m, 遺跡の推定面積より，

道路幅に沿）て約300mの長さを対象とした c▼’

道路予定によれば，道路は直線のみならず部分的にやや曲線となるため，発掘区域（グリソト）

設定においては，道路中心線を基線として使用せず，直線部分の道路境界線を基線として発掘区

（グリット）を設定した。

発掘調杏の対象区域に， 90mの輻に対して長さは 330mである。さらにこれを一辺lOmXlOmの

グリットに分割し，発掘調査の最小単位とした c

クリソトの名称は，長軸方向（北西ー南東）に， I区～XXXIII区，短軸方向（北束ー南西）に A

区～ I区としだ。

発掘調査に際しては， lOmXlOmの各グリノトの北東，南東側にセクション観察等のため 1m幅

のあぜ道を残し 9mX9mの範囲を全面的に表」を剥土するといった方法を基準とした。

発掘訓査対象面積は，約27,000吋であり，当初の酎皿にはなかった一部未買収地域約4,OOOrrf，沢，

谷等の発掘調査不能地域を除いて，昭和50年度の発掘総面積は21,OOOrri'であった。

尚，未買収地約 4,OOOrri'については，次年度の継続調査とする事になった。

第 2節遺跡の層序

本遺勤：こみられる，遺物を含んだ表士〖りの状態は，野幌丘陵の札幌側の各遺跡の状況と同様に，

黒色を呈する腐植土か未発達で非常に薄く，岱に開拓時より行われている耕作によって，基盤とす

る黄褐色のローム層の上面にまでおよぶ攪乱がなされている。プライマリーな状態は，沢に近い表

土が厚く堆積している部分し苦干残されべたいたにすきない。

特に，表土下のローム層，火山灰層については，記録していないが，同地域の他遺跡さらには本

遺跡にて検出された深い遺構等の壁面の観察よりおおまかな層序は理解される。

表土層下いは， 30cmの1旱さをもつ軟四のローム層ガあり，その下層は，比較的硬いローム層が 1

m程の厚さで堆積している C，さらに下層に至っては，火山灰質砂礫層がみられ，白色，黒色，褐色

等を里する各層が 1~ 3cmの厚さでしま状にみられる。この火山灰質砂礫層は，札幌市白石神社遺
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跡の基盤ローム下にみられたいわゆる原別砂礫層と同様のものと考えられた。

遺物の包蔵は，表上（黒色腐植土）中に最も多くみられ，その下層の軟質ローム層中にも若干含

まれている。

遺構の大部分U)もCりは，長土（黒色腐植士）の剥いだ段附で軟質ローム層の上面にてそのプラン

が確認されたが，若—fの遺構については，軟質ローム層J:血では確認されす， さらに1‘―層の硬いロ

ーム層J:面にいたって検出されたものもある。

表士下にある軟質のローム層は，いわゆる漸移層と考えられるものであろう。また遺跡では，壁

の立ちあがり，床面等が明確でないが，遺物は含まれているといった，遺構の可能性も考えられる

浅いピット状のものが数個検出されている。これらを遺構かどうか判定するにはその覆土層の状況

は決め手とはならず，漸移層中にも遺物が含まれている事より考え，今回はこれらの浅い不定形の皿

状ピットは，遺構として取り扱わなかった。 （羽賀憲二）
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第 2章 遺構および遺構内出土の遺物

本遺闘ガらは， 2州1l/1)竪穴(E居力［ど一個 (7)竪穴住居址1大遺構，従氷 Tヒノトと呼杓、されている

溝状のじソトか48個，検出されている。

第 l節翌穴住居址

第 1号竪穴住居址（第 3図）（図ltk4)

M-F区｛：位渥し．遺構は表土力剥きいーム rf1]を露出しだB、Ir、9凸て， そのフ J ンカ涌似忍さわた。逍

構確認！(11での標高は， 28,4(）（lm程度である， 9

規校は， Ki令5.1111, 短行l.4m あリ， l~ 軸の力回は， ;...;-17"---W である。

プランは，長軸方向の一方がすけまった卵形なしヽしは＇菱形五角形を旱して tヽる。

床側の状態は，はば平廿1ぐかた＜踏みかためられた枡にしま）ている。

壁：i, 直立に近く東側：：て50cm, 西側：て45cm、南側にて2:.1（lll，北側にて5(Icmを娑文える。」大態は，

床面 (L同様に非常にかた＜，明確な立ちあがりか認められる。

凡印の中央部には，焼j_ ，•9)) 隼粕が 2 ケ州みらわ，炉九1 として J)可批性が指摘された（焼I: 4, 焼

土 5)。

恥川の長軸には， 3個のピソ l、か並ん（検出されている (Pit-1, Pit-2, Pit-3)。

J'it-1 O)』性格は，不明であるか， Pit-2は焼十． 5に隣接し¥]掘り込まれ，中には Ifかつよってし＼

た。さらに床面と 111!じ「｛五褐色粘質士」がその卜面に慈識的に貼り込まれ，木竪穴住居址を使用中

に， 1，!〈をす(るだめに掘八れ，坪められだも(/)と解されだツいt-3は，北側の壁に接してあり，直

径 1.2m, i菜さ 30cmの親校を有している 0 用近としては，貯蔵の為のピソ I、かとも告えられる。

)木面全仕を被マ｝た第＼層の上血には，比較的多く 0)焼土の比積かみられる（焼t:3)。これらは，

本竪穴住l,'：址が廃棄された後の tのである。

的土の料序については，以下の堆積をぷめしているり

第 I層；甲褐色t, I'i曾；オ心り根筈による挫乱3

箱iII層；黄褐色上で若十の炭化物を合んでいる。

imm層；黄色帖質上。

第N層；やわらかな糾色粘質l:o

第V層；かたい褐色粘質土。

第＼］層茶褐色土c

第W層；かたい黄色砂質土。

第¥1llti,</; 黄祝色土。

第IX/',,1;やわらかな債褐色粘質土。

23 
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第X層；黄褐色粘質土。

第M層；やわらかな炭まじりの黄褐色粘質土。

第 2号竪穴住居址（第 4図）（図版 5)

M-G区に位置し．第 1号竪穴住居址の北西部に隣接して仔在している。

遺構確認面での杓位ば， 28.400m前後である

規模は，長径6.3m．短径5.6mを数え，長軸｝JIiJ]は， N-85"----Wである。

プランは，ほぼ惰円形を星し，壁の固囲：ょ， 30-50cm程のテラス状の脹り出し部を有している。

床面の状態は，ほぼ平坦であり，踏みかためられた様にかたくし上っている。

墜は，土屈の関係で軟弱であるが， 2段になり，まずなだらかな洛ち込みがあり， さらに計1:IlLに

近くなり床面へ接 L（いる。床面よりの壁の高さは， 20cm内外である。

床面の中央部に 1t，焼土の北積が 2ケ所認められ，炉址と［ての可能性がどえられ 9-1-．

また床面の壁似汀： 1［いて， 31個の柱穴と考えし〗れる直径211l'm前後，深さ 30 ·-·--50cmの小 I~ ノトがめ

くっている。

これらの小ヒノトは，床面を消掃した段階で，その輪郭は，床面がかたいのに比較して，小 l’-‘ノ

トの部分だけが非常にやわらかであり，容易にその存在が確認された。

床面の南西部には，長径 1.2m, 知径80cm, 深さ 16cmの楕円形の浅い掘り込みがある (SP-6)C

使用目的布は，明らかにされてはいない。

本竪穴住居址より出土しだ石斧の未成品があるか．第 1}｝竪穴住居址より出土しだい斧し乃未成品

ピ接合する事が帖っだ 1• 第 131メ155)。

また出土した土器は，両什｝，l:址ともに同一型式に属する＇ドが解っている。これら(/)、 1伍より見ても，

本竪穴住居址と第 1号竪穴住居址IJ, 同一時期に営まれたことが判明したが，そのプラン，構造等

非常に差がある点が留意される。また石器の器種，数量，組成布も差が存在する事等も指摘される C』

覆士の層序は．以下の堆積を示めす。

第 l層；やわらかく，細かい黄褐色の粘士粒を含む茶褐色土， l'層；暗褐色土。

第1I層；暗褐色上， II＇附； :,p;II層より明るい色を呈し，杓干しまっている暗衛色」-)n''層；茶

褐色t層。

第m層；褐色粘質土， m＇附；褐色粘質士。

第N層；暗黄祝色枯質 L,W'層；賠褐色粘質土。

竪穴住居址出土土器

2軒の竪穴住居址からは，比較的多数の土岱が得られている（，しかし完形で得られたものは無く，

すべて破片で得られたものである。

さらに覆士層中より得られたものが大部分であり，床面にくい込む様な状況で発見されたものも

若千だが存在するこ初十上中より得られた土器は， H月らか｛こ混入したと息われるわ｝かな例を除いて，
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第 1表 第 2号竪穴住居址柱穴一覧表

柱穴 規模cm 深さ cm 内容物 柱穴 規模cm 深さ cm 内容物

S P-l 28X30 55.2 炉含褐炭化色粒t） S P-17 16Xl8 36.4 荼含褐炭化色粒土） 

2 20X22 61. 2 ，，， 18 11Xl2 29.9 ヽ

3 20X26 22.3 ク 1 9 12X20 26.5 ‘’ 
4 42X44 19.3 ク 2(） 23X26 67.8 ケ

5 28X57 15.1 ケ 21 13Xl4 23.6 ', 

7 19X19 44. 7 ケ 22 11Xl3 21. 0 ，， 

8 16Xl9 40.6 ，， 23 14X20 18.8 ‘’ ， 18X25 45. 7 I,, 24 18Xl8 25.8 ケ

10 26x34 32. 1 ケ 2□ 20X36 21. 5 '， 

11 18X 19 :52.8 ク

I 
12 20X22 17.1 ，，， 

26 38X38 22.8 ', 

27 19X22 43.8 ケ

13 18X24 47.1 '， 28 20X21 47. 7 ，，， 

14 14Xl6 22.2 ケ 29 16X19 9.4 ，，， 

15 15X18 36.0 ，，， 30 lOXll 18.2 ，， 

16 14X19 55. 1 ク 31 18X25 15.4 ，， 

床面にくい込んた状態で発見されたものと全く同べの型式に属すると考えられる七紺である。

第 1号，第 2号竪穴住居址どもに，大多数を示める土船は．口縁部に円形刺突文かめぐるいわゆ

る「トコロ 6類土器Jと系唸称されるグルーブの物である。

以下，覆土層中，及び床面より得られた土器について，各竪穴住居址別に分けて，一括して説明

を加えて行く。

第 1号竪穴住居址出土土器（第 5図，第 6図）（図版15)

口縁部に円形剌突文が 1~ 2cm間隔に付けられ，比較的厚手の縄文土器のクループが大多数を示

めている。

口唇直下に連続刺突文か 2段，その下に円形刺突文が口頸部をめぐる。地文として単節余斗行縄文

が施文される (1)。

口唇が若干肥厚し，小突起がある。肥／厚帯上には撚糸圧痕が 2段，肥厚帯下に直径 1.0cmの円形

剌突文が比較的間陥をおいて施文され，口頸部より胴部にかけ貼付帯が付けられ，この貼付帯上に

連続刺突文か付けられる。地文として単節羽状縄文が施文される (3)。

ロ唇が若干肥厚し，口頚部に直径 1.0cm前後の円形刺突文がめぐり，地文として単節の社行縄文

が施文される (4--8, 11 -15)。

6, 11, 15は，内面にも斜行縄文が施文され， 11は，口辱上にも縄文がみられる。

28 
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第 6図 第 1号竪穴住居址出土土器拓影(2)

口紺点が肥肘し，小突起が存在する。

続剌突文が，肥厚帯上，貼付帯上に施文され，

内面にも斜行縄文が施文される (9)。

さらに肥原帯に附属して 11頸部にかけ貼付僻か付けられ，連

口頸部に付けられる円形刺突文が特徴となるもので

口唇上に小突起を有し，口縁に半載竹管状工具の内面を使用した，連続剌突文が 1段付けられ，

その下位に円形刺突文がめぐる 地文として，単節0)羽状縄文が施文される (10)。

口緑が肥厚し，小突起を有している。肥厚幣上には，へら状工具による連続刺突文ザ2段，

に口唇上にも施文される，肥厚帯直―ドに円形剌突文が付けられる (12)。

さら

次に口縁部に円形剌突文は欠いている力入，円形刺突文が特徴となる土器群と同—•のグルーワに属

するであろうと考えられる上器がある。

口縁部が若干肥厚し，撚糸圧痕文が口唇上， 口縁に数段施文され，内面にも縄文が施文されるも

30 



のがある (14)。

ロ名蒙が肥厚し，口唇上，こも無節の余4行縄文か施文されるもの，内面にも縄文がみられる (13,1-

口縁部が若干肥厚し，単節の斜行縄文のみが地文として施文されており，口唇上にも縄文が施文

される (16, 17)っ

輻広の粘土帯か貼付され，貼イ寸帯上にへら4大工貝による連貌刺突文が施文され，地文の単節斜行

縄文がみられる (18)。

粘土帯が貼付され，貼付帯上にも地文の単節斜行糾文がみられる (19)。

口縁部か若干肥）＇ tし，肥！？憫上にへら状工具に上る連続刺突文が手如みられ， II唇上には，半蔽

竹管怯工具の内面を使用した連続刺突文がみられ，地文としての単隋斜行蝿文がみられる，内面にも

同様の縄女が施文されるもの (20)等がみられる。

以下は，胴部の破片である。

右下りの単節斜行縄文か池文として施文されるもの (28, 31, 43) 

左下りの単節斜行縄文が地文として施文されるもの (25, 29, 30, 37, 39, 45) 

単節の羽状縄文が地文として施文されるもの (21~23, 26, 27, 32, 36, 38, 40, 44) 

無節の斜行縄文が地文として施文されるもの (24)

底部の破片については，平底のものが主てあり， t昆入と考えられる尖底のものか 1点 (54)のみ

存在している。

底部の形状としては，底面が外側に脹り出すもの (50, 51) と胴部より底面に直すぐに下り「＜

の字」」犬となる t}の (47---49, 52, 53) の 2種類に分れ'iされる

上器の胎土には，若干の砂粒及び，小石までを混入しているものが多くみられる。また若千の植

物且繊維を肛十い混人したと考えし〗れる痕跡を有するも（りもみられる（ l ， 3, 5 9, 15, 22~ 

24, 29, 31, 36, 48, 49, 52, 53)。

焼成は，比較的良好である。

色測ぱ，黄樹色（ 1, 4, 13, ]Ii, 20~2入 30, 3ご，げ6, 38, 4U, 42) 

茶褐色 (5, 6, 8, 10, 11, 14, 15, 19, 28, 29, 31, 45, 47, 48~54) 

庄褐色 (2, 3, 7, 9, 12, 1,, 18, 2,, 33~35, 37, 39, 41, 43, 46) を里し¥-いる

器厚は， l.0~1.2cm程度である。

涅人と考えちれる I旦殻文を特徴とする平底土器」の破片も存在している Q

貝殻腹縁による圧痕文と末黄位の沈線文が組み合わされたもの (33)，貝殻腹濠による圧痕文か横位

に数段施文される平底の底部 (35)，貝殻腹縁を縦位に連続して押し付け，一見縄文の様にみえる

波状貝殻腹総文を有するもの (44)等がみられる。

胎土には，すべて若干の砂粒を含み，焼成は非常に良好である。

色調ふ全て赤褐色を呈し，悟厚は， 0.8cm内外である。
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第 2号竪穴住居址出土土器（第 7図）（図版16)

第 1号竪穴住居址に比較して11,1|．景は，少ないが，少なくとも 2型式の 1：器が混在していると考

えられる。

第 1号竪穴住居址と同様で，円形刺突文が口縁をめぐるといった特徴を有している土器のグルー

プが主体をなしている。

口縁が若干外反し，口縁部に直任1.0cmの円形刺突文が3cm間隔に付けられる。地文として左ドり

の単節斜行縄文か施文され，内面にも同一の原体を使用した縄文がみられるもの (1)。

口縁，口屈卜.に竹管文が施文され，地文として単節斜行縄文がみられる (3)。

口唇上にも地又と同じ縄文がみられる (4)。

口縁か若干肥厚し，その下位に円形刊突がなされ，｝也文としての単節斜行罷文が施文される (5.

8)。

口縁が若十肥I'いし，肥厚帯上にへら状工具による 2段の連続刺突文が施文される。肥厚帯下に円

形刺突文がめぐり，地文として単節斜行縄文が施文され，口唇上にも同様の縄文がみられる (7),

次に貼付帯及び半載竹管状工具による沈線文か特徴となる士器のグループがある。

口縁部が肥厚し，幅広の貼付帯が付けられ肥厚帯上及び貼付帯上にへら状工具を使用するきざみ

目が並列して付けられる (2, 14)。

貼付帯が十文字に付けられ，その交点に円形刺突文が施こされる（ 8, 11)。8は，内面にも縄文

がみられる。

貼付帯が横位に付けられ，地文としての単節斜行縄文が貼1寸帯上にまで施文される (9, 10, 12, 

13)。10は，内面にも同様の縄文が施文された例である 0

平蔽竹管状工具の内面による，沈線文を有するもので地文としての単節の羽状縄文がみられるも

の (17)等がみられる。

以下は，胴部及び底部の破片である。そのほとんどのものは，胎土，焼成等より見て，円形剌突

文か特徴となる土料グループのものであろうと推定される。

右卜りの単節余斗行縄文が地文として施文されるもの (21)。

左下りの単節斜行縄文が地文として施文されるもの (22, 23, 30, 31)。

単節の羽状縄文が施文されるもの (15, 16, 18~20, 24~29, 32, 33)。

器面に｛よ単節の」l|}濯［文，さらに内面にも縄文が施文されるもの (15) もある

底部破片については，明らかに混入と考えられる尖底土器のもの (35) を合めて， 2点より出士

していない。

34は，左下りの単節糾行縄文を地文として底面より胴部へと至る部位が若干くびれをみせる 0

面は，欠損している。

士器の胎土中には，すべて砂粒及び小石を含み，繊維を混入しているものもみられる (1, 3 ~ 

5, 15, 18, 21, 23, 26~29, 32, 34)。

焼成は，比較的良好であり，色調は，黄褐色 (1, 2, 19, 20, 22, 23, 25, 29, 34) 
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第7図 第2号竪穴住居址出土土器拓影
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茶褐色 (3~ 5, 8, 9, 16, 24, 31, 35) 

褐色 (12・-15, 17, 21, 26, 33) 

黒褐色 (6, 7, 10, 11, 18, 27, 28, 30, 32)等を呈する。

悶厚は， l.O~l.2cm内外で‘ある c

竪穴住居址内出土石器

第 1号竪穴住居址及び第 2号竪穴住居址からは， きわめて多数の石器が得られている。その各怜種

も豊富であり，屯一時期のセ；卜としてどらえることが叫低である。

第 1号竪穴住居址出土石器（第 8図，第 9図）（図版25)

総数で70余点の石器が得られている。

石鏃（ 1〕， 1点より1りられではいなし＼ 有茎であり， 入念に両面力廿］かなされているご左右は，

対称形である (1)。

石話先 (2~ 6)完形品は， 2点得られている。両者ともに入念に両面加丁＾がなされ，太い柄部

を有している。どは，かえしの輻より尖如部の長さの方か長く，3は，尖顕部の長さより，かえしの部

分の幅の方がi<t‘°

4~6は，石鈷先の柄部の破片である。

全例，索材は黒耀石を使用している。

ナイフ状石器 (7~10), 両面加工が入念になされる比較的薄手の尖頭器状を呈する右〖合である。

7は，下部存欠損しており， 8は，艇片をえ、材に加＿「したものであ心。 9は，木の菜4大の形状を

呈し，表面・背面ともに索材の原石面を若干残している。 10は，註岩を索材に両面加工を施こした

大形の両面休石器である。

掻器 (l1,～14)，縦長剥片を素材に下方に背の高い加工を施こしたものである。

いわゆるエント‘・スクレパーと称される石器である。 11は，左右両側縁にも背の扁い面を有する

様加工がなされており， 12も同様である。一部に索材の原石面を残している。

13は，かなり厚手の縦長剃片を素材じ左右両側縁及-J、パルブ方向より，背の高い加工かなされて

いる。表面には素材の原石面か大きく残されている。

14は，下方にのみ背の品い面をもつ様加工がなされている。

全例，黒耀石を素材としている。

削器 (15~341，いずれも泉l]片を素材として簡単な 2次加工を加えたもりで，加工の施こされる部

分，素材の剖片の利用方法吟よりいくつかのグ）レープに細分される。

a類左右両側縁のエッヂに 2次加工がなされ，背面にも若干の加工がなされるものがある。ま

た一面のみ人念に加工がなされるものも含めた (16, 17, 19, 20, 30)。

b類， 1T打とちらかの一・fill]矛象のエッチ：こ加しがなさ iしるもので，刃部か直線的なものと湾曲して

いるものの 2種がある (21~23, 27~34)。
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第9図 第1号竪穴住居址出土石器実測図 (2)

c類，左右両側縁の工ノヂに 2次加工かなされ，背面にも若干の加工を行い，尖頭部を作り出し

ているものもある (15, 18, 24~26)。

石斧 (36，第13図55)，小形の，のみ形石斧が1点と，大形の未成品か2点得られている。

36は狭長で刃部の幅が狭く薄手である。大きく素材面を残している部分もみられるが，刃部は入

念に研磨されている。刃部の断面は，両刃に近い。

37は， 比較的大形の石斧の未成品である。床面に接して検出されたもので，左右の両側縁部，頭

部， 刃部には，大小の敲打痕と剥離痕があり，これによって整形の途中であったことが推察される。

さらにもう一個の石斧の未成品があるが，半分程欠拍した状態で床面より得られている。後に遺

物整理作業の段階で，第 2号竪穴住居址より得られた石斧の未成品と接合することが解った。

大ぎな剥離面敲打による整形痕がみとめられ，整形の途中に 2ツに折れ，廃棄されたと考えられ

る （第13図55のF)。

砥石 (35)，凝灰岩の円礫をそのまま使用しており， 2面に擦痕（研磨痕）がみぢれる (35)。
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第 2号竪穴住居址出土石器（第10, 11, 
，
 

ゥ
] 13, 14図） （図版26, 27) 

約ヒ彫中及び床面」り， 約9(）点に及ぶ石料が得られており．器種も豊富である。

石話先！ 1-14), k成品と告えられるものを含めて， 14.＼りと卦常に大拭に出土している。

全例， 屯糀石製で入念に両面加1:がなされ， IIJj確なかえしと太い柄部を有している。

形状のみをみても， いくつかに糸Ill分される。

a煩， 比齢的小形であり，かえしの幅は広くない。全長1.5cm内外のものである

b穎，中型で，

ものである

(I' 

かえしの幅が広い。かえしの輻と尖頭部の長さの比率か 1: 2の範中に含まれる

(3-6)。

c頂，中型で，かえしの幅か非割に広く，尖頒部の長さが極端に短いもので，

~ 1 : 1の範中に含まれるものである

2)。

その比羊か2: 1 

(7 ~ 10)。

12, 13(.-J:, 未成晶であり， 14は，柄音I；の飯片てあつ。

ナイフ状石器 (l5~18)，入念iこ仙面加工か施こさわた 比船的薄手（＇）両面体什器ぐ， 切る，削る

：りの日的（｛吏川さ 1したと考えられる石糾てある。

15は， 1山」端を欠損してし)<-Sガ， 入念な両面加上が施二されてし)9.sご背面には、 部分的に第］次刻

離面ガ残され、―いる，咋岩製てある

16:よ，

うより，

17:i, 

背面か平ら：こ匹く糾離され，

ラウンド・スクレ I し—ど'-ての桟能がより弥く表え応れるこ

且較的薄 T・で，

背の高い面をもつ柱加工がなされている

入合に両而り廿工がなされていろ。

ナイブ快石盛とい

下部を欠損［ている r、

18ば，弘］面加工石器り基部破片である

掻器 (19~23)，Jt較(l'］歴卜の継剥ぎの判片を素材として，下方に背0)高い面をもつ様加工の施こ

されるも 0)である。いわゆるエンド・スクレパーと称される石器群である。

19は， ハルフ面在背面に残す）＇｝手の剥片を素材に下｝ jに背の高い面をもつ様加工かなされている。

ハルフ面には，細かな控痕か観究される，

20は， ハルフ方向を刃部として，背の高い面をもつ様加工かなされる｛，表面には索材の原わ面を

大ぎく残している c

21は， 厨手の縦剥ぎの剥片を索材として， バルブ下方及び， 左右両側縁のエ；チより加工かなさ

れ，特にハルフ下方が背の高い面をなす様加［か施こされる。表l印には， 第 1次剥離面，素材の原

石面を音悩曳している。背血には， が規則な擦痕が若 f認められる。

22は， ハルフ下方， 及ひ左右訓側緑の上、ノ「に加」かなされ，ハルフ下方のみ背い）高い加Lか施

こされている。バルフ面は，擦られ磨滅しているぃ

23は，高曲した厨手の縦剥きじ）剥片を索材：こ，バルフ↑方及し卜、も側料のエ／「にりllエが施こされ，

特にハルフドカに昔の高い加工か集中し Cなされる。ハ）しフ面には， 不規則な控痕が詑められる

削器心4~43), 主冽，黒耀石を素材：こ， 縦に剃片を収り， これを素材と'-て簡単だ 2次ガ0[望．が施

こされともりである 刃郊の作り出され｝し部分，象り片］）和lf甘方法筈によりし＼く-)かに細分される

a類， 左右両間系象のエ／チに 2次加工がなされ，背面にも若下のIJO丁のなされる屯の tあるっ ま
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第14図 第2号竪穴住居址出土石器実測図 (5)

た表面のみ人念に加工の施こされるも j)も合

めだ (24, 26, 29, 31-:B, 36, 41) 

b煩，左{iどちらかーカの側縁のエ，Iヂに

加Jを施こしたも'，9')で，刃部の形；I大か直襟的

なも 0)，湾曲するものかある (27, 30, 34, 

35, 37-40, 42,,13)。

c訊左11両側賛より加工かなされ，さら

に背血にも杓干の加工を施こし，尖頭部を作

り出4ものこ5, 28) 等もみられる。

錘玉 (44),＇且色片岩を使用し、 全面を入念

に研磨している。形は，やや扁平な楕円で

あり， 上半部に両向より円錘形こ穿孔され，

貰通している。重州63.4gの大型の錘玉であ

る (44)。

石斧 (45-49,55)，未収品．すでに破損し

石器製作の院に使用したと考えられる「たた

ぎ石」としてり痕跡を有するもいを含め． 6 

点得られている。

45, 4(）は， 1心部的に素材面を残し，全面

を入念｛こ研磨［てい;~。両行とも 111i] 刃てふり， --!Ii ：よ頚喜1] を欠担してし＼る。

55の上は，第 1号竪穴住／，バ址の｝禾面より出土したものと接合した{i斧の未成品であるり

48, 4~）は，ィ；斧として使用中に刈部を欠損し，その仮，石畠の製作弔具，すなわち「だだき石J

として再使用されだと考えられる＾研磨痕の上に，敲打による敲打痕がみられる。

砥石 (52~54)，砂岩，凝｝灰岩と 2種のいが用いられている，9

32は，柱状を立する疑灰岩り） 4血ずへてに研磨痕の残されるものてある

53, 54は，砂岩を使用， 54は， 4面に研磨痕かあり， 53は，一面のみ研附痕がみられる。

すへて研磨した面は，研磨する方向と直父する断面ガ，両側歳より内か若干くはむという特徴が

みられる

敲打器 (50, Sl)，緑色片岩の球状を呈する自然礫である。点々と敲打痕の様なつぶれ現象がみら

れ，石器製作のだめの敲打器かとも考えられだこ大きさは．直径4.5cm内外て重量ば150g前後であ

る。

石皿 (56)，安山岩であり，全体の形状は，小判形を呈｝る。固囲は，敲打により整形されてわり，

使用されだと思われる面ぱ，表・裏？面であり，小さな敲打の痕跡であるつぶれ現象，あるいは虫

食い現象か無数にみられる。長径20cm, 短径17cm, 厚さ 7.5cmあり，重杖は3.5kgと大型である。
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竪穴住居址内出土石錐状石器

2 軒の竪穴住屈址から総計50イ固に及ふメノー製及び頁岩装＇•「）小形の持異な移態を有する石錐が出

土している。石質は，メノー・貞岩・珪岩等に似）て使用され，黒耀石は全く使用されていない。

形状も，粗製の石核より剥離された剥片の形をそのまよ使／1|する傾向がみられ，メノー等の石の

性質（打撃を加えると節理面により柱状の剥片が生産される）を最大限に利用したことが解される

素材の使用方法等より以下の 2種に分類される。

a類，比較的薄手の縦長剥片を索材とするもの。

b類，石の『「質を最大限に利用した，柱状の剥片を素材とするもの。

第 1号竪穴住居址出土石錐状石器（第15図）（図版28)

本竪穴住居址からは，他器種の石器類に比較して， 25占と非市に多数の「石錐」が得られている—

a類 (l, :i. 6, 8, 10, 13, 14, 16. 18, 19) 

l' 左右両側よりの花一次剥離痕を残こした，縦剥ぎの剥片を索材に，ハルブ下方に細かな象り離加

工を施こし刃部を作り出したもので，刃部の断面：口円形に近くエノチは磨滅している。

5'縦位に数面の剥離面を残す縦長剥片を素材に，ハルブ下方に細か:泉l]離加工かなさ入尖った

刃部を作り出している。刃喜1:り断面は台形，こ近く，エ，！チ：コ磨滅して'.';;

6, 縦長の菱形に近い剥片の一端を，そのまま刃部としたもので若干の加「が施こされている。

刃部の断面は円形となり，エッチは磨滅している。

8, 表血に 3面の剥離面在残す縦長剥片を索材とし，バルブ部分を刈部として作り出し（いる。

刃部の断血は，円形であり工）チは序滅している。

10，表面に 3面の剥離面と若干の）！；［石面を残した，縦剥ぎの剥片を素材に，バルフ部分の厚味を

刃部に利瓦釦かな剥離加］•在施こし刃部と 1ーている。刃部の断面は，円形に近く＿1ー／「は磨滅し

ている。

13, 縦長剥片を素材に，尖端部を作り出す様測縁部を折り取って整形し，細かな剥離加工を施こ

し刃部としたものである。刃部の断面は，方形に近く，工、ノチは磨滅し，やや丸味を帯びる。

14, 索面：こ 4面の縦位．り剥離面を残しだ丁I＇しl<剥片を素材：こ削縁の一羞を折り取り'}こ襦沿げをもつよ

）に整形し， さらに細力ご：剥離加工を其中し刃部を作り出している。刃部の断面は， ．．．角形状をな

すがエッヂは磨滅し丸味を帯びる。

16, 表面には縦位の剥離面が数面残され，背面は，左右両側縁よりの剥離により尖端部をもつ様

整形される。さらにこの部分に細かな剥雌加工を行い刃名1;I~ しているこ刃部の断面に，台形に近く

工ソヂは磨滅し丸味を帯ひる。尖端部は，一部を欠損している。

18, 輻広の剃片を索材とし，尖った部分をそのまま尖端部とし，若干の剥離加工を行い刃部とし

ている。

19, 幅広の剥片を素材に，剥片の形をそのまま利用し， 許 1器の尖っだ部分を尖端部として，若干

の剥離加工を施こし刃部としている。刃部の断曲は，三角形状を見し，工ノヂは磨滅により丸味を
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帯びる。

b癸頁 (2-4, 7, 9, 11, 12, 15, 17, 20-25) 

2' 縦剥ぎの柱状の剥片を使用，バルブ下方に横から細かな剥離加工を集中させ刃部を作り出し

ている。刃部の断面は，円形に近くかなりの閉滅痕がみられる。

3'柱状の縦剥ぎの剥片を素材に一端に横位の細かな剥離加工が施こされ，刃部を作り出してい

る。刃部の断面は柘円形に近い，磨滅痕がエッチにみられる。

4, 部厚い縦長の柱状剥片を索材に，一端に入念な細部剥離加工が施こされ尖端部を作り出し，

刃部としているい｝］部の断面は，方形に近く，エッヂは磨滅し丸味を帯びる。

7' 横剥ぎの幅広剥片を折って整形し，一端に若干の加工を施こし尖端部としたものである。刃

部の断面は台形に近く，エッヂは磨滅し丸味を帯びている。

9'柱状を呈する様に整形された縦長剥片の一端に細かな剥離加1.が集中してなされ，刃部とし

ている。刃部の断面は方形に近く，エッヂは磨滅し，丸味を帯びている。

11, 縦剥ぎの剥片のバルブ下方の側屁乳いを 2次加工により加丁し，尖頭瑞を作り出し刃部として

いる。刃部の断面は円形に近く，エッヂは磨滅している。

12, 縦剥ぎのかなり厚味のある剥片を索材に，バルブ部分に加工を施こし尖端部を作り出してい

る。さらに細かな剥離加工を施こし刃部としている。刃部の断面は方形に近く，エッヂは磨滅し，

丸味を帯びている。

15, 断面が「かまぱこ形」の厚手の縦剥ぎ剥片を素材とし表面は，左右両側縁よりの剥離が全

面をおおい．一端に尖鮨部を作り出してしヽる。さらにこの部分に細かな剥離加工を止中させ刃部と

している刃部の断面は「かまぼこ形」となり，エッチは磨滅して丸味を帯びている。

17, 厚手の縦長剥片の一端を折り取り，尖端部を作り，さらにこの部分に細かな剥離加工が施こ

され刃部としている。刃部の断面は方形に近く，工、ノチは磨滅し丸味を帯びている。

20, 厚手の剥片の全面を第 2次加工により剥離整形し，尖端部を作り出す。この部分にさらに細

かな剥離加工を施こし刃部としている。刃部の断面1お菱形に近く，エッヂ1よ磨滅により丸昧を帯びてしヽる。

21, 表面に十面近い剥離を残こした厚手の縦長剥片を使用，この剥片の形状をそのまま利用し，

尖）た部分しこ細かな剥離加工を止中して行い刃部としている。メ）部の断面は円形に近く，工ノヂは

磨滅している。

22, 比較的厚手の縦長剥片を使用，尖端部をもつ様加工が施こされ，さちに細かな剥離加工をし

刃部としている。刃部の断面は，三角形に近くエッヂは磨滅し丸味を帯びる。

23, 比較的序手の剥片に，剥離を加え尖端部を作り出し，刃部としている。刃部の断面は，三角

形1}沼を呈する。

24, 縦長剥片に 2次加工を施こし，バルブ下方に尖端部を作り出している。さらにこの部分に細

かな剥離加工がなされ，刃部としている。刃部の断面は，三角形状でありエッヂは磨滅している。

25, 厚手の縦長剥片しこ 2次加工が施こされ，尖端部をバルブ下方に作り出している。この部分に

さらに細かな剥離を集中させ，刃部としている。刃部の断面ぱ，菱形に近くエッヂは磨滅し丸味を
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第 2号竪穴住居址出土石錐状石器実測図

悶ひている。

第 2号竪穴住居址出土石錐状石器 ，第16図） ＼図版28)

木竪穴住居址からは， 14点におよふ伍錐状石器か,'I’，上しているり

a類 (2, 7, 10, 11) 

巳，紐E長剃片を素材：こ， 2次1J!I_Lを施こし両端（こ剥離を集中させ尖端部を作り出す。バルフ下方

の尖端部に細かな剥離加工を施こし｝）部としているく、刃部の肛印は惰円形に氾〈．

丸昧在帯びている。

工 Jチは四成し

7` 輻広の剥片を折り取って整形し， 尖端部を作り出し， さらに細かな剥離り[ITーを集中させ刃部

と‘-、―し＼るっ刃部］）仕Ir而よ三角形を早'-, 工 Jチば序滅し丸味を帯びている。

10, 縦長剥片を索材に 2次加工を施こし， 尖端邸を作り出し， さら：こ細かな剥離加工を施こし刈

部としている。刃部の断面は方形に近く，エッヂは12'滅し丸味を幣ひている。

11, 拙判ぎの幅広象l]片を素材に，剖片の形状をそのまま利用し， 尖った部分に細かな剥離加丁ーを

集中させ人）部としている

b類 (1' 3 ~ 6, 8, 

刃部の栢面は，

9, 12-]4) 

方形：こ近く上 Jチは磨滅［丸味を帯ひる
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1' 比較的厚手の組長剥片を索材に，刃：祁下方か i二の象l]離に上つで尖掌部いわゆる刃：｀；いを作り出

しており，他の物と若千製作技法がちがう石器である。刃部の断面ば台形に近く， エッ J！ま吃減し

る。剥離方向がまちまちではあるが，剥離された面の剥離痕はほとんどf,i]じ大きさを呈している。

3' 柱状の縦長剥片を素材に，バルフ下方に横から数度にわたる剖離加工を施こし，尖端郎を作

り出しごいる。さらにこの品分に細力ぃ剃離訓］ ［かなさか刃部となる。刃部の断面は多角形となり，

工ソチぱ磨減により丸味を帯びでいるっ

4, I豆手の縦長剥片を素材とし，側縁左折り取って整形し生端部を作り出 i-， さら：こ判恥:/；剥離

加工を施こし刃部としている。刃部の断面はF]形に近く，エ、、1チはひどく磨滅している

5')厚手の縦長剥離に 2次加」こを施こし尖端部を作り出し， さらに細かな剥離力II工を行い i)部と

している。 jJ部の断面は二角形に近く，工ノチは閉戚し丸味在帯ひている。

6, 柱状の組泉l]ぎ剥片り）一端こ 2次加［を施二し刃部としだも C,'）で， メJ音似）断1打］は多角形を呈し，

エッチは陀滅し丸味を帯ひる c

8, 厚—丁の剥片の形状をそのまま利用し，尖った部分に細かい剥離を集中）ーて行い j)部としだ t

ので，刃部の断面は約形に近く， J-ノヂは磨滅により丸昧を幣びる。

.9' 厚手の剥片のハルフ下力に 2次加Iを且ミ中して1ー］い，刈部としたもので，刃部の断面は杭円

形を危し，エ j チは磨滅かいちしるしいし

12. 断面が三角状を呈ずる縦剥きの剥片を素材に剥片の形1大をそのまま利用し，尖）た部分にtill

かな剥離加工を集中して行い刈部としている 刃郊の断面は：角形を旦し，エ j f：よ序減［丸味を

帯びでいる。

13, 比較的I'i手の縦剥ぎ剥片を索材に 2次加工在施こしハルフ}j向に尖端部をもつ様整形がなさ

れる,,さらに糸ll1かな剥離を集中し＼―行い刃音I；とし¥―いる。刃部の断面は円形に近く， エッ fは磨滅

している

14` 四 Fの剥片の形状をそのまま利叶1し，尖っだ部分：こ名HIかな判離を集中して行い，刃駕とした

ものである。刈部の断面は円形に近く，工、／チはかなり磨滅している万

第 1号竪穴住居址出土石錐状石器関連石核（第17図）（図版29)

全 f列メノー装て〗り，偏平な自然石を分割し， 1i核としている。

先の石惟；快行晋l?）項て若干述べて来だが，同一しり形名呈する剥店を1産するだゞ），パの材質を非

常にうまく利l月していることが感［られる。特にメノーの出合打'11どを月1えると貝殻状災衷とともこ，

石の節即面により柱状0)剥片が生産されるといった特徴である。

打面の調弊などは， ー切なされず原1」面をそのまま打面としたものが大部分であるぃ

打面と剥離面の角度は， 9(J゚ に近いものと， 60°(j＇)ものの 2種のものがみられる (9

］，比較的大型の石核て， 上下の 2カ向より交圧1こ剥離した痕跡が4血程みられる。 最終剥離面の

幅は，長さ 2.5cm幅， 1.5cm内外である 打而と剥離面の角度：よ直角に近い，

2, 原石面を打面として円錘形を呈ずる伍核である やはり逆方向上りの倒賭面かいくご―)かみら
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第17図 第 1号竪穴住居址出土石錐状石器関連石核実測図

れる。」し較的小型の縦長剃片を牛産しだと思われる c

打面と剥離面の角度は， 60゚IA1外である。

3' いくつかし＇）方向から剥片ガ取られている石核で比較的小別の縦長剥片が生産されたと思われ

丸味を帯びている。

打雨と象帆佳面の角度は， ほぼ直角しこ近い

4' 打面と剥離面の角度を一定に保っため調整がなされている石核である。下方向からの剥離か

一面みとめられ， 主た横方向からり剥離かなさかだ痕跡九有する屯のである。

判離面と打面の角度は，直角に近い。

竪穴住居址出土石刃様剥片について

縄文時代中期の 1月形刺突文を有ずる士招群すなわち 「トコロ 6類士器」には， 石刃様の縦長剥片

が多量に出上する事が知られている。石椋究の存在より， 先土器時代一般にみられる石刃技法に類
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第18図 第 1号（上段） •第 2 号（下段）竪穴住居址出土黒耀石剥片実測図

する技法が「トコロ 6類土器」の時期に用いられた事は，ほぼ明白な事実である。

第 1号，第 2衿竪穴注居址からは非常に多くの剥片が得られ，特に縦長剥片の数量の示める数も

多い。

剥片に残された，剥離面の分類により，これらの剥片の剥離前の位置の再現が可能である。
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第 1号竪穴住居址出土縦長剥片（第18[,<I)（図版30A)

a類，自然が一面に残されている剥片で，原石より最初に剥離されたと考えられるものである

(1, 2)。

b類，自然面が主剥離面と同一方向の，あるいは逆方向の剥離面によって切られている剥片で，

a類の剥片が剥離された後にその隣から剥離されたと考えられるものである (3, 4)。

c類，自然面が主剥離面と直交する剥離によって切られる剥片 (5, 6)。

d類，主剥離面と同一方向，あるいは逆方向の剥離面が一面に残される剥片 (7~9, 11~15)。

e類，七剥離l歯と直交する剥離面が主泉lj離面と同一方向，あるいは逆方向の剥離面によって切ら

れる剥片 (10)。

第 2号竪穴住居址出土縦長剥片（第18図）（図版30B)

a類， 自然面力ゞ一面に残されている剃片て，原石より昌初！こ剥離されだと考えられるも(!)である

(1)。

b類，自然面が主剥離面と同一方向，あるいは逆方向の剥離面によって．切られるもので， a類の

剥片が取られた後にその隣より剥離されたと考えられるものである (2, 3, 8)。

c類，目然面が主剥離面と直交する剥離面によって切られた剥片 (4~ 7, 9)。

d類，主剥離面と同一方向，あるいは逆方向の剥離面が一面に残される剥片 (10~16, 18~20)。

e類，主剥離面と直交する剥離面が，主剥離面と同一方向あるいは，逆方向の剥離血によって切

られる剥片 (17)。 ＼羽賀憲二）
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第 2節 竪穴住居址状遺構

本遺跡からは，住居址状を足するプラン，規模を行する姐構と考えられるものが＾基検出されて

いる。

この遺構状の掘り込みは，軟喝でややよごれのあるローム面に行われている為， llll確なプラン，

壁及び床面が確認されたものではない。

しかし，出土した遺跡は，一程のレヘルよりまとまって出上しており、 さらに士閤K {i器群とも

1つのセットとして考えられるものであった。

l：記の理由より，住屈址に類したなんらかの遺構であろ）との結論に達し｀住居址状遭構と［て．

竪穴住屑址と区別して以下報告する。

第 1号竪穴住居址状遺構（第19図）

刈ー G, H［えに位置 L, ローム彫上面にてそのフランが確誇されだ。

規模ぱ，直径 4m内外ある。プランは隅丸方 II多に近いこ西壁伎び南西墜は． ぎわめて新しし渭寺期

に掘られた攪乱穴により、明確とはな”）ていない。

さらに某盤のローム It, 非常に車j：弱で若—Fのよこれもある為，壁而及び州面り）検出は明砕とはい

えない部分も多く存在する

墜は． 2段構造どなり，ますゆるやかに傾斜し，ある部分より、色角度に落ち込み床面へと接する (9

宋面ぱ，軟弼ながらも平坦となり， 屯隅には木炭の庄積が詑められ， さら｛こ；｝ ｛固り浅い杜穴；I大小

ビ’ソトが主る

遺物ばほどんどが覆ナ中からてあり，凋査時に宋面と考えだレベ）しよ，）出上したものてある。

数ふ比較 的 多 い

覆＿＿Lの層字り堆情は，以下G'）通りである

第1層：粘普に富も暗茶褐己土

第II層：黒色土， u層：暗褐色 k, II”：暗褐色土

第1Il層：黒褐色ヒ， Ill釈：若干叫るい黒渇色上

第八層：暗黄褐色土

第＼層：淡黄糾色土

第'vl層：黄茶伽色土

第＼11層：黄茶褐色粘質土，刈屑i:黄褐色士

第V111層：黒色土

第IX層：賠灰糾色粘質l:

第 1号竪穴住居址状遺構出土の土器（第20図） （図版17A)

1, 2片の貝殻文t器を除き，全て比較厚手の縄文時代中期に屈するであろう土器群で‘生る
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第19図 第 1号竪穴住居址状遺構

lm 

I ~10, 12~14は，口縁部に肥厚帯を有し口縁部に，直径 1cm前後の円形刺突文がめぐる。この
特徴より，後述する第1I群土器 a類とした，いわゆる「トコロ 6類土器」の仲間と考えられるもの

である。

1は，口縁に小突起を有し，半裁竹管状工具の内面による連続刺突文が，口唇上に一段，肥厚帯

上に 2段めぐる。

2は，へら状工具による，連続刺突文が，肥厚帯上に 2段めぐり，口唇上には縄文が施文され

たものである。

3は，口唇上に縄文が施文され，肥厚帯上に一段の連続剌突文がめぐっている。
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6は，肥原帯上に連続刺突文が2段めぐる。

7ぱ．肥厚帯下より口頸部にかけ粘土帯の！！占付がある冽である。

8は，口縁が肥厚し小突起が存在する。小突起の直上から直径 3m両呈の棒状工具による刺突痕が

みられる。肥！豆閤上に2段の連続刺突文がめぐる。

9, 10, 14は，口唇上，肥厚帯に 1~2段の連続刺突文がみられる例である。

4, 12, 13ふ連続刺窄文を欠いているものである。

さら！こ，内而にも縄文の施文されるものが多くみられる (1, 2, 4 ~ 8, 14)。

16は，口唇より折り返しによる肥厚帯を有し，縦位及び横位にめぐる姑付帯があり， さらにこの

上に縄文が施される。後述する第 1I群土沿 b類としたものである

17, 21は，横位にめぐる貼付帯上にきざみ目を有したものである。

18は，貼付堪が横位にめぐり， t！占付帯の上ドに連続刺突文が各一段めぐり，貼付帯ヒには縄文が

施文される。

19は，複節斜行縄文が地文として施文され，貼付帯が横位にめぐり，その上下に連続刺突文が各

一段づつめぐふ

22は，貼付帯とその一部に瘤状の粘土塊が貼付され，これらの上には、半載竹管状工具の先端を

使弔する連続剌突文が施文される。

23は，半載竹管状上具による沈線文と貼付帯を有し，貼付帯上には半載竹管状工具の内面を使用

する連続刺突文が施文される。

24は，胴部の破片であるが幅広のへら状［具：こよる｛，尤線状の連続刺突文がみられる c

以下しよ，胴部及び底部の破片である。

右下りの単節斜行縄文の施文されたもの (29,32,叫）

左下りの単節斜行縄文が施文されるもの (25~28) でいずれも「あやくり文」がある。

31, 35は，底部である。 31は，底面が外測にやや脹り出しをみせ， 35は，脹り出しがないもので

ある。

焼成は，全例比較的良好であり，胎土中には，砂粒を多く含み小石を含んでいるものもみられる。

また若十の繊維を混入した痕跡を有するものもみられる (1, 4, 7 ~ 9, 12, 14) 

色調は，黒褐色 (1, 2, 4, 7 ~ 10, 15, 16, 18) 褐色 (3, 5, 6, 9, 12, 14, 17) を呈

するものの他は全て黄褐色となる。

届厚は，比較的部厚<l.2 ~ 1.5cm内外となる。

さらに，貝殻条痕文を有する土器片が 1点得られている。器血は横位の貝殻条痕文が施文され．

内面にも同様の条痕文か残されている (11)，後述する第I群土器の仲開である。

焼成は非常に良好で硬い。胎土中にはごく少量の火山灰粒と石英を含み．色調は茶褐色，器厚は．

0.8cm内外である。
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第21図 第 1号竪穴住居址状遺構出土石器実測図
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第 1号竪穴住居址状遺構出土の石器（第21図）（図版31)

総数は， 12点であるが，その器種は比較的まとまりをもって出土している。

石鈷先 (l~4)

1,横剥ぎの幅広剥片を索材に，背面には第 1次剥離面を大きく残したもので太い柄部が作り出

されている。

2'左右対称形に整えられ，入念な両面加工が施こされている。太い柄部が作り出されている。

3,柄部の一部を欠損している。左右は非対称形となり，入念な両面加工が施こされている。焼

けた痕跡を有し，全面がクモリガラス状を呈する。

4は，尖頭部の破片である。

石核（5)扁平な石核で，左右両側縁より 3面の縦長剥片が剥離された面を残している。打面と剥

離面の角度は30°内外となる。

掻器（6)比較的厚味のある剥片のバルブ面に背の高い面をもつ様加工された石器で，ェンド・

スクレイパーと称されるものである。

削器（7)縦長剥片の一側縁部に簡単な加工を施こしたものである。

石錘（8)扁平で楕円形の河原石の長軸両端に打ち欠きがあり，綱，紐等をかける部分を作り出

したものである。重量は， 90gある。

石斧未成品 (9) かなりはなれた発掘区 (XII-D) より得られたものと接合されたものである。

一部縁部に細い敲打のくりかえしによる剥離が集中してみられ，若千の研磨痕が残されるもので

ある。

砥石 (10~12) いずれも砂岩であり。 10は，表に 2面，背に一面の研磨面がある 11は，片面の，

12は， 4面の研磨面がみられる， 11, 12ともに研磨された方向に直交する断面は，中央部にて内側

に湾曲し，周囲がやや高くなるといった特徴がみられる。

（羽賀寅二）
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第 3節 Tピット

1. 開城部0)滉模1よ｀遺構確ぷ面の計

測値である。

2. 堀底部の規模は，長軸最大値X短

軸の平均的な数値である。

3. 長軸の方向は，磁北を基準として

いる。

4. 遺物のO~Pは出土遺物の有無を

表している。

5. セクション図中に斜線で示される

のは黒色士層の堆梢である。
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第 2表 Tピット概要一覧（第 1次調査）

ピット 開渡部 塘底部 屎 さ I 

番号 (cm) (cm) (cm) 
長軸方向 遺物j挿図・図版

1 264X68 255Xl3 146 N-37°-W I 

゜
i第 22図

層位第I層：黒色土層a 第VI層：黄褐色砂質土層

第II層：灰茶褐色上層

（多量の帖土粒を含む）

第U層： I火茶褐色 t層

（第II層より粘土粒を多く含む）

第皿層：暗黄褐色粘質上層

第ni層：暗黄褐色枯質t層

（第皿層よりやわらかい）

第皿層：暗黄褐色枯質上層

（第皿層に近い粘土プロック）

第皿層：暗黄褐色粘質土層

（やわらかく，粘質に富む）

第皿層：暗黄褐色粘質士層

（かたくしまっている）
99999 

第皿層：暗黄褐色粘質土層

第N層：黄褐色粘質士層

第V層：黒色l：層b

第VI層：黄褐色砂質士層

（第VI層よりやわらかい）

第vll1怜：暗黄褐色砂質士層

第＼l層：暗黄褐色砂席七層

（全体に第w層より暗い）

第VIII層：黒色土層c

第冒層：黒色士層d （若干の粘土粒を含む）

第1X層：黄褐色粘質土層

第X層：黄褐色粘質土層

溶刈層：黄褐色粘質士図

第刈層：黄褐色粘質士層

A層：暗黄褐色粘土層

B層：黄褐色粘士層

C層：黄褐色火山灰層

D層：暗黄褐色火山灰層

概要 壊口部及び城底部の平面形は共に溝状を呈しており，長軸断面は両端の下方部が壁面

58 

の崩落によって非対称な袋状に広がって見られ，短軸断面は溝状を呈するが，黄褐色火

山灰のC層の部位では，やや広くなっており，これは壁面の崩落によって生じたものと

考えられる。

埋土は，最上層部に黒色上が流れこんで見られ，中，下部では褐色土，火山灰，砂質

土がくりかえし崩落堆積した状態を観測することがでぎ，底面近くでは，壁面の崩落に

よって堆積しだと考えられる薄い層をはさんで腐植質の黒色土が2~4層に分かれて水

平堆積している。



ト

号
ツ

ー

2

ピ

番

聞城部

(cm) 

(364X82) 

堀底部

(cm) 

深さ

(cm) 

400 Xl4 147 □
 

E
 

同

一

c
 4

 

方訓

3

ふ

z
 

長

概要 堀口部及び城底部の平面形は共に溝状を呈しており，長帖l祈而は下方乳［か袋才｝むこ広が

って見られ，短軸断面は溝状を示している。

本号は、東側部を大きく堀り込み，長軸断面の埋七を観咋tる予定ごあっだが，上壊

内埋 l．か瞬時に崩落しただめ土壌の観測は出来なか/，）だ ［かし` この崩落によって西

伯jび）咄面が明瞭に出現した。

ピ＼；ト i 聞壊部 壊底部 冴｛木℃” さ
長軸方向 I遺物 I挿図・図版

番 '' 
| 

(cm) (cm) (cm) りー 1 I 

3 352 X72 367 X22 120 N-17°-E I 

゜
I第 23図

層位 第 I層：黒色土層 a

第 I層：黒褐色土層

第II層：黒褐色士層（黄褐色粘質土混入）

第III層：褐色士層（黒褐色上混入）

第皿層：褐色土層（比較的やわらかい）

第W層：褐色土層（比較的かだい）

第V層：里褐色士層

（褐色枯質十．を多く言い

第汀層：褐色粘質十層

第＼『層：里色土層 b

第珊層：黄褐色十層（比較的かたい）

第珊層：黄褐色土層

（茶色かり狙く，やわらかい）

第IX層：黄色粘質土］悴

第パ料：禎色粘質土層（茶色が強い）

第X料：開色上層 c

第XI料：青色砂を含む黄色砂質士層

第XII層：褐色砂質土層

第糧暫：黄褐色土層

第＼＼層：褐色砂質上層

第＼＼層：黄色枯質上層

第料層：褐色枯質土層

（黄褐色上プロック混入）

k層：攪乱

A層：暗黄褐色土層（地山）

B層：宵色砂質土層

C層：灰色砂層

概要 壊口部及び堀底部の平面形は共にやや幅広の溝状を呈し，長軸断面は下方部が限の崩

落などによ j て袋状に深くえぐられている。短軸断面は溝状を呈するが，壁面の崩落な

どによブていびつな形となっている。

埋十．は，最 1：層に開色士の堆積が見られ，壊底面では腐植質 rj)甲色七層 cか水、ド堆積

しているが、長軸南側の黒色土下では，袋状にえぐり込まれだ：’｛|：i立上り中央郊に向って

収面の崩落堆積：こよって生じだと思われる黄褐色土が認められる 中・ト位でぱ褐色土，
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砂質土がくりかえし崩落堆積したことが観測される。/...,長粕断面の堆積状態を見るな

らば，こ互芦辺二角形に近い状態で堆桔しており， この二角形の斜面では再び庄色土が薄

＜堆積していることが認められた。

―

―

 

ト

号
ッ

4

ピ

番

開壊部 城底部

(cm) 1-竺
220 X90 I 200 X38 

深さ
: 長軸方向 l遺物！挿図・図版

(cm) 

I N-18"-W I 128 1 第23図
図販 6B

層位第1層：黒色上層a

第II層：褐色七層

第I層：褐色土層（黄褐色土を混入）

第m層：黄褐色士罰

第w層：茶褐色土層

第V層：茶褐色土層（やわらかい）

第VI層：褐色士層（黒褐色土を混人）

第VlI層：褐色土層

第圃層：黄色砂質土層

第IX層：里色上層 b

概要 壊口部平面形は，ややいびつな長楕円形，壊底部平面形は幅広な溝状を呈し， 4個の

小ピ J 卜が認められた。長軸断面は上方部で摺鉢状に広がって見られるが中，下位では

やや翻広の溝状である。

埋上は，黒色土，褐色土がくりかえし流れ込んだ状態が観測された。上部ぱ黒色士，

下部は褐色土が主体であり，壊底面直上には黒色の腐植土が水平に堆積している。

ー

一ト

号
ッ

5

ビ

番

開堀部

(cm) 
↓ 

(150) X (140) 1 
i 

壊底部

(cm) 

87X33 

l
 

深さ

(cm) 

132 

長軸方向

N-18°-W 

遵物 I挿図・図叛

第 24図

層位 第I層：賠黒褐色土層

第II料：黒渇色 t層（やや明るい）

第n層：黒褐色土層（やや睛い）

第m層：賠褐色上層（やや賠い）

第m層：賠褐色土層（やや明るい）

第w層：忠色土層 a

第V層：暗茶褐色土附

第VI層：黒色士層b

第W層：暗黄褐色粘土彫

第渭層：黒色＿＋層 c

（バンド状に入っている）

第lX層：黄褐色粘質土層

第X層：黒色土層 d

（やわらかで有機質を多く含む）

SP:灰茶褐色砂質土層

概要 城口部北側～束側では攪乱によって一＾部不明瞭であるが長楕l[]形を星するものと思わ

れる。壌底部平面形は，やや不整な隅丸長方形であり，中央部に小ピット 1個を配して

いる。長軸断面ぱ若干ではあるが，袋状を示し，短吐断面は上方が摺鉢状に広がり，中，

下位はやや湾曲しており，底面は平坦である。
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埋土は，壊底面にぱ腐植質の虫色七が水平に堆積しており，その後に褐色土がくりか

えし堆積したものと思われる。又，中層位の褐色士中には黒色土がバンド状に 2層認め

られている。

ピット 開檄部 壊底 部 深 さ
長軸方向 I遺物挿図・図版

番 (cm) (cm) (cm) 

6 303 X61 266 XlO 102 N-66°-W | 

゜
I第 24図

層位第I層：黒色土層 a 第N層：褐色土層（やわらかい）

第II層：暗褐色土層 第V層：黒色土層 b

第III層：褐色土層（かたくて枯質有り） 第vl層：黒色土層 c

概要 壊口部及び壊底部の平面形は共に溝状を呈するが，渡口部周縁は不整な落ち込みとな

っている。長軸断面はほぼ垂直な立ち上りを示し，短軸断面は上方部が摺鉢状に広がる

が，中， ド位では，溝状の断面形と言える。

埋上は，最上層部に黒色土が浣れ込んで見られるが，中，下部では褐色土がくりかえ

し堆積した状態が観測される。底面近くでは，第N層を間層として黒色土が2層認めら

れた。

ピット 開 壊部 壊 底 部 深 さ
長軸方向 物！挿図・図版

番号 (cm) (cm) (cm) 

第 24図
7 274X59 300 Xl7 136 N-89°-E 

゜
図版13A

層位 第I層：黒色土層 a （ロームブロック点在） 第1X層：黄灰色シルト層

第II層：暗褐色土層 第X層：暗黄灰色砂層（火山灰少ない）

第m層：暗褐色土層 第XI層：黒色土層 c

（第1I層より明る＜やわらかい） 第XII層：暗灰茶色砂質土層

第N層：暗黄褐色士層 第Xlll層：暗黄色砂質土層

第W層：暗黄褐色士層（ややかた＜明るい）第研層：暗褐色上層（青灰色砂を混入）

第V層：黒色土層 b （炭化物の含有多い） 第W層：黄褐色砂質土層

第VI層：暗黄褐色土層 （多県の青灰白砂を含む）

（第w層より明る＜粒子が均一） 第罰層：暗黒褐色砂質土層

第VI層：暗黄褐色士層 第＂層：陪褐色土層（第 1I層より暗い）

（第VI層よりやや明るい） 第渭層：暗苗灰色砂層

第珊層：黄糾色土層

第VIII層：青灰色砂層（火山灰含む） A層：褐色ローム層
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B層：緑黄灰掲色砂層（火山灰含む）

C層：禄黄褐色砂層（火山灰含む）

D層：青灰褐色砂料（火山灰含む）

E層：青灰色砂陪（火山灰含む）

概要 壊 D部及び墟底部の‘白面形は共に溝状を里している。長軸断血は，両端が若干袋状と

なっており，知軸断血は南側中位に崩落によって生じたと思われる段苓が認められるが，

ほぼ溝状を呈するものと言えよう。

埋土は，最．I~層部に黒色土が流れ込んで見られ，中下層位で‘は褐色上，砂質土がくり

かえし崩落雄積 l-だことがうかがえ，に血叫析面で見えるならば， 二の中下層位の堆積は

ほぼ三角形：こ近い1大態で堆積しており， この斜面には炭化物を多拭に含む黒色士層bが

認められる。塙底面では， A, B層によって形成される壁面部より崩落したと思われる

砂質土が見られ，その上面には，腐植質の黒色土層c が水平堆積していた。このような

堆積は溝1犬を＇且するピットの長軸断 lhi を観察するなかで—刹般的な特徴としてとらえられ

る。

ピット 間樅 郊
， 

壊 底， 晶
、、TC

さ

袖7S）"： -W I 0 ！ 

｛木

番号

（=) ~--29~血XI
(cm) 

長 挿図・図版

8 330x8 14 140 N 第 25図

層位 第1屈：虫色土層 a

第IT層：県渇色土層

第•II 層：暗褐色土層

第ll桝：県褐色土層

（黒色土をブロック状に混入）

第ITI情：暗黄褐色粘質十:F;Zi

（地山が少し薄上これだ感じ）

第lll層：黒褐色土層（県色七屁入）

第V層：田色ヒ層 b

第＼層：黒色k層 c

第VI!0:褐色 k層（砂質が強い）

第W層：糾色砂層

第VDI層：暗褐色土層（粘質t.)

第1＼層：育灰色砂層

第＼＇層．・黄褐色枯土プロック

第Xl府：計灰色砂層

第N府：褐色土層（粘質強く．かたい）

概要 墟 L]部及び墟底部の中間形は共に溝状を示し，長軸断面の両端が若干袋状に広がり，

底面は湾曲している。短軸断面は上方部がやや仏がって見られるが、翡状を呈すると言

。
ニつょ＂又

埋士は最上層部に甲色上層 aの流れ込みか見られ，中，下層位では峨面を形成してい

たと考えられる虫褐色及び褐色土がくりかえし崩落堆積しており，この間層的な部位に

黒色土層bがバント状に見られる。又，長軸両端では断面に沿ってブロック状の崩落状

態が観察される。堀底面では湾曲した底血に沿って腐植質の黒色十Nれが堆積しているし
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ト

号
ッピ

番

開堀部

(cm) 

，
 

218 X68 

I 城底部

、 (cm)

158 Xl5 

さ
\_~ 

m
 

c
 

岱
木
(

‘、‘、.

114 

長軸方向

N-20°-W 

遺物 1挿図・図版

-T第 25図

層位第I層：黒色士層 a

第lI層：黒色土層 b

第川層：出灰褐色土層

第w層： l惰灰褐色枯質上層

第V層：陥褐色 I層

第V層：暗褐色土層

概要 壊 [1部及び墟底部の平面形は共に溝状を呈するやや小形のピ J 卜である。長軸断l目は

（暗くよごれた部分が多い）

第VI層：暗黄褐色枯質士層

溶＼Il層：黄褐色土層

第VlII駁：黄褐色土層（やわらかい）

第1XJ,；り：黒色土層 c

南端部がやや袋状に広がっており，短軸断面でみるならば最上方部がやや広がる溝状の

断面である。

埋土は上壊品下層に腐植質の黒色 L層c か見られ，最上層部は、＼し＼色土層 a・bが流れ込

んでおりこの間の層は硬くしまった褐色 1が堆積している。

ト

号
ッピ

番

10 

ー

＿

，
 

部

8
 

)

X

 
6
 

壊

cm
，ー、

6
 

3
 

開

＿
 3

 

部

2
 x

 

ヽ

5
 

底

em（
 

，
 

2
 

壊 深さ

(cm) 

127 

長軸方向 遺物 I挿図・図版

N-16°-W 

゜
第 26図
図版 6C

層位 第I層：黒色t層 a（若干の枯土粒を含む）第¥11)付：黒色土層 e（有機質層）

＇ 第I層：里色十層 b 第＼『層：黒色土層 f（有機質層）

第n層：黒色 t：層 c （所々に粘土粒を含む）第VID層：黒褐色上層

第n層：黒色上層 d 第漏！晉：黒褐色士層

（粘土粒の含布が第 II層より多い） 第帽層：黒褐色士層

第III層：暗褐色土層（地山に近い上層） 第1X層：茶褐色土層

第m層：暗褐色土層 第X層：黄褐色砂質土層

第N層：黄褐色粘質土層 第X層：黄渇色砂質土IN

第V層：暗貨褐色粘質土層

（若干黒色土を混人）

第VI層：黄褐色粘質土層

第VI層：明黄褐色粘質土層（やわらかい） K層：攪乱

概要 壊口部及び壊底部の平面形は共にやや幅広の溝状を呈し，壊口部では，北部と南部に

第M層：青灰色砂質土層

第刈層：青灰色砂質士層

それぞれ，浅い皿状の小型ピットが附属して検出されている。しかし，このような小型
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のピットが，いわゆる Tピットに附属する例は見られず，又確実に人為的な堀り込みと

して捉えるに足る確証もない。断面形は，長軸両端部では，ほぼ垂直に立ち上っており，

短軸断面は，上方部がやや広がって見られ，中層位では壁面がややいびつではあるが，

溝状を呈するものと言えよう

埋土は，上層部に黒色土層 a, b, c, dの流れ込みが見られ，中層位では褐色土がく

りかえし崩落堆積したことがうかがえる。

ド層位では，中，下位の饂面を形成していだと考えられる砂質土と腐植質の黒色土層

e, fがサンドイッチ状になっており，この黒色士層 eは長軸断面の層位で三角形の斜面

に堆積して見られる黒色土層と同様のものと考えられる。

ー
~
＿

＂い脊

8
8
-

x
 

ー`、

2
 

壊

cm
，ー、

5
 

3
 

開

i
 

ロ
横底部

(cm) 

深さ

(cm) 

376 X40 105 

長軸方向 遺物 l柿図・図版

N-14°-W 

゜
第 26図
図版 7A

層位第 l層：黒色士層 a

第11層：暗褐色ヒ層

第皿層：褐色土層

第w層：黄色砂質土層

第VI層：黄褐色砂質土層

第＼1[層：黄色砂質土層

第VIII層：黒色土層 b

第1X層：褐色粘質土層

第V層：褐色粘質上層 第X層：黒色上層 c

概要 墟口部及び墟底部の平I面形は共にやや幅広の溝状を涅しており，長軸断面は両端部が

袋状に広がり，壊口部に比べその壊底部が長大になっている。短軸断面は上部位が若干

広くなっており，ズングリとした溝状に近い断面形と言えよう。

埋tは，最上層に黒色土層 a が点れ込んでおり，最下の壊底郊では黒色t層 b,C が褐

色土層をサンドイッチ状にはさんで堆積し，中層位では壁面を形成する褐色のローム層

がくりかえし崩落堆積した状態がうかがえる。

ト

号
ッピ

番

12 

-

＇

 

'~ 
音

、_
9

壊

cm
，ー，

開

230X63 

壊底部

(cm) 

223 X13 

深さ

(cm) 
長軸方向 遺物 I挿図・図版

144 N-9 °-E l。第 27図

層位 第I層：黒色士層 a

第II層：茶褐色上層

第皿層：褐色土層

第N彫：黄褐色土屑

第V層：褐色粘質土層（やわらかい）

第VI層：灰褐色砂質土層（やわらかい）

第川層：黄褐色砂質上層（やわらかい）

第Vlll層：黒色土層 b （炭化物を含む）

第XI層：灰褐色砂質土層
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概要 本号の壊口部及び壊底部平而形は非常に細い溝状を呈しており，長軸断面しま南端邪が

袋状にオーバーハングしており，短軸断面は上方部がやや摺鉢状に広がっているか中下

部は非常に細い轟状である。

埋.::Li訪釦底部近くに炭化物を含んだ腐植質の黒色土層 bが水平堆積し，最上層部では

黒色上層 aが流れ込んでいる。この二枚の里色土にはさまれる中位の層は， 1門壁を形成

する褐色ローム層がくりかえし崩落堆積しだようなやわらかい褐色土である。

I I I 
ピソト 1 開渡部 壊底部

/―□--:rn)＿＿t--一竺竺＿J深さ

(cm) 
l 長軸方向 1遺 物 I挿図・図版

I I ーピーー一

13 :--22/X54 -［ 216 X12 1 -~ --_ _I 
層位 第 I層：暗褐色土層

第 II府：黒色土層 a

第皿層：褐色土層（かたい）

第WI惰：褐色土層（やわらかい）

第＼層：茶渇色土層

13:1 I N-33°-w I 

I I 

第り層：掲色砂質土層

第w層：灰褐色砂質上層

第VIII層：里色士層 b

第収層：灰褐色砂質土層

o I席 27図

I 
図版 7B

概要 壊 l]部及び城底部の平面形は溝状を丑するが，北西側の壊口部では，やや円形に広が

っている。長軸断面は南点壁が大ぎくえぐられたようにオーバーハングし，北酉壁ぱか

る＜オーバーハングする袋状である c 午豆軸暫面は上方部が苦干広がっているが，中，下

方部ぱ細い溝状となっている。

埋七は城底面近くに腐植質の県色土層 bか水平堆積し，上層部では黒色土層 aが流れ

込んでおり，この間の層位は褐色土かくりかえし堆積している c

ピット 開城部 1 堀底部 1 深 さ 長軸方向 I遺物 I挿図・図版
番号 (cm) I (cm) I (cm) 

丁-----戸--- 。第27図

14 189Xl05 I 136X38 j 123 N-10 -w 0 図版 7C

層位第I層：里色土層 a

第 I層：黒色上層 b

第I層：黒色土層 c

第 l 層．•黒色 k層 d

第1l層：里色t層 e

I I 

窮Ill層：暗褐色土層（やわらかい）

第＼層：掲色枯質土層（かたい）

第V層：黒褐色土層

（枯上粒を．やや多く含む）

弔v1層：賠褐色粘質上層

第Vil層：褐色枯質土層

第V1ll層：犯色上層 f

寓代層：賠褐色粘質土層（やや砂を含む）

第X層：掲色枯質土層

第XI層：褐色砂質土層

第XII層：虫色士駁 g
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l 

第XIll層．＇青灰色砂層

A層：灰褐色粘質土層

B層： II脊褐色枯質上層

C層：褐色粘土層

D層：褐色砂質含み粘質土層

E層：青灰色砂層

概要 墟口部平面形はややいびつな不整長楕円形，壊底部平面形は南側部かやや狭くなり，

ピット

番号

15 

若干オーバーハングして立ち上がっているが，隅丸の長方形を呈するものと言えよう。

断面は上方部がやや広がっているが，中，下部では垂直に立ち上がっており短軸の

断面は幅広の溝状に近く，壊底面中央部には径 8cm, 深さ20cmを測る小柱穴状のピット

が認められた。

埋上は壊底面と下位に腐植質の黒色土層がバンド状に水平堆積しており，中，上層部

では黒色七がかなり暉＜堆積している C 中，下位で見られる細かな層は，墜面を形成し

ていたものか朔落堆潰して埋ったものと考えられる。

間壊部 城底部 I ‘｛‘木匹 さ
長軸方向 I 遺物 II 挿図・図版(cm) (cm) (cm) 

414 Xl35 422 X20 139 N-64°-W I 

゜
I第 28図

層位第 1瑶：黒色土層 a

第1I層：黒褐色土層

第1II層：賠褐色土層

第VI層：黒褐色土層

（黄褐色砂層に黒色七混入）

第¥1lI層：黄褐色砂層

第W層：苗褐色士層（かたい） 第渭層：暗褐色土層（粘質が強い）

第V層：黄褐色上層（やわらかい） 第IX層：黒色土層 b

概要 壊口部の外縁はいびつな形となっており，くりかえし崩落が起きていたことが考えら

れる大形のプランである。平面形態は，上方部はやや幅広な溝状，墳底部は溝状を呈し

ている。断面形は長軸両端が袋状に広がっており，短軸で見るならば上方部がやや広が

り，南側の中位で段差が認められるが，溝状に近い形状を示すものと言えよう。

埋土ぱ壊底而に席植質の黒色土bが水平堆積 L，中，下位では壁面などを形成してい

た層カパりかえし崩落堆積したことがうかがえる。

最上層部では黒色士層 aが流れ込んでいた。

ピット l 開壊部 壊底部 、1、木元 さ
長軸方向 i遺物 I挿図・図版

番号 I (cm) (cm) (cm) 
l 

16 396 X75 407X27 

I 
134 N-54°-W I第 28図

層位第I層：黒色士層 a 第II層：褐色土層
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第IlI層．・明褐色土層

第W層： II月褐色砂質士kり

第V層：明褐色粘質t}情

第VI層：暗褐色土層

窮W層：褐色砂質土層

第VIII層：焚褐色火山灰質上附

第IX層：灰褐色砂層

第X層：茶褐色砂質土層

第Xl層：白色火山灰質上層

第苅層：あらい灰褐色砂層

第即層：黄褐色火山灰質土層

第W層：国色土層 b

第冒層：陥褐色火山灰質砂層

A層：ローム層（黄褐色土）

B層：黄色火山灰層

C層：白色火山灰層

D層：灰褐色火山灰質砂層

E層：灰色火山灰層

F層：）反褐色火山灰質砂層

第XIII層：あらい県褐色砂層 c；層：青灰褐色砂層

概要 平而形態は，壊口部及び壊底部が共に溝状を里する非常に細長いプランを呈し，断面

形は長軸両端が袋状に広がぅており，短軸では溝状である。

埋土（お廣底面に腐植質の県色土層 bが水平堆積し，その後に壁を形成する褐色土．火

山灰，砂質層などがくりかえし崩落堆積した細かなブロック状に分かれる層位が見られ

た。

一
| 

ピノト 1周堀部 堀底部

番号 (cm) I (cm) 

17 1 (3パ5)X84ロニx-2/_~
深さ

(cm) 

121 

I i 
長軸方向 追

! 

N-10°-E 

物］挿図・図叛

。I第28図
図版 7D

層位第 1層：黒色土層 a

第II層：黒褐色土層

第III層：暗褐色土層

第N層：褐色土層（やわらかい）

第V層．・褐色土層（かたい）

第＼1層：黄褐色砂層

第Vil層：黒色土層b

第渭層：里褐色砂層

概要 壊口部，壊底部の乎面形態は共に溝状を呈し，やや幅広で大型のグループに入るプラ

ンである断面の形状は長軸北端部が若干オーバーハングしており，壁上方部でやや広

がっているが，中，下位層ではほぼ垂直に近い立ち上りを示している。

埋土は，下位層で腐植質の黒色士層bが水平堆積して見られ，中，上層部では褐色土

がくりかえし堆積している。又，最上層には黒色土層 aの流れ込みが認められた。
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ト

号
ッピ

番
開壊部

(cm) 

18 263 Xl03 

深さ

(cm) 

120 

長軸方向

N-32°-W 

物：図・図版

第29図
図版8A

層位第I層：黒色土層 a

第1I層：黒褐色土層

第V層：茶褐色土層（ローム粒混入）

第VI層：褐色土層（非常にやわらかい）

第III層：褐色土層（ローム粒涅入） 第珊層：黄褐色土層（非常にやわらかい）

第N層：黒色土層 b （ローム粒品人） 第VIII層：黒色土園 c

概要 壊口部の平面形は隅丸の長方形に近い不整な長楕円形状であり，城底部の平面形は略

略長方形とも言える幅広の溝状を呈するプランである。断面は長軸両端部がやや袋状と

なっており，他の璧ぱ垂直に近い状態で立ち上かっている。

埋土は壊底面に腐植質の黒色土層 cが水平堆積しており，中，下位では壁を形成して

いたと考えられる褐色土の膳落を見ることが出来る。

本号では黒色土層＼）が下位近くまで厚く流れ込んでおり，他のピットではあまり例の

ない堆積状態といえる。

ピット 1 併l堀部 1 壊底部

番号| (cm) i (cm) 

□---→--19 I 262 X70 I 228 Xl8 

深さ

(cm) 

117 

長軸方向 I遺物 I挿図・図版

。［第 29図
図版8B

層位第I層：黒色上層 a

第 II 層｀：黒色土）~b

第m層：暗褐色土層

第W層：褐色土層（かたい）

第V層：褐色土層（やわらかい）

概要 渡口部及び壊底部は共に長軸両端の四隅か角ばった溝状を呈するプランである。

第VI層：黄褐色火山灰層

第軋層：暗褐色土層（火山灰をやや含む）

第渭層：褐色土層（第V層とほぼ同じ）

第IX層：黒色土層 c

断面形は長軸の両端が若干袋状にオーバーハングしており，短軸で見るならば上方部

がやや広くなる溝状である。

埋士は壊底祁に腐植質の黒色上層 cが水平堆積し，中，下位では褐色土がくりかえし

崩落堆積している。上層では黒色土層 a・bの流れ込みが認められた。
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ピット 開墳部 壊胚部

番号 (cm) (cm) 
| 

20 164Xl00 94X41 

層位 第I層：黒色土層 a

第I層：黒色土層b

第II層：黒色土層 c

第11I層：黒褐色土層

第w層：暗黄褐色士層

第V層：明茶褐色土層

第＼1層：茶褐色土層

深さ

(cm) 
長軸方向

120 N-18°-E 

遺物□：・図版

第 29図

I 
1図版8C

第V[層：茶褐色土層（黒褐色土が混入）

第渭層：暗茶褐色砂質土層

第1X層：青灰色砂質土層

第X層：黒色士層 d

SP：灰茶褐色砂層

概要 平面形は壊口部では長惰円形，墟底部では隅丸な長方形を呈するプランである。

長軸方向の断面形は摺鉢状になっており，短軸断面では下部が幅広の溝状であるが中，

土部では摺鉢状を呈している。

墟底面中央には径10cm, 深さ22cmの小ピットが 1個配されている。

埋土は，壊底部に黒色上層 dが水平堆積し，最上層部では黒色土層 a・ b ・ cの流れ込

みが認められる。上方部の壁沿と中位に見られる渇色土は構築時に壁を形成していたも

のが崩落堆積したものと考えられる。短軸断面で兄られるように中，上方部が摺鉢状に

広がってみられるのは，壁部の崩落がくりかえされたものと思われる。したがって，構

築時では壊底部と同じ程度の溝状に近い堀り込みであったものと思われる。

二／＿244
-

壊

em
,
1
、

[口
壇底部

(cm) 

178 Xll 
！
 
I
 

深さ

(cm) 

107 

長軸方向

I 
N-30°-W | 

l 

I 
遺物 1挿図・図版

1喜贔胃
層位 宴 I層：暗茶褐色土層

第Il層：黒色土層 a

第皿層；焼土塊を含む暗茶褐色土層

第V層：黄褐色土層

第VI層：暗黄褐色土層

第汎層：黒色土層 b

第IV層：暗黄褐色土層 （炭化物を多く含み，やわらかい）

（黒褐色土の小塊が多量に点在） 第糧層：淡黄茶褐色土層

概要 壊口部及び壊底部は共に溝状を呈しており，特に壊底部近くでは非常に細くなっている。

断面は上方謡が摺鉢状に広がっているが中，下位では四壁とも垂直に立ち上がる溝状

と言えよう。

埋土は，壊底面に腐植質の黒色土層bが水平に堆積しており，上層部では黒色土の流
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れ込みが見られ，中層位では褐色上がくりかえじ堆積している

ピソト 開壊部 1 城底部 I深さ

番号 (cm) ! (cm) 

I I 
i 長軸方向 I遺物 1挿図・図版

I 
I I 

I 

22 I (180) X127 I 184 X18 1 第 30図
図版9A

層位 第 I層：暗褐色土層 第VI層：黒色土層 b

第II層：黒色士l'i"ia 

第m層：黒褐色土層

第VII層：褐色上層（白色火山灰混入）

第圃層：褐色土層（青灰色火山灰混人）

第w層：褐色土層（かたい） 第IX層：黒色土層 c

第＼「層：褐色士層（やわらかい） 第x層：茶褐色 tl情（火山灰を含む）

概要 壊口部の平面形は不整な長惰円形，中位より下方では溝状を店するプランである。

ピット

23 

断面形は最上部では皿状の広がりを持つ溝状と言える。

埋土は最下部と中位に腐栢質の黒色土が2層水平堆積している。最上部では黒色土の

流れ込みが見られる。

開壊部

(cm) 

179XllG 

壊底部

(cm) 

124 X35 

深さ

(cm) i 長柚方向 l:：口／三
1 第 30図
1 図版 9B

N-6°-W 

層位 第 l層：暗黒褐色土附 第Vil層：暗褐色土層
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（粘土粒の小ブロック有り）

溶TI附：黒色士層 a

第1Il層：黒褐色土層

第w層：暗茶褐色土層

溶＼「層：茶褐色士層

第V肘：茶褐色土層

（第V層よりやや明るい）

虚V層：暗褐色土層

第V層：暗褐色土層

（第V層よりやや明るい）

第VI層：褐色上層

第VI層：褐色土／曾（第VI層より賠い）

第vl層：褐色土層

（ローム質土を多く含み明るい）

第珊層：暗褐色枯質土層

第1X層：暗褐色枯仇土層（やわらかい）

第X層：黄褐色粘質七層

（砂を含み，かたくしまっている）

第XI層：黄褐色粘質土層（やわらかい）

第XI層：黄褐色粘質土層

（第XI層よりしまっていて明るい）

第XII咽：黒色土層 b

SP-l：黒褐色土層

SP-2：暗茶褐色土層

A層：黄褐色ローム層

B層：黄灰色砂（火山灰）を間層に持つ



C附：青灰色砂層

概要 壊fl部の平面形ぱイ滉整な長惰円形，城底部の平面形は若Fいびつな隅丸長｝j形を呈す

るプランである。

長帖断面は F方部ヵゞ左右非対称に大ぎくすーバーハングする。

埋上は壊底面に薄く腐植質の県色土層 bか見られ，最上藉に黒色土層 aが流れ込んで

いる。

本号は他のピットに比べ崩落堆積の激しい例である。下方の壁を形成するB,C層は土

埃の性質もあってか，特 1こ崩落の激しい部分である。短軸の七クションで見るならば．

下位では砂質の強い層がプロック状で堆積し， t,中位ではA層と同質の褐色土がくり

かえし崩落堆積した過程がうかがえる。

ピット

番号

開壊部

(cm) 

壊底部

(cm) 
長軸方向 遺物 l挿図・図版

I 

24 159 X92 193 Xl8 161 I N-46°-W 

I □̀̀ 図版 9C

層位 第I層：黒色上層 a 第＼＼層：黄青褐色砂質土層

第罰層：黄色砂質上層第II層：黒色土層 b

第皿層：黒色土層 c

涌IV層：黒色土層 d

溶V層：暗茶褐色土層

第VI層．．黄褐色ローム層（かたい）

第VIl層．．黒色土層 e

壌Vlll層：暗黄祝色士層

（黒色土ブロックを混入）

第1X層：暗黄茶褐色土層

溶＼層：暗茶祝色土層

（粘性に記み、やわらかい）

第XI層：黒色土層 f

第刈層：明茶褐色土層

第謂層：黄茶褐色砂質土層

第XII層：褐色土層

第XII膚：青灰色砂層

第煎層：褐色砂質土層

第n層：黒色上層 g

A層：二次攪乱

B層．・黄褐色ローム層

C層：青褐色土層

D層：黄褐色粘質土層

E層：青灰色砂＋渇色火山灰層

F層：明褐色火山灰層

G嗣：黄褐色火山灰層

H層：黄灰白色火山灰層

第附層：暗茶褐色士層（褐色砂質士混入） I層：書灰色砂層

概要 墟口部の平面形は不整な長楕円形，城底部の平面形は溝状を呈するプランである。

断面は長軸両端が袋状に広がっており，短軸で見るならば，上方部が広く左っている

が溝状と言えよう

埋土は最下層と下位に腐植質の黒色土が水平堆積し，上方部では黒色士層a,b, c, d, 
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eの流れ込みが見られる。他の層は壁面部を形成していた層が崩落堆積したものと考え

る。

ピノト 1 僻J渡部 I壊底部

番号 I (cm) I (cm) 
深さ

(cm) 長軸方向 ~ilt-~1 i.閃・図版

171 X 96 I 207 X 18 180 N-80°-W i I第 31図
図版 9D

層位 弔 I層：茶褐色土層 第＼酎層：黒色ヒ層 b

第Vlll彫：褐色土屠第II層：黒色士料 a

第1II層：暗褐色土層

第I¥「層：暗褐色日村（黒色ブロ］ク混入）

第V層：褐色土kり（かたい）

（褐色枯土ブロックに火山灰混入）

窄1X彫；褐色火山灰砂層

涌＼層：乳白色火山欣砂層

第VI層：褐色土層（やわらかい） 第XI層：黒色土層 c

概要 壊口部平面形は不整な長楕円形，墟底部平面形は溝状を呈するプランである。

ピット

番号

26 

断面形態を長軸方向で見るならば，両端部が大きくオーベーハングする袋状であり，

短軸方面で見るならば， J:`方部が若干広くなる溝状である。

埋土は壊底部と中位に腐植質の黒色土が水平に堆積しており，上層では黒色土層 aの

流れ込みが見られる。

開墟部

(cm) 

191 Xl20 

墟底部 深さ

(cm) I (cm) - t-
142 X50 I 135 

長軸方向 l遺物挿図・図版

N--2二□ー：バ頁
I 
図版lOA

層位第 I層：黒色土層 a （壁に張りついて堆積している）

第IX層：黒色土層 f
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第1I層：黒色土層 b

第III層：黒色上層 c

笞：W層：黒色土層 d

第V層：黒色土層 e

第VI層：明茶褐色土層

第Vl層：暗褐色粘質土層

第V1層：暗褐色枯質土彫

（第W層より明るい）

第1Il層：暗黄褐色粘質土層

（第V1層よりやや粘性屯り）

第VllI層：褐色粘質土層

（有懐質層で，非常に簿い）

溶X層：黄褐色枯質士層

第XI層：褐色粘質土層

（小ブロックが集合して堆積）

第XII層：褐色帖質上層

第冒層：黄褐色砂質土層

(D.E層が崩れ堆祖した層）

第甘層：黒色t屑g

（有桟質層で，非常に沌い）

第W層：黄褐色砂質七層



SP:灰褐色（シルト質）土層

k層：攪乱

A層：暗褐色粘土層

B層：褐色粘上層

C層：黄褐色粘土層

D層：黄褐色（砂質）粘土層

E層：青灰色砂層

概要 平面形態は，塘口部が長栢円形，城底部では南側がややいびつな形となっているが隅

丸の長方形と言えよう。

断面形態は，長軸方向で見るならば南壁側がいびつな形で大ぎくオーバーハングしてお

り，短軸セクションでは中位が狭く―ド方で若干広がり，上方部では用鉢状に広かっている。

壊底面中央では径 9cm,深さ20cmの小ピノトが配されていた。

埋土は，壁を形成していたと考えられる土壌が中位まで崩落雄積し，上部では現色土

層a.b. c.d.eが流れ込んでいる。又，壊底面近くと，中位に 1よ腐色質の黒色士層 f,gが

非常に薄くではあるが認められている。

長軸南壁に見られるオーバーハンゲの部位はD,E層の崩落によって生じ，この崩落

層は橿， W層を形成したものと思われる。

壊底部 深さ

(cm) : (cm) 

122x30 1 137 
長軸方向

N-55°-E 

遺物l挿図・図肋

1 第 32図

層位 第I層：暗茶褐色土層（地山ブロック混入） 第圃層：暗黄褐色土層（やわらかい）

第II層：暗茶褐色土層 第1X柑：黄色砂質上層

（第 I層よりかたい）

第皿層：黒色土層 a

第1V層：暗黄褐色土層

第V層：暗茶褐色土樟

第VI層：暗黄褐色土層（枯質に富む）

第¥1ll層：黄褐色土層（粘性やや有り）

（地illプロノクが若干混入）

第X層：黒色土層 b

第XI層：青灰色砂質土層

第灯l層：黒色」層 C

k層：攪乱

概要 堀口部の平面形態は北東～東部では攪乱を受けているが，ややいびつな長楕円形，壊

底部の平面形は長方形を呈するといえよ。断面は中，下位では乖直に近い角度で立ち上

かっているが，上方部では摺鉢状に近い形態である。又，壌底面中央には小ピットが 1

個配されている。

埋＿士は壊底部に第XI層をサンドイッチ状にはさんで腐植質の黒色上層 b'Cの2

彫が水平堆積し，＿1:方部より中位にかけて黒色土附 aの堆積が認められた。又，中，下

位では壁部を形成するローム層と性状の類似する褐色土が堆積している。
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-

1

 

ト

号

8
 

2
 

ッピ

番

開塙部

(cm) 

223X58 

ー
•
一

壊底部

(cm) 

275X20 

l 菜 さ
1 遺物:柿図・図版長軸方向

i ¥Cm) 

t-第 32図

+--
l I I 115 i N-82'-W 

I 

層位 第 I層：黒色土層 a

第 1I層：黒色土丹 b

第m層：黄褐色」一膚

第W層：賠褐色士kり

第W層：賭褐色」層（砂粒混入）

第V層：黒色上層 c

第V層：黒色土層 d

第＼1層：暗褐色砂質土！i9,1

第Vl層：暗褐色砂質土）怜

第＼l}，9，1：黄褐色砂層（軽石粒を含も）

概要 壊口部及び墟底部の平面形は共に溝状を呈するプランである。長軸断面では両端が大

きくオーバーハングする袋状，短軸断面では上方部がやや広がる溝状を示していた。

埋土は下位の位置に腐色質の黒色土層 c, dの 2月りが水平堆積しており，最上層では

黒色土層 a, b層の流れ込みが認められた。

l 
堀底部

I 、｛、木グ さ I氾. 物..I 挿図・図版ピット 開壊部
長軸方向I 

番号 (cm) 1 (cm) | (cm) 
l ~ • 

180 L I N-10°-E 
第 32図

29 (216) X(139) (198) X (46) 
図版10B

層位 第 1層：明茶褐色土層

第 II層：黒色土層 a

第m層：暗黄誓褐色上層

第N層：淡黄茶褐色 I：層

第V層：暗黄褐色土層

（赤茶褐色ロームのプロック有

り）

屯罰附：黒色土層b

（炭化物を多鼠に含み、枯性有

り）

第VI層：晴黄褐色火山灰砂混リロームい上 第W層：赤荼褐色ローム竹七層

層 （黒色＿t点在）

第渭層：淡黄褐色ローム混り火山灰砂層 第罰層：暗青褐色シルト混り火山灰砂層

第VIII層：黄褐色ローム質上層 第XII層：暗青茶褐色火山灰砂層

第1X層：暗赤茶渇色ローム質土層 第渭層：暗黄青渇色火山灰砂層

第x層：赤茶褐色火山灰砂混りローム質 1： 第凪層：暗黄灰茶褐色火山灰砂屈

層

第XI層：淡青褐色シルト混り火山灰砂層

第XII層：暗．灰茶褐色枯質上層

（部分的に炭化物の含有が多い）

第羅層：淡青褐色シルト混り火山灰砂層

第汀層：暗灰茶褐色火山灰砂質」内り

A層：ローム層

B層：火山灰砂層

C層：シルト層
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D層：火山灰砂層（シルト混入）

概要 横口音Bの平面形態は長惰flj形，壊底部の平面形態は幅広の溝状を呈するプランと言え

よう。断面形態は壁部の崩落などによっていびつな形に変形しており，最k部では湾曲

して広か I)，中ド「＼ーは一度狭くなるガ再ひオーハーハングする袋状となり， さらに下位

では少しづつ狭くな）ている。長軸の断面で見るならば左右対称に近い形で壁面の変形

がなされている。

本号のピ J 卜内叩 tは他のピットに見られる堀底部の黒色土層が認められていよい。

中層より下位の層，つまりXVI～双層は，壁部を形成する B, C, D層の火山灰砂の激し

い崩落堆積が黒色土の流人以前の短期間に生じたものと息われる。他のと・゜ットでは城底

部近くで認められる腐柏質の黒色士の堆積は，本号では中位に認められる炭化物を多械

に含んだ第肌層の里色1ゾ曾と考えられるこ中位上，）上I沿の堆積は他のピノトと同憧な姿

で認められるし

、元
開堀部

(cm) 

壊底部

(cm) 

心さ
長軸方向 遺物柿Iく］・図版

! （‘lll' 

30 197X94 190X40 155 N-81°-E 第 32図

層位 第 I層：黒色土層 a 第VI層：暗黄褐色シルト質砂層

巧＼I層：暗黄褐色砂層第1I層： II,］貨院褐色土層

第m層： II訂黄灰褐色土層 第渭層：暗灰褐色土層

第W層： II，り黄褐色シルト質士層 （明黄白色シルト塊左含む）

第V層：賭貨白色シルト質士層 第1X層：黒色土層 b （炭化物合有多い）

概要 壊口部の平面形態は不整な長楕円形に近く墟底部平面は幅広の溝状に近い形態を呈し

ている。断面は下方に比べ上方か少しづつ広くなる溝吠に近い形を示している。

埋土i註廣底面に炭化物を多く合んだ黒色士層 bが薄く認められ最上層に黒色土層 aの

流入が見 i〗れるご中・下位では壁部を形成する褐色土ロームに類似の層かくりかえし堆

積する J^,j匂lりな状態である。

ピット 開城部 墟底部 ぷ さ
長軸方向

1 遺 -物-L抑図・図版番片 (cm) (cm) (cm) 
I 

31 209X87 217X35 

層位 第 I層：暗茶褐色土1{1

第1I層：圭色土層 a

第m層：暗黄茶褐色十層（黒色土点作）

172 N-21°-W 

第W層：暗黄褐色土層

第＼＇層：黄褐色粘質土層

第VI層：黄褐色土層

゜
第 33図
図胆lOC
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第珊I叶：黄褐色上層 第1X榊：暗青褐色砂層

（第＼l層よりやや明るい） 第XI怜：里色十:!Mb （印性繊維含む）

第Vlll/'l¥:黄白色シルトと青褐色火山灰砂と 第XII怜：暗青褐色火山／天砂層

の互層 第XIII清：黄白色シルトのブロック

概要 堀11 部の平 ,~iIfクは長柏円形に近く，城瓜部の平血形は幅ILの轟伏を［立するフプンであ

ピソト

る。断面の形態1よ，長軸両端がオーバーハングする袋状を示し，短軸では東壁側中位で

段差かあり， 1汀切では幅広の轟l)；と言えよ〗。

埋土は壊底部に炭化物を多量に合む腐柏質の黒色 t：層 bか水平堆桔し，中， 卜^ 位では

璧面を形成していだと考えられる褐色土かくりかえし堆積しており，上層で1ま里色ヒ層 a

がブロソク状に見られる。

| 開城音1; i 堀底音1; ぷさ 9

， 

番 砂 I (cm) I (cm) I (cm) I 
長軸方向 1 遺 物 1 挿［メ］・図版

I I 
I - 1 _ ＿ | - --_j___ ＿ ＿ - - ”--I------- 9 

32 

i 

264 X 114 I 256 X 40,  176 i 

I I I 

I I 
N-5 °-W'|  第 33図

I I 
図脳10D

層位 第 I層：店褐色l」付 第＼］層：貨褐色±層

第VII層：債灰褐色 1：層（黒色！：ブロック），1i在）

第1I層： II;［茶褐色上層

（かた＜，粘性有り）

第III層： Iii'『貨褐色f：層

第1V層：児色土層a

第V層： II介債褐色l:層

（第III層より明るい）

第Vlll層：閏白色シルトと青褐色火山灰砂と

の1i層

第IX層：賠者褐色火山灰砂層

第 X層：黒色上層b ｛草性繊祉合む）

第XI層：陥青褐色火山灰層

第刈層：青褐色火山駅砂フロ！ク

概要 壕口部の平面形はいびつな長惰円形に近く城底部の平面形は幅広の溝状を堪するプラ

ンである＇）断面は長軸両端か袋伏にオーバーハングしており，短帖 It:斤面は下位に比ヘヒ

方部が広くなっているが，幅広の構状に近い形と占えよう。

呻土は，塙底面近く：こ］1＼色［層 bが水平堆禾責し、上方喜加こ、＇且色 l：層 aがフロック状に

見られる。第30, 31号ピットと同一形態の遺構である。

LU」開壊部

壌底部 l 菜 さ
長軸｝j向 物 I1 挿図・［ヌI版

- (cm-) - I (cm) 三[| -- (cm) I 
I 

33 225Xl70 160X35 

層位 第 lI叶：茶褐色上層

第 1I層：黒色1：層a

76 

l 

183 E-1.｛°-W 

第III層：暗黒糾色土層

第N附：黒褐色土層

第 34I‘又J

゜l : j恩版llA



第V層：黄褐色土層

第＼1層：褐色土層

第VJl層：青灰色火山灰層

（黄褐色フロック混入）

第Vlll層：暗褐色十］杓

第XI層：青灰火山灰層

第XII層：乳灰色火山灰層

第謂層：褐色土層（青灰色火山灰混入）

第屈層：青灰色火山仄層

（乳灰色火山灰混入）

第1X層：黒色土層b 第XV層：黒色土層c

第x層：褐色士層 第＼1］屈：黒色土層d

概要 墟口部の平面形態は柘円形，壊底部の平面はやや幅広の構状を呈するプランである。

断面を短軸セクションより見るならば壊底より壊口部に向って広がる。逆三角形に近い

形状と言えよう。

埋士は，壊底部に 2層，中位に 1層の腐植質の里色上が見られ，上層部でぱ里色土層a

がプロソク状に堆禾責している。

、、元

ピット

番号

開堀部

(cm) 

壊底部

(cm) 

ぼさ

(cm) 
長軸方向 I遺物 I挿図・図版

1 | 

34 194Xl29 107X32 152 N-5 °―E 第 34図
図服 6A

層位 第I層：淡黄褐色シルト層（やわらかい） 第VI層：黒色土層（炭化物混入）

第11層：淡黄褐色シルト層

第m層：賭茶褐色シ）レト質士層

第N層：黄褐色シルト層

SP-1：黄褐色シルト質土層

第V層：賭褐色シルト質土層 k層：攪乱

概要 壊口部の平面形は隅丸長方形にやや近い，不整楕円形，壊底部の平面形は北西隅と南

西隅に壁面に沿った浅い溝状の落ち込みが見られる長方形のプランを呈している。

長軸断面形は急角度で立ち上る摺鉢状の断面形であり，短軸でぱ摺鉢オ犬の断面に加え

てさらに一段の堀り込みが行なわれている。

壊底面中央 1こは径12cm,深さ20cmの小しこノト 1個が配されている e この小ピノトをセ

クショ／より観察するならば，第m層の暗黒褐色土が充填しており，堀底部に見られる

二段目の堀り込みは，小ピットに棒抗などを立て再び埋め戻したものであろうか。

ピット

番号

開壊部

(cm) 

壊底部

(cm) 

深さ

(cm) 
長軸方向 I遺物 I挿図・図版

35 185Xl15 126X37 149 

層位 第 I層：暗黄茶褐色十．層

N-25°-E 第 35図
図版11B 

（黒色土，ロームなど点在）
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第II粁：茶褐色土層

第III層：黒色土層 a

第w層：暗茶褐色土層

第V層：暗黄樹色土層

が混合した層

第軋層：黒色土層b（炭化物を多量に含む）

第渭層：暗灰茶褐色火山灰砂混りの層

第W層：暗青術色火山灰砂と黄臼色シルト K層：攪乱

概要 墟口部の平面形はやや不整の長楕円形，渡底部の平面は不整な隅丸長方形を呈するプ

ピット

番号

36 

ランである。断面は墟底部に比べ墟口部が広がっており細めの摺鉢状とでも言えようか。

本号は壊底［月か隅丸長方形のもの｛こ多く見られる小ピットの配置がない

埋土は墟底部に炭化物を多情に含む黒色土層 bが水平に堆積し上層部ではエ色土層 a

が大ぎなフロソク状に見られる。

間堀部

(cm) 

144X95 

壊庇部

(cm) 

100X30 

、・ク
沐さ

(cm! 

108 

， 長軸方向

N-13°―w 

遺牝 I挿図・図版

第 35図
図版11C 

層位第 l層：黒色十］，；りa

第II層：黒色上層b

第＼］層：暗黄f,l色シ）レト層

（青褐色上火山灰層を含む）

第VI[層：黒色土層c第川層：暗黄茶褐色土層

第I¥層：暗黄礼色上層

第＼層：暗黄似色土層

（炭化1仇火山灰砂質上が混入）

概要 城口部はいびつな楕円形，渡底部はいびつな隅丸方形の平面形態を堪するプランであ

ピット

番号

37 

る。

に1叫の断面に 1噌［賛若干広か）てしヽるがほほ垂直に近い角度で立ちあがり．知軸断面

はやや細めの逆二角形に逝い状態を示している。

横底中央部では 3個の小ピットが配されている。

坪 1：は壊底面に炭化物を多量に合んだ黒色土層 cが水平堆積しており，壊11部では黒

色 l:I怜a,bの点れ心みが認められる。

中，下位では褐色土がくりかえし堆積している。

聞墟部

(cin) 

71X56 

壊（c:部口： 長軸方向 1 遺物膚lメl．図版

48X25191口／『昌
概要 壊口部及び渡底部の平面形態は共に小形の楕円形を呈するプランであり，断面は太い

柱穴状である。本号のような形態を取るピットは本遺跡では他に例がない。

78 



ピット 開横部lj}巖底部 1 深さ I l 
番号

反I咄方向 氾物柿L〗·図版
(crn¥ 

38 254X9□ cmX16 -l(：13VTN-i0°―E ロー［第 35図

I 

層 位第 1層：賠黄茶褐色上）村

第1I層：黒色土層

第Ill層：賠茶褐色士層

第W層：淡茶褐色土）¥’/i

第V層：貨褐色土屈

第＼I層：賠黄褐色十．屈

第w層：暗黄褐色土悩

（第W層より明るい＼

第 1i]1層：暗黄褐色」•軒i

（第VI層と第渭層の中間明度）

第IX暫：淡青祖色火山砂混りローム質土

層

第XI消：黄茶褐色ローム質十:ijI

第M屈：暗赤茶褐色火山灰妙ローム質土層

第刈層：賠黄茶褐色ローム質土附

第XIII層：黒色炭化物陪 a

第¥1¥層 :II合青褐色火山），J＜砂層

第XV層：暗黄青褐色シルト混り火山灰砂層

第間層：黒色炭化部屈 b

第川層： H缶青褐色シルト混り火Lll灰砂層

第渭層：黒色炭化物）輝 c

第訊層：晴黄青褐色火山灰砂厨

第H層：暗灰褐色粘質土層

（炭化物を若干含む）

第団附：貨青褐色）＜i［1灰砂吊

第＂料：黒色炭化物層 d

第旧悩：暗青白色火山灰層

概要 堀lI部及び堀底部の平面形ば共に溝状を呈するフランである。長軸方向の断面は南端部

ではほぼ垂直に立ち上り，北端部ではオーバーハングし袋状となっている 短軸方向で‘

見るならば上方部がやや広かっているか轟状を示すものと言えよう。

坪土は下位に腐植質の黒色炭化物!¥'1a・b・c・dの4層が火山灰層をサンドイッチ状に

はさんで水平堆積している

ド位に見られる火山灰料は中位の壁部を形成していたものが崩落堆桔したものであろう。

上，中位では褐色上がくりかえし崩落雉柏しており，上層部では屯色土層がブロ j ク状

に見られる。

ピット 開壊部 墟底部 深さ I I I 
長軸方向 遺 物 挿 図 ・ 図 脱

(cm) (cml 番 号 (cm) L-
ト―

39 238X(70) L 189X12 137 N-33°-W丁□＂口；／鳳―
L_  I 

層位第 1層：暗褐色士層

第1I層：暗褐色上層

（第 l層より明るくかたい）

第川層：暗黄褐色枯質土層

第N!ri：黒色上層a

第＼内層：里色卜層b
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第VI層：暗茶褐色土層

第VN層：暗褐色土層

（第 l層に比べてやわらかい）

第VID層：黄褐色粘質土層

第1X層：黄褐色枯質土層

（火山灰粒を含tぅ
第＼層：黄褐色枯質土層（やや1靡い）

第XI層：黄褐色粘質土層（白っぽい）

第XlI層：青灰色砂層

第羅層：青灰色砂層

（火山灰をやや多く内む）

第謂層：黒色土層c

k層：攪乱

A層：洪褐色牝質土層

B層：青灰色火山灰質砂層

概要 壊口部及び壊底部の平面形は共に溝状を呈し，断面は中，下位では垂直に立ち上り，

ピット

番号

40 

概要

上方部がやや広がる溝状を呈するプランである。

埋土は壊ほ部に腐植質の黒色土層 C が水平に堆積し，上部では黒色土層 a ・ bの流れ

込みが見られる。下位では青灰色の砂層，中位では褐色士がくりかえし堆積している。

開壊部 壊底部 深 さ
長軸方向 遺物 挿図・図服

(cm) (cm) (cm) 

(238) X70 (210) X (11) 113 N-4 °-W 

゜
第 36図
図版12A

塘口部及び瑞底部の平面形態は共に溝状を呈し，断面形は長軸南端部が若干袋状にオ

ーバーハングしており，短軸断面では上方部が若干広がって見られるがほぼ溝状を示す

プランである本号の東叫は浅い按乱が入っているため壊口面に高低差がある。

ピソト 1 開横部 城底部

(cm) 

深さ
長軸方向 I遺物｝挿図・図版／号 (cm)

--l 
41 136X56 110X30 

層位 第I層：黒色土層a

80 

第II層：暗褐色土層

第11l層：暗黄糾色粘質上層

第N層：暗黄褐色粘質土層

（第11l層よりやわらかい）

第V層：暗灰色土層

第VI層：黄褐色枯質土層

（第N層よりやや白っぽい）

第Vll.層：黒色士層b

(cm) 

110 N-65°-W I 

第VIII層：黄褐色砂質土層

第1X層：黒色土層c

第X層：暗青灰砂質土層

現代の構築物

第 36図
図版12B

1層：灰茶褐色土層（炭と灰が混合）

2層：暗茶褐色土層

（炭と灰と焼土が混合）

3層：暗茶褐色土層（炭と灰が混合）



I 

4層：暗茶色土層（炭と灰が混合） 8 層：暗茶褐色1• 層

5層：炭層（若干の灰が混入） （若干の炭と灰を混入）

6層：暗茶褐色上層（炭と灰が混合） 9層：炭層（暗茶褐色土を混入）

7層：暗灰褐色上層 10層：炭層

平「し1)炭と灰を混入） 11層：灰層

概要 本号は現代の構築物と重複し，上部を削失している。

ピット

番号

42 

壊口部及ひ牒底部の平面形はややいびつな隅丸長方形を呈し，断面ば長軸東端部が若

干オーバーハーグする袋状となっている。

短軸断面で見るならば，中層位が若干オーバーハングしているが幅広の溝状を示すも

のといえよう。墟底面中央に小ヒ／卜が 1個配される。

埋土は！腐hIIl.質の里色土が底部と中｛がに 2層見られ，上部では黒色＿1:1吋aが流れ込んで

いる。中、 ド位では壁を形成する褐色 Kと青灰色の砂層がくりかえし崩落堆積している。

I 

現代の問構は，壊底面に多量の炭附を持ち 2基重複して見られた｛ー，

開横部 i 壊底部

(cm) I (cm) 

(288)X77 (360) X9 

深さ

(cm) 

114 

長軸｝j向 遺物 I挿図・図版

N-83°-W o 第 37図

層位 第I層：甲色土層a 第V層：黄褐色土層（やわらかい）

第 1I層：黒色上層b

第m層：暗褐色土屠

第Vl層：黒色土層 C （砂を若干合む）． 

第N層：黄褐色土層（かたい） K層： ｝覺乱

概要 城口部及び墟底部の平面形は共に溝状を星し，長軸浙面は両端音似が大ぎくオーバーハ

ングする袋状，短軸断面は壊口部近くが皿状に広がっているが中，下位では溝状のプラ

ンである。

本号は東側部で第44号と重複しているが，新旧閃係については不明である。

埋士は墟底部に腐植質の黒色土層 cが水平に堆積し，中位では褐色士，上層部では黒

色上層 a, bの流れ込みが見られる。

・ピット

番号

開壊部

(cm) 

墟底部

(cm) 

深さ

(cm) 
長軸方向 I遺物 I挿図・図版

43 (150) X (130) (78) X (52) 122 N-74°-E 第 37図

層位 第I層：黒色土層a 第ill/,；り：黒色士層c

第II層：黒色上層b 第1¥層：暗灰褐色土層
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（地山ロームや黒土の細粒点在） 第刈層：黄褐色土層

第V層：暗灰黒術色土層 （火山灰砂の含有多い）

第Vl層：黄灰褐色上層（暗黒褐色土か混入）第柵層：黒色土層 b （木炭を行干含む）

第W層：暗黄灰褐色土層 第XlV層：黒色」：層 C （炭化物の混入多い）

（地山ロームと暗黒褐色土が滉合）第xv層：明黄褐色土層（やわらかい）

第VD1層：暗黄灰褐色上M （やわらかい）

第1X層：黄灰褐色士層 第44号

i 地山口—ームの含有多い） A層：黒色上層

第X層： 11iげ債灰色I}；； （火山灰砂の品入やや多い）

第M層：陪黄褐色 I層 B層：暗赤茶褐色上層

（地山ロームが汚れた感じ） （火山灰砂の混入多い）

概要 本乃は北側部で溝状を望する第44号と童複しており，新1日関係は本号が新しく構第さ

れている。

城い部及び城底部の平面形態は共に隅丸の長方形を呈するプランと思われる。

断面形奇セクシ丑／で見るならば垂直に近い角度で立ち上がっている。

埋土は堀底部に腐柏質の黒色土層 d, eが水半に近い状態で堆積しており，中位の層

は壁を形成していだど考えられる褐色 t:(T)崩落 Lだものであろう。上部では県色土層 a'

b, C の流れ込みか認めぢれる。

セクションの底面北側に見られる A, B層は第44号ピットの墟底部の層位である。

ピット | 開壊部 壊底部

番号 (cm) (cm) 

44 (320) X56 (351)X15 

層位第 I層：黒色t層a

第II層：黒色上層b

第皿層：黒色土層c

第N層：暗黄色土層

（やわぢかく若干粘性有り）

第V層：暗黄色上層

（ややかだ＜粘性有り）

第VI層：暗黄灰褐色士層

（米占・I"!:ヵゞありしまってかたい）

第W層：暗黄褐色士層（やや粘性有り）

深さ l 長軸方向 遺物 I挿図・図版
(cm) 

153 E-W j I第 37図

第VID咽：黄褐色士層

（火山灰砂の含有多い）

第IX層：賠黄赤褐色土層

第X層：黒色上層 d （若干の火山灰砂混入）

第XII曽：暗茶褐色土層

（若干の火山灰砂混入）

第XII層：暗茶褐色上層

（火山灰砂の含有多い）

第 XIII 層：黒色土層 e•

（火山灰砂の混入やや多い）

概要 本号は第42号，第43号と童複し，更に，トレンチによって切断されている。第42号と
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の新旧閑係は1ヽ 明てあるが，第43号との関係は本号か占く構染されている。又， このよ

うに 3居の遺構が重複して見られる冽はあまりない。

喘口部及び批底部の平面形は共に晶状を呈し，長軸断面は両端音I；がオーバーハングし

袋Iたになってわり，短軸断面は上方：’嘉がややIぷかるi轟I大のプランである。

埋土ふ塙底部と中位に 1腐植質の黒色！；層が 2層入っており、上部では；且色t層 a,

b' C の流れ込みか見られる。中， ド位では渇色上か堆積していつ。

I ピット 1 間墟部 壊｝底部 1 深さ 1

盾号 (cm) 」- （cm) 
長性方向

l (cm) | 
I-- —----- -_l_ - -

． 遺
物抑図・図版

I 

I I 45 I 140X90 I 100X35 I 127 I N一り6°-E 

I I I I ゜
1 第 38図
1 図版12C

層位第 I彬：出褐色士層 第＼1層：黄褐色シルト層a

（ややかた＜疇粘性有り） 第＼『層：里色士層b

第IIJ惰：陪褐色土）脅 第VIII層：黄褐色シルト暫b

（ローム，黒色土の細粒点在） 第代層：里色土層c

第1III惰：暗茶褐色K層 第＼層：黄褐色シルト彫c

第N)習：黒色七層 a （ロームの細粒点在） 第Xl層：里色土層d

第V)惰： ll謹黄褐色七層 第刈層：賠貨灰褐色シルト屈士層

（ややかた＜，粘性有り）

概要 城口部及び壊底部の平伽形は共にいびつな隅丸長方形を星し，断面は長軸両端部が特

干オーハーハンクする袋状，知軸断面では 1：方部か皿状に広がり，中位ではオ『干いびつ

になっているが溝状のプランと言えましょ）。

堀底面中央には径10cm, i菜さ 36cmの小ピ I 卜1個が酋［されている。

本号は第 5, 6号ピットと屯複しており，その新旧関係は第 5号よりも新しく構築さ

れている。第 6-砂との関係はが明である。

埋七は，＿1、一位で腐柏質の黒色土層と債褐色シルト層か交九に推積し，中位では県色七

層 aがかなり厚く見られる。

I I | 

ピット 1 問壊部 1 

番号1 (cm) | 
堀底音II I;‘侭 Cヽ. 

(cm) I ( 
長軸ガ向 遺

cm) 1 

物 I挿図・図版

I----- --7― 
46 I 393X30 l.. I 

---三丁—――□-
398Xl7 I 143 1 N-56'-W I 0 

第W層：陥褐色土層

―| - -
第 39図

! 
図版13B 

」

層位第 I層：黒色土情 a

第 II層：黒色土層 b ＼第m層よりやわらかく，明るい）

第1II層：暗褐色土層（かだくしまっごいる）第＼：黒色土I曽 C
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第VI層：暗褐色土層

（第N層よりやわらかい）

第VI層：黒色土層d

第漏層：児色土層e

第IX層：黄褐色土層（やわらかい）

第X層・．黒色tMf

第XI層：黒色t桝g

（青灰色砂を多墳に含む）

第XII層：暗黄褐色土層

（壁が崩落したもの）

第謂層：出色 lこ彫h（土器が点在している）

第請層：印色t附i

第W層：茶褐色上層（非常にやわらかい）

第閻層：貨褐色上彬（ロームのかたまり）

第＂層：黄褐色砂層

筍代冒層：青灰砂層

FT:暗茶褐色上層（風倒木痕）

k層：攪乱

A層：黄褐色ローム層

BF;;,:灰褐色砂層

概要 本号を合め第47, 48号の 3基は，いわゆる風（到木痕と重複している（この）賊例木痕 7
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は更に，風悧木痕 4' 現代の構築物へと重複関係を持ちながら続いている。 x.,風倒木

痕 4はセクションより見るならば2つの風倒木痕の重複するものと考えられる。

本号は遺構の確認が行なわれた時点において長軸中央より 2分割し，更に短軸に対し

ては50cm間隔に細分割するグリッドを組み，城口面を切り 2m程の深さまで掘り抜き，

そのつどエレベーシ j ン，セクションを取り図上復元を行った。平面図において本号を

囲む実線はその発堀範囲である。

壊口部及び堀底郊の平面形態は共にi毒状を呈する非常に長いプランである。長帷方向

の断面は両喘が若 F袋状にオーバーノヽンゲし， ド音位の壁近くでやや弯曲している 短軸

断面で見るならば上方部がやや広くなっているが溝状を望するものと言えよう。

本号の埋没状態は腐植質の県色土と壁を形成していたと思われる褐色土，灰褐色砂が

交互に堆積，崩落をくりかえしていたことがうかがえる Q 黒色 tと褐色土，灰褐色砂が

何層にも分かれて入っており上部近くまでくりかえされたものと考えられる。この堆積

は長軸中央ほと厚く両端に行くに従って薄くなる，三角形に近い状態である。この後に

上部を埋ている層が流れ込んでいる。短軸断面で見るならば，中位より底部の間に腐植

質の黒色士が 5枚あり上層部では黒色七!f/a,bの流れ込みがある。本号のように長軸を

取るセクションにおいて層堆積が三角形（山形）を星しその斜辺と壊底に腐植質の黒色

七が認められるのは，この種のいわゆる Tピットにおける堆積の一般的特微である。



| |、.,99 | | | 

ピ~＇，ト・

指号 l

開壊郊＇ 塙底部 ，ポ六
‘ -＇  

| 
に軸方IIIj 直初挿似］・図版

(cm) I | 
： 

I → 

(cm) 

--•一＾＇

1cm) ~--= _ _;__ -___J -- ！ 

47 1U(）X4(） 95X32 

層位 第 I層：暗黄術色土1,:1

（ロ-ムがJ ＼コノ、人I犬；こjti責

第 1I層：屯色 1層 a

第1II層：暗黄褐色士屈（黒色士を内む）

第l¥層：黄褐色士層

第V層：暗黄褐色土II,1

(100) ! N-80°-E I 
I I 

第XII層： II合褐色砂質士悩

第＼Ill層：黒褐色砂質土I,.{

k層：控乱

風屑木 (FT) 7 

！第 39図
l 

第 V 層：暗禎褐色土 1•;1 （耶い）

第W附：茶樹色土層

l層：債褐色ヒ層（県色tブロソク混人）

2層： II音黄褐色土屈

3層：灰白色火山）仮）晉償！色土，池山フロック｛昆人）

溶＼l[屈：黒糾色砂'(i上層

哨VIll/1；り：里色じ層 b

4層：禎茶褐色砂屈上層（火山1火を含む）

5層： II音黄褐色土料

第 !XI•;,i ：黒術色砂粕上層

第 Y屈：黄褐色砂＇ tい土層

第 XIIi•',； ：黄／仮色砂I¥｛

（ロームがブロック状に堆積）

6層：明黄褐色土）＼＇i

7層：黄褐色士層（粘質（：宮も）

概要 本号は第46号の調査中、側壁の一部在削失するこ｝によ）てその存在が確認され，｝乱

笙木‘1H7 の的土を闘去'~.だ段階0内遺構び）平面確詑かなされだこ

堀11部及ひ壊底部の平1hi形は北に隅丸長方形を呈し，獣の立ち Iこりは四周とも垂州I:！こ

近いiり度てある。

鷹 J,（面中央部にば径10cm，・深さ 30cmの小ピ；卜 1個が阿されてし iる

判 1こは城底部に1腐植質の黒色じ層 I)が水平に堆桔し， 1-一部では攪乱料の下位に黒色t

層 aし7)流れ込みか忍められだ

I | 
ピ ト！開喘部 1

番号 (cm) 

喘底部

(cm) 

ぷさ
k柚方向 逍

(cm) I 

物挿図・図版

-^ -―- l 

： 

＇ 
'18 I 212X38 186X 11 

t~-, 

117 I N-33°— wl 
| | 

l 

゜
1 第 39図

I 
図販 12D

層位 第 l層：．＇且色士）悦 a （地山フロック混入） （りし色土ブロ）ク混入＼

第 1l層：惧色士r,；4b 第V層：黄褐色土）什（粘質に律む）

第W層：貨褐色ヒ層 I砧質：こ富む） 第＼l層：黒色土）村 c

第IV層：明黄褐色土料 第VII層：背褐色士層（和昧がかっている）
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第渭層：暗黄褐色土層

第1X層：黄褐色土層

第X層： II音黄褐色＿1:／蒋（第珊肘より暗い）

第Xl層：黄褐色土層

第刈層：黄渇色土層

（第XI層よりやや明るい）

第XIII層：賠黒褐色士層

第罰層：黒褐色砂質土層

（灰色がかっている）

FT：風倒木痕

k層：攪乱

風倒木 (FT) 4 

1層：灰黄色土層

21杓：灰褐色土層

3),;1:・債色土層（乾くと白っぽくなる）

4層：茶褐色土層

5I曽：策褐色1：層

(4層より赤みがかっている）

6層：茶褐色土層

(4層より黒っぽい）

7層：暗茶褐色土層(!!、しく（りれている）

8層：茶祝色土層

(10層よりがたい）

9層：茶褐色土層

(8層より賠い）

10層：茶褐色土層

(8層より黄色土プロノクが多い）

11層：褐色土層

（黒褐色，茶褐色ブロック混入）

12附：暗茶褐色土層

(13層よりやわらかい）

13層： II合茶褐色土培

14層：茶褐色土層

15層：黄褐色砂質土層

16附： ［l＼褐色 l̂．層

17層：黒渇色い曾（木の根の攪乱）

18層：茶褐色土層

隣茶褐色砂＇質土プロックを含む）

19/,;1: II，げ茶褐色土層

（ぼろぼろともろい）

20層．．妓茶褐色砂慎L層

21料： 11,'i茶褐色土層

(19層より枯性有り）

22層：荼褐色土層 (18層よりもろい）

23層：暗岱褐色土層

（粘性に富み、 しまってかたい）

24層：暗茶褐色層（地山フロソク混在）

25層：暗茶褐色上暦

概要 平面の形態は，壊口部及び壊底部が共に溝状を呈し，短軸の断面形は溝状のプランで
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ある。

坪土は腐杞賃の里色土が墟底部に 3層，中｛立に 1層見られ，上部では里色士層 a,b 

が流れこんでいる。又，中・下位では壁部を形成していたと考えられる褐色土がくりか

えし崩洛堆積していた。

（内山真澄）
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第26図遺構実測図
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第27図 遺構実測図
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Tピット出土遺物

本遺跡に於いては，いわゆるTピソトと呼称される溝状，まゆ型等を呈する遺構か4洲固検出され

ている。

これらの遺構がらは， 1：器片，石器，叙l片等の遺物が若干では克るが検出されていう。

遺構の性格の上からみても，出土した遺物は，遺構に伴うものではなく，覆土中に混入していた

ものが落ち込んだものと解される

尚，遺物は土器が大部分を占め，石器等は非常に少ない。土器は縄文時代中期に屈するものが大

多数を占めている。

第 1号Tピット出土土器（第40図1~ 6) 

縄文時代早期に属する貝殻文を特徴とする土器が2点，口縁部に円形刺突文が牡徴となる縄文時

代中期の土器が2点，底部が 1息，器面が磨滅して形式表徴か明らかではないが，縄文時代晩期に

屈するであろう土器片が 1点得られている。

早期の土器は，沈線文が主体をなし (2) さらに貝脊もの腹緑圧痕文が糾み合わされ施文されるも

の（ 1) もある。

中期の土賠は，口縁部が若干肥厚し円形刺突文が特徴となり，肥厚帯上に連続刺突文が一段ある

(5)' 口唇上にも縄文が施文される（ 3)等がある。さらに底部は，底面と胴部が接する部分が

若干くびれをみせ，す旨圧痕が残されているものがある (6)。

晩期の土沿ふ波状口縁を呈し地文として縄文が施文される (4)ものである。

焼成は，全例良好であり，胎土には砂粒，小石在含んでいる。色調は褐色（ 3,5, 6)，茶褐色

(1, 2) 黄褐色 (4)等を呈し，器原は0.8cm内外＼ 1, 2) 1.0 ~ 1.5 cm (3 ~ 6)である。

第3号Tピット出土土器（第40図7~10)

全例比較的薄手で，縄文時代晩期に属するものであろう。

口唇ぱ平らであり，口唇の外縁部にへら状工具による縦位のきざみ目が連続してみられる (7,

8)。無文の鉢形土器（ 9)等がある。縄文は，右下りの単節斜行縄文 (7)，羽状縄文 (8, 10)等

がみられる。

焼成は，比較的良好であり，胎士中には砂粒を含む。色調は黄褐色を呈し，器原は 0.8cm内外で

ある。

第 6号Tピット出土土器（第40図12, 13) 

器面が磨滅した土器が， 2点得られている。

口縁部に半載竹管の内位を使用する連続刺突文が一段みられ，内面に縄文がみられるものは2)'

比較的厚手で形式表徴が明らかでない七器 (13)の2点である。

焼成1よ悪くもろい（12)，胎土には砂粒を冬く含んでいる。色調は黒褐色を呈し，苔切肘は1.2cm内

である。
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第 7号Tピット出土土器（第40図14, 15) 

縄文時代早期に属する貝殻腹縁文土器と，縄文時代中期に属する厚手で貼付帯を有するものの 2

点が得られている。

早期の土器は，沈線文，貝殻腹縁文が組み合わされC施文され，縦位の列点文がみられるもの

(14)である。

中期の土器は，太い貼付帯がありその上にきざみ目左施文する，地文として左下りの単節斜行縄

文が施文されるもの (15)である。

焼成は良好であり，胎土には砂粒を若F含んでいる。色調は茶褐色 (14) 褐色 (15) を呈する。

器厚は0.8cm (14),1.5 cm (15)であるり

第8号Tピット出土土器（第40図16~25)

全例，縄文時代中期に属する土器である。

口唇を折り返し肥厚帯を作り出す，肥厚帯上にも縄文が施文される (16)。

以下は，胴部の破片である c

左下りの単節斜行縄文が施文されるもの (17,21, 23, 24) 

右下りの単節斜行縄文が施文されるもの (18~20,22, 25)等である。

焼成は，比較的良い。胎土には砂粒を含んでいる。色調は黒褐色 (16-18)黄褐色 (19~25) を

呈し．器厚は1.0~1.2cmである。

第9号Tピット出土土器（第40図26)

比較的厚手で左下りの単節料行縄文が施文される胴部の破片である。

焼成は良く，胎上に砂粒を若干含んでいる。色調は黒褐色を呈し，器原は 1.0cmである。

第10号Tピット出土土器（第40図27~38)

縄文時代中期に属する，円形刺突文が特徴となる土器が主に出上している。他に 1点のみ縄文時

八晩期に属するであろう土器かある。

中期の土器は，［」緑部が若干肥厚し，円形剌突文が例外なくめぐる。口唇上に縄文が施文される

tの (27)，小突起を介するもの (29,30)，肥厚帯いこ半裁竹骨状工具による連続刺突文か放段施文

されるもの (28,29)等がある。

胴部及び底部については，貼付帯を有するもの (33)等がある。

晩期の土器は，波状口縁を有し口唇上に撚糸の圧痕によるきざみ目が施文される。地文として，

左下りの単節斜行縄文がみられる。

焼成は全例とも比較的良好で．胎土には砂粒を含んでいる。色調は黒褐色（27,30)褐色 (28,

29, 31~38)を屋し，似厚よ0.1cm (32),1.2 cm内外 (27~31,33~38)である（）
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第11号Tピット出土土器（第40図39-42)

縄文時代中期に屈する，比較的厚手の土器である。

39は，口唇を折り返し肥厚させ，縄文を施文する。沈線文のみられるもの (40)等がある。

焼成は比較的良好であり，胎土には砂粒を含んでいる。色調は黒褐色 (39)茶褐色 (40)褐色

(41, 42) を退し，器厚は1.2cm内外である。

第12号Tビット出土土器（第40図43-46)

比較的厚手の縄文時代中期に属する胆部片が 3点と底部片が 1点得られている。

複節の斜行縄文が施文されるもの (43)。

単節の羽状縄文か施文されるもの (44)。

左下りの単節斜行縄文が施文されるもの (45)等がある。

底部は，胴部と底面の接する部分にて若干くびれをみせる。

焼成は良好であり，胎土には砂粒を含んでいる。色調ぱ，黄褐色を呈し，器厚は， 1.2cm内外であ

る。

第13号Tピット出土土器（第40図53-57)

縄文時代中期に属する比較的I？手の土器が得られている。

貼付帝を有するもの (53,57)，貼付帯上に半赦竹管状工具による連涜刺突文力‘施文されるもの (53)。

口縁部が肥厚し，口唇上，口縁に撚糸圧痕文が施文され，内面にも縄文が施文されるもの (56)。

右下りの単節糾行蝿女の施文されるもの (54, 55)等である c

焼成は良好であり，胎土には砂粒を含んでいる。色調は黒褐色＼53, 56)，褐色 (54,55, 57) を

呈する。器厚は， 1.2cmである。

第14号Tピット出土土器（第41図47~52)

全1列縄文時代中期に属する土器である。

口縁が若干肥厚し，口唇上にきざみ目が付けられ，口頸部に円形刺突文がめぐる (47)。

以下は，胴部片である。

右ドりの単節釦行縄文が施されるもの (50, 51) 

左下りの単節斜行縄文が施されるもの (49, 52) 

単節の羽状縄文が施文されるもの (48)等がある。

焼成は比較的良好であり，胎土には沙粒を含んでいる。色郵］は，褐色 (47, 50)黄褐色 (48, 51) 

茶褐色 (49, 52)，器厚は1.2cm内外である。

第15号Tピット出土土器（第41図58~64)

全例縄文時代中期に属する土器である。
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口縁部が肥厚し，幅広の沈線文が施文され円形刺突文が施される (58)。

小形の土器で，口唇上に連続刺突文が一段みられるもの (59)等があり他は，胴部破片である。

左下りの単節斜行縄文の施されるもの (61, 64) 

右下りの単節斜行縄文の施されるもの (60, 62) 

焼成は，不良である。胎土中には砂粒を含んでいる。色調ぱ，黒褐色 (58)，褐色 (59~62, 64) 

荼褐色 (63)を星している。器厚は， 1.0~1.Scmである。

第16号Tピット出土土器（第41図75,76) 

縄文時代中期に属する土器が 2点のみ得られている。

太い貼付帯を有し，貼付帯上に連続刺突文が施されるもので内面にも縄文が施文される (75)。

左下りの複節斜行縄文が，施文される胴部破片 (76)等がある。

焼成は比較的良好であり，胎土には砂粒を含み，色調は茶褐色を呈する。器厚しま 1.0cm内外であ

る。

第17号Tピット出土土器（第41図65~74)

全例縄文時代中期に属する土器である。

口縁が若干肥厚し，口頸部に円形刺突文がめぐる (65, 66)，肥原帯上に半裁竹管状工具の先端に

よる連続刺突文が 2段みられ内面にも縄文が施文されるもの (65)がある。

貼付帯が特徴となり，貼付帯上に半裁竹管状工具の内面を押しあてたぎざみ日が施文される (67)。

器面内面にも縄文の施文されるもの (68)

半裁竹管状工具の内面を使用する沈線文のみられるもの＼74)

口縁が若干肥厚し，内面にも縄文の施文されるもの (69)等がみられる。

胴部片については，左下りの単節斜行縄文を有するもの (71~73)，内面にも縄文の施文される

ものがある (71)。

右下りの単節斜行縄文の施文されるもの（7(））。焼成は良好である。

胎土は，砂粒を多く含んでいる。

色調は，黒褐色 (69)褐色 (65~68,70~74)を呈する。器厚は， l.0~1.2cmである。

第18号Tピット出土土器（第41図77-79)

器面が磨滅しており形式表徴が明らかにされないが，胎土，焼成等により縄文時代中期に属する

であろうと考えられる土器が得られている。

右下りの単節斜行縄文が施文されるもの (79)

左下りの単節斜行縄文が施文されるもの (77, 78) 

焼成は不良であり，胎士は砂粒及び小石を含んでいる。色調は黄褐色を呈し，諾厚は 1.2cm内外

である。
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第19号Tピット出土土器（第41図80~85)

全渕，縄文時代中期に属する土益である。

口縁部に円形刺突文がめぐり，口唇Kにまで縄文が施文されるもの (80)勺

口唇上にぎざみ目をイiし，［ l縁が若干外反する。複節の斜行縄文が地文として施文される (81),

以 Fは，胴部破片である、、

右ドりの単節斜行縄文が鹿文されるもの (85)

左戸）の単節斜行縄文が施文されるもの (92)

羽快の単節縄文が施文される (83, 84)。

焼成は全て良好であり，胎土は砂粒及び若千の小石を含んでいる。色調は，黒褐色 (84) 褐色

(85)黄褐色 (80~83) を呈する。脳厚は， l.O~l.5cm内外である。

第22号Tピット出土土器（第41図86)

形式表徴の明らかではない七賠片が一点のみ得られている c

焼成は良好であり，単節の科行縄文が礎文されている。茶祝色を呈し，菩r'i：ょ， 1. 0cm内外てあ

るc

第31号Tピット出土土器（第41図87, 88) 

縄文時代中期に属する土器片か， 2点得られている。

無節の右下り斜行縄文が施文されるもの (87)

)（下りの単節斜行縄文が施文されるもの (88)

焼成ぱ良く，胎士には砂束丸小石を含んでおり，繊維を混入しだ痕跡を有rるもの (87) もあるぐ

色調は黄褐色を呈する 賠厚は， 1.2cm内外である

第33号Tピット出土土器（第41図89, 90) 

諾面が磨滅し，形式表徽の明らかにされない七話片が 2点得られている。胎土等より縄文時代中

期に属するであろうと考えられるものである。

左下りの単節斜行縄文の施文されるもの (90)

羽状の単節縄文が施文されるもの /89)

焼成は不良であり，胎土には砂粒を多く含んぞいる＾色調は，里褐色 (90)茶渇色 (8'.J) を呈す

る。器厚は， 1.2cm内外であろ。

第38号Tピット出土土器第41図91)

品面が磨滅しており， ・ヒく形式表徽の明らかでない土鉛片が 1点柑られている (91)。

第42号T ピット出土土器（第41図92~94)
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第42図 Tヒット内出土石器実測図

第45号Tピット出土土器（第41図97-103) 

貝殻腹縁文と沈線文が組み合わされた縄文

時代吊期に属するもの (93)と，

比較0勺厘手で砂粒及び小石を含んだ縄文時

代中期に属するもの (92,94)が得られてい

る。

色調は，茶褐色 (93, 94)黄褐色 (92)を

呈している。糾厚は， 0.8cm(93), 1.2cm 

(92, 94)である。

第43号Tピット出土土器（第41図95, 96) 

比較的厚手の胎土，焼成等より縄文時代中

期に属するであろう七器が得られている。

左下りの単節斜行縄文が施文されている

(95, 96) 

焼成は比較的良好であり，胎土には砂粒を

多く含んでいる。色調は，黒褐色を呈してお

り，器厚は， 1. 2cm内外である。

全例）厚手で縄文時代中期に属する， 土器片が得られている。

D頸部に円形刺突文がめぐる (97)

口縁が肥厚し，肥厚帯上に貼付帯が 2段付けられ，その上にきざみ目を付ける (101)。

右下りの無節紀行網文の施文されるもの (98)

左下りの単節斜行縄文の施文されるもの (99, 102, 103) 

底面のみの底部 l魚、 (10(）)等が出土している。

焼成は比較的良好であり，胎上中には砂粒を多く含んでいる。色調は，黒褐色 (98, 101)褐色

(97, 103)黄褐色 (99,100, 102) 

器厚は， 1.2-1.Scm内外である。

第46号Tピット出土土器（第41図104-107)

縄文時代中期に属する，土器が得られている。

口縁部が肥厚し．肥）厚帯J：しこへら状工具による連控刺突文が一段あり，円形刺突文がめぐる(104)。

胴部片については，

左下りの単節斜行縄文が施文される (109, 107) 

底部片が 1点 (106)みられる。

焼成は，比較的良く，胎土中には砂粒を多く含んでいる。色調は，褐色 (104, 106)，黒褐色 (105,
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107)を呈しており，器厚は，

l.0-l.2cm内外である。

8
 

Tピット内出土石器（第

42 • 43図） 化図版29B, 31) 

剥片石器のすべてが削器

の類である。

出土土器と同様に覆土中

に混入していたものが落ち

込んだと解される 3 全例黒

耀石製である。

1' 第 1号Tピット出土，

縦長剥片の一側縁のエッヂ

に2次加工を施したもので

ある。

2'第46号Tピット出土，

縦長剥片の左右両側縁のエ

ッヂに 2次加工を施したも

のでバルフ下方に尖頭音鼓を

作り出している。

3, 第 8号Tピット出土，

横剥ぎの幅広剥片を素材に

左右両測繰に 2次加工を施

したもので，表面に大きく

原石面を残している。

4, 第 6号Tピット出上，両面加工が乱雑になされている。

5, 6, 第17号Tピット出土， 6は，縦長剥片の左右両側縁に 2次加工を施したものであり， 5は

横剥ぎの輻広剥片を素材として一側縁に加工がなされている。

7, 第31号Tピット出上，縦長剥片の左右両側縁に 2次加工を施したものである。

8, （第43図）第19号Tピット出土，石皿であり，若干ふくらんだ小判形を呈している。周囲は敲打

により整形されており，使用面は， 2面にわたり，細かな敲打による虫食い状態を旱している。安

山岩製である。 （羽賀憲二）
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第 3章 発掘区出土の遺物

本遺跡より得られた遺物は，遺構より検出されたものを履 何ら層位的な出土事1ぱ得られ

ていない。

先の項で記した如く，本遺閏における遺物包立層：よ， きわめてうすく，耕作時に於Itるプラオに

よる攪乱は，碁盤のローム層上面にまでおよんでいる。為にうすい遺物包合層は，完全に攪乱され

遺物の層位的な裏付けは一切なされなかった（）

しかし，沢に近くなって黒色腐柏土は，徐々に深くなり，プライマリーに近い状態を残すと考え

られる部分もみられた。

この状態からみ⇔と， これから記す「第Il群」．料」以降（り土器は，黒色腐植十層中にみられ，第

l群土器は，基盤のソフトローム層上面にくい込む様な状態で検出されているものも多くみられた。

第 1節土 器

本遺跡より得られた土器は，縄文時代早期に属する「貝殻文を特徴とする平底土器」と縄文時代

中期に属するであろう，円形刺突文，沈線文，貼付帯等が特徴となる土器群，若干の縄文時代晩期

に位筐するであろう士器が得られている。

縄文時代早期の士器：i, 今の所類例があまりみられない様であるが，縄文時代中期の土器は，「ト

コロ 6類土器」「余市八上器」「平岸天神山式上器」＇：かに対比されるものである c まだ縄文時代晩期の

土器は「タンネトウ l式土器」に相当する土器群である。

第 I群土器（第44,45図）（図版21A, B, 22A) 

今回の調査では，他の士器群に比較して若干より得られてはいないが，文様等々は非常にバラエ

ティに富んでいる。

土器破片より惟定して，器形は平底円筒形をなし，貝殻腹縁文，沈線文，列点文が単独にあるい

は複合して施文される上悶群である。

文様要素，その組み合わせより 5~ 6の小クルーフに細分される。

縄文時代早期に属する t)のでその中でも早い時期のものと考えられる。

a (1, 2) 

無文，細い擦痕文が付けられるものを aとする。

平縁で口唇下に列点文か＾段，口縁より垂下する列点文が付けられたもの。

口唇部の断面に，やや丸昧を帯びる (1)。

細かな横位の控痕がみられる (2)。
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第44図 発掘区出土第I群土器拓影
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C (3~11) 

貝殻腹縁文のみ器面にみらわるものを， C とする

縦位のジグザグに連続して施文される波状貝殻胞縁文がみられる (5, 6)。

口唇は，削り取ったかの様に鋭角的となり口唇上には，沈線によるきざみ目か連続してみられる

ものがある (6)。

横位に数段貝殻腹縁文が施文され，その下段に縦位の波状貝殻腹縁文がある。口唇の断面は削り

取ったかのように鋭角的となる。

横位の貝殻腹縁文が数段めぐる (3, 7, 10, 11）。さらに内面には，整形の為の条痕文が見られ

るもの (10) もある。

横位の貝殻腹縁文が歓段めぐり，その下位に縦位の波状貝殻文が施文されるもの (8, 9) 等も

みられる。

色調は，黒褐色を呈するもの (4, 6) の他は全て赤褐色となる。胎土中には全例少量の火山灰

粒と石英を含んでいる。焼成は非割に良好である，器厚は0.6~0.Scm内外である。

d (12-18) 

貝殻腹縁文と枕線文ガ交互に複合して施文されるものを dとした。

ロ唇に小突起を有するゆるやかな波状口縁をなし，口唇の断面は斜めに削り取ったかの様に鋭角

的となる。さらじこの部分にはきざみ目が連粒して付けられる。

文様構成は，横位にめぐる数本の沈線文の間に貝殻腹縁文が数段ずつ施文されるものがある (13)。

他の物の文様も，前述のものとほとんど阿様のモチーフをなす。

18は，横位にめぐる沈線文を中心として矢羽根状に貝殻腹縁文が連続して押圧される。

色調は，黒褐色を呈するもの (14, 17) の他は全冽，茶褐色ないしは赤褐色を呈する。胎土中に

屯ごく少量の火山灰粒と石英を含んでいる。焼成ぱ升常に良好であり．器ly：は0.6-0.8cmである。

e (19~28, 39j 

dと分類した，貝殻腹縁文と沈線文が交互に複合施文されるものに，列点文がさらに文様要素と

して加わるものを eとする。

口唇の形状として，断面がやや丸味を帯びるものが多く，小突起を有し波状口縁となるもの (19,

26)．，平縁となるもの (20, 25, 27, 28)等がある。

列点文は，小突起ドに垂下する様施文される (19)，口唇下にも垂下する列点文か施こされる (20),

口縁に並列して列点文が2~ 3段めぐる (26, 28)。

横位にめぐる貝殻腹縁文，沈線文が交互に数段づつ施文され，その間に列点文かめぐるもの(21-

25, 27, 29, 39) が主体となる。

[ I唇上に，きざみ目が連続して施文されるもの (19, 20) もみられる。

伍調は，全例赤褐色，茶褐色を呈すか胎土中には，ごく少量の火山灰粒と石英を含み，焼成は
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発掘区出土第I群土器拓影

器｝厚は0.6-0.'Scm内外である。

f
 

(30-38, 40~46, 53-63) 

貝殻腹縁文を欠ぎ．沈線文のみあるいはこれ：こ列点文か加わ-)て施文されるものを fとした。

30~32は， In]一個f本かと考えられるもので，横位にめぐる乱雑な沈線文が数本みられ， その間に

列点様の短い沈線が所々に施文される。内面には，整形の為の横位の条痕が残されている。

横位に数段めぐる沈線文のみが文様となるもの (35, 37, 40, 42, 44, 46)。

35(ま，

37は，

口唇の断面が丸味を帯びるよ）整形され，平繰の口奇克紐である。

r I唇の断面か，削り取ー）だかv'）ようこ整形され鋭角1大をなし，小突起かあるゆるやかな波

状口縁となるものである。

41は，横位に数段から数10段めぐる沈線文に縦位の列点文が加わる。

横位に数段から数10段めぐる沈線文と，横位に列点文かめぐる， あるいは，幾段かの沈線中に列

点文がめぐるものがある (34, 36, 43, 45, 53 ~63)) 

36は． 口唇上が平らに削り取られだかの様に整形さ J八断面は角頭状をなしている。口縁部に施
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こされた列点文の上にさらに I"~2mm間隔に縦位の連続してつけられた細かいぎざみ目がみられる。

34は， D唇か削られたかの様に整形され，断面は鋭角的となり，平縁である。口唇直下に一段の

列内、文がめぐり，その下位に横位の沈線文が数段0.5~1.2cm間協にめぐる。

43, 45は，横位にめくる沈線文中に列点文が数mmおきに施こされたものである。

53~63は，同一個体であり，推定だが口径約34cm, 現在高さ30cm程度と非常に大形l]）呆鉢形土器

である。

口唇部の断面は鋭角的に整形され，平縁となる。

横位に数10段めぐる沈線文が特徴となり，口唇下にず加の横位にめぐる列点文， IIH 1,・3本目ま

での沈線中に列点文が施二されている。

器形は，平縁の円筒形となるであろうが，口縁部はやや内反の傾向を示めす。胴部は，若干脹り

出している。

胴部下，底部近くに至ると沈線文は減少し，底面近くに↑ると全くの無文となる。

色調は，茶褐色，赤褐色を呈するもの (30~32, 35~37, 42, 43, 45, 46) の他は，全例黒褐色

を呈している。胎士中には，全例こく少景の火山灰粒と石英を含み，焼成は非常に良く焼きは硬い。

悩歴は， 0.6~0. 8cm内外である。

底部 (47~52)

得られた底部片は，全例平底である。

底面が胴部より，若干の脹り出しをみせるもの (50, 52) 

脹り出しをみせないもの (47~49, 51) の 2種の形態がある。

ほとんどのものが，無文か細い擦衷がみられるものである。

沈線文が数段横位にめぐるもの (48)o

条痕文か柚位に施文されるもの (50) 笠もある。

色調は，赤褐色及び茶褐色を呈し，胎土中には例外なくごく少量の火山灰粒と石英を含んでいる。

焼成は，良好であり硬い。器厚は， 0.8~1. 0cm内外である。 （羽賀憲二）

第 I群土器（第46-50図）（図版22B, 23A, B, 24A) 

本遺跡で得られだ土器群中大部分を示める土器であり，縄文時代中期に属する厚手の土器群であ

る。

少なくとも， 3型式の七器がみとめられる U

a類（第46図，第47図，第48図33-40,47~49) 

器形は，土脳破片より批定するならに，深鉢円筒形在なし，口縁音llか若干肥厚し，肥亭帯下に直

径 1cm内外の丸棒状工具あるいは竹管状工具による円形刺突文が2~ 3cm間隔で器面和めぐってい

る3 いわゆる「トコロ 6類士器」によって代表される土器群である。
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完形土器（第46図）（図版19B, 20) 

1. 口径約22cm, 現存部高さ30cmの大形の深鉢形土器である。底部は欠損している。

口縁部は若干肥厚し，外反しており 4個の突起が存在している。口頸部にてくびれをみせ，胴部

にて若干張らみをみせるし

口唇J::には，半裁竹管I大工具の内面を使用した連続刺突文がみられ， さらに口縁の肥厚帯上にも

同様の文様が2段みられる。

肥厚帯下には，直径 1cm内外の円形剌突文が 2-3cm間隔にめぐっている。頸部より以下の器面

には右下りの無節斜行縄文が地文として施こされ，口縁部内面にも同様の縄文が施文される。

焼成は良好であり，胎上には砂粒，小石を含み，繊維を若干混入した痕跡も認められる。色調は

黄褐色を呈し，器厚は1.0cm内外である。

2. 口径約25cm, 現存部高さ31cmの大形の深鉢形土器である。底部は欠損している。

口縁は平縁であり，若干肥Iばし外反している。口頸部より洞部に力けてはすんなりと直だに近く

下っている。

口唇上には，棒状工具を使用する連続刺突がみられ，肥厚帯上には同種の文様が 2段みられる。

肥厚帯下には，直径 1cm前後の円形剌突文が 2~ 3cm間隔でめぐっている。

口頸部下より胴部には，方下りの単節斜行縄文が地文として施文されており，口縁部内面にも同

様の縄文が施文される。

焼成は比較的良好であり，胎土には砂粒，小石を含み，若干の繊維を混入した痕跡を有している。

色調は，樹色を呈し，器厚は1.2cm内外である。

3.底部を欠損している。口径22cm, 現存部高さ35cmの深鉢形士器である。

口縁部は，若＋肥厚しやや外反する傾向がうかがえる。胴部は直立に近く，底部近に至って若下

すぼまる。

口頸部に直径 1.5cm内外の円形刺突文か4cm間隔にめぐっている。地文として左ドりの単節斜行

縄文が沿面全面に施文され，口縁部内面にも同種の縄文が施こされている。

焼成は比較的良好であり，胎土中には砂粒，小石を含んでいる。色調は黒褐色を呈し，器厚は，

1.2cm内外である。

口縁はやや外反し，肥原するものもみられる。例外なく口頚部に 1cm内外の円形刺突文がめぐっ

ており，地文として縄文ぴ）み施文されるものて，，ある (1-15, 18~20)。

さらに口唇いこも文様の施文されるもの (1, 9, 13) 

口縁部内面にも縄文が施文されるもの (4, 20) 等がみられる。

16は，円形刺突文を欠いているが，口唇上に竹管文が施文されている。

口縁は，やや外反し小突起を有するものもある。

口縁部は若干肥厚し，その肥厚部に 2~3段のへら壮工具ないしは半裁竹管状工具の内面を使用

する連続剌突文がみられ，例外なく，肥厚帯下に直径 1cm内外の円形剌突文がめぐっている。さら
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に地文として縄文を施文するものである (17, 21-32, 33, 40)。

ロ唇上にも連続刺突文かみられるもの (26, 27, 36) 

ロ唇上に縄文のみられる tの (30,33, :34, 35, 39)，口縁部内血にも縄文が施文されるもの (21,

25~-27, 32, 35. 39) 等かみられる。

焼成は全例良く，胎土には砂粒，小イ 1を含んでおりれ千の繊維を混入した痕跡のあるものし l,

2, 7, 9 -12, 14, 17, 21, 22, 24, 26, 27, 35, 39, 40) がみられる。

色調ふ樹色 (2, 4, 10, 14, 19, 25, 28, 36)，閏褐色 (1, 5, 7, 12, 13, 15, 26, 27, 

36)，茶褐色（ :3, 6, 8, 11, 16, 20-23, 29, 33, 35, 37, 39)，黒褐色 (9, 17, 18, 24, 30-

32, 34, 40) ℃在号している｛，器厚は1.2-1. 5cm内外である。

47 -49は， Pl形刺突文を欠し、でいるか， Aj島のクルーブに入るものと考えられる，

b類 (41-46)

本遺跡より得られたものは非常に少ないが，いずれも，口縁部に口唇を折り返えした肥厚帯を有

し，胴部には幅広の枯土紐を貼付するといった特徴を有し，貼付帯上には地文と同様の縄文が施文

される。いわゆる「余市式土料」と称されるグループである。

焼成は，比較的良く，胎土には苫干の砂粒左含んでいるへ色調は，淡苗褐色 (44)褐色 (43) 黄

喝色 (42)茶褐色 (46)黒褐色 (41, 45) を旱しているこ図原：よ1.2cm内外である。

C 類（第49図57~91)

粘十オItによる貼付悶，半歓竹管，1人工具を使用する c 連続刺窄文，沈線文べ年により器而に複雑な文

様を構成する土器群であり，「平痒K神山式士器」等に代表される土器群である。

口縁に突起を有し，貼付帯が数段施文され貼付帯上にはきさみが施こされる (57, 89)。

口糸蒙に突起を有し，口唇部，諾面い半歓竹管，‘［Kl¥具の内面左使用する沈線文， きざみ日が施文さ

れる (58)。|l唇を折り返えして肥｝早帯とし，肥厚楷上に一段深い棒状剌突具による連続刺突文かみ

られる (59)0口唇を折り返えして肥）？帯とし，突起を有している。胴部には船広の粘士楷を貼付し，

さらに半飲竹管状工具U)内面による沈線文を施こし文様を構成している。

口唇上，肥／厚帯上には撚糸圧痕文か各 l段すつ施文され，突起上には， ぎさみ且を施してある。

貼付帯にそ｝て刺突文が連続的に施こされている (60, 72)。

口緑が肥／早し，突起左 {iずる。突起の側縁には、平餃竹管状 l一見の内面による沈線文か施され，

口唇上にも同種の沈線文かめぐる。突起王面：こは，枠状工具による刺突文か残されている (61)。

口縁部かやや外反し口唇直下に，枠状刺突具による連続刺突文力； f 段みられる (62)。

さらに胴部には幅広の沈線がある (63)。

地文としぐ v’)縄文のみこ □縁部に肥I？帯を有するもの (64)、9

11唇の折り返えしによって 1J縁を肥｝＇f(させ肥厚帯 1：に 2本の沈線を施文し，その上に細い粘上紐

を貼付し文様を作り出す。肥）ば帯下には直径 1cm前後の断面が円形の刺突具を用い連続刺突を行っ
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ている。さらに一段下にも同様の刺突文がみられる (65)。

口縁か肥原し，肥原帝上に 2条の撚糸圧眼文かある。口縁を嶽に切る形でその上に粘上紐を貼付

し、その上を半歓竹管の内血にて押しつけ＼―い心。肥厚帯ドには，斗歓竹管私上具(/)内面による連

続刺突文によって隆起帯が作り出される (66, 7(））。

口縁が若干外反し， LJ唇上に絲縄体庄痕文を屯ってきざみ目を付ける。口野部には貼付帯ガ→本

みられ，その上に棒状 TJしん使用する刺突文が連続的になされる (67)。

i]縁がやや外返し，口唇直下に一段，縦位に一段の幅広のへら状［具による沈線文がある (68)。

口唇直下と口如部には付帝があり貼付帯ヒを棒状l具にて突り1文か施文される＼69)。

[]唇に口唇の外縁に貼付されだ部分応竹管―文を0.5cm間隔に施文ずる (71)

胴部ドに半戟竹管の内面による沈線文を数段施文する /73-77, 82, 8り， 89、1

Tの字状に貼付帯か付く (78, 90)。

縦位，横位に貼付帯がつき， その 1一ーに指圧によるきざみ目を付ける (79, 80) 8(）は内面にも縄文

ガ施文される。

器面に貼付瘤をつけこれを中心として，貼付帯上に半歓竹管の内面を連続的に押しあてた惟起俗

ど，半戟竹管の内面による沈線文により文様を構成する t)の (81)

貼付帯の上に，棒状［具による連続刺突文が施文される (83, 86)へ

貼付帯上に半戟竹管を用い連続剌突を行い，その上下に一本ずつ内面を用いた沈線文を施文する

(84)。

貼付帯上にきざみ且を付すぷ7)

貼付帯か 2段付けられ，絡縄体を用いぎざみ目を連続的に施す l9l)c

焼成は，全て良好である。胎士にぱ砂粒を多く合んでいるり色諜］は，褐色 (57, 65, 75, 81, 85, 

89) 黄褐色 (62, 68, 71, 76, 79, 83, 86-88, 90) 茶褐色 (60, 64, 72-74, 78, 82, 84) 里褐

色 (58, 59, 61, 6:1, 66, 67, 69, 70, 77, 80, 91) 約を呈する。器厚は1.5cm内外である。

底部（第501月92~-105)

第 1l 群t器の底部ど考えられる資料は比較的多くみられるか，との類に伴〗かは不明である。

底面に接する部分にてくびれをみせ底而に全って若干広がるもの (95. 98~100, 103~10り）。

くびれがみられす，すんなりと底面へと至り『くの字』の底角を有するもの (92-94, 101, 102)。

若干揚底となるもの (104, 105) 

底面にも縄文が施文されるもの (101, 102) 等ガみられる。 （羽賀憑二）

第皿群土器第 1類（第51図 1~4)（図板24I3) 

縄文時代後期のL器である。 1は，馳文の縄文に山形の沈線を特徴とする上器である。沈線は下

方から [I唇にかけてかなり斜めに＿［具を押し消てて施文している。 i皮状口縁を呈する t器で，沈線

はこの波頃部から山形に描かれているものと思われる。 2は，縄文の1：に山形沈線を描く土器であ
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るが 1より沈線の間隔が広いし，更に山形沈線の項部に剌突が施文されている。 3もやはり縄文と沈

線を施文する土器である。 4は粗雑な沈線を施文する。

第N群土器（第51図 5~25)（図服24B)

縄文時代晩期に位置する士器であり，縄文と横走沈線を主体とするものが多い。

5は，口唇に竹管工具の側面による刻みを施文する。表面は，地文の縄文の上から横走する 3条

の沈線をめぐらす 0 6 ~ 8は，口縁にめぐらい数条の沈線と縄文による文様と，口唇の刻みを特徴

とする。沈線をめぐらす部位の縄文は，いづれも磨滅している。 6には表面からの穿孔が見られる c

9は， D唇から垂下する数条の沈線とその下部の縄文が主体となる。器形は，口唇部がやや内湾す

る鉢形士器である 10は，口縁部に相雑な沈線左園親させる。地文としての縄文がところどころに

見られる。

11は，浅鉢形土器の破片である。中央に大きい突起，その両側に 1対のやや小さ目の突起を配す

るものと思われるし」突起頂部には，撚紐の押捺が見られる。

12~44は，横走沈線と縄文の施文されるものである。 15は，口唇部の無文帯と縄文を施文する。
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第51図 発掘区出土第ill・N・V群土器拓影

口唇には，撚紐の押捺により刻みの効果左あらわすとともしこ，横走する 2条の撚糸丑庄痕を施文する。

16, 17は無文土器である。両者とも口唇を平坦に整形している。 18~25は，縄文の施文される胴部

破片である。

第V群土器（第51図26~28)（図版24B)

続縄文時代の士器である。 26, 27は，曲線の微隆起線と縄文ならびに三角列点文を主体とする。

26の口唇には曳いこまかな刻みが施文されている。 28は，爪形の剌突のみを施文するものである。

（加藤邦雄）
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第 2節石 岱

本遺跡からは，遺構より出上したものを除いて，約 300,［！いこ及ぶ石器類が得られている，：

その器種は，石鏃，石鈷先，両面加工のナイフ状石器，掻器，石匙，剥片より作られた削器，特

殊な石錐，石核，各種の石斧，石錘，砥石，たたき石，錘玉，くぼみ石，擦り伝，石皿等である。

本遺跡出土の土器は，前述した第1I群土器が主体をなし，第 I,m, W群土器は若干数混入の状

態で出土したものである。

本遺跡にて得られた石器群は，遺構より得られだそれに此して，層位的な裏付けもなくどの土器

群に伴うものか胆確でない部分が多く存在している c

以下，石器類を，形態別に分類し説明を加えて行く。

1 石鏃（第52図 1~10) 

10月i}|'，十しており，全例人念な両面1JILIか施こされている。無業のものか 3点，他は全て{i茎で

ある。

全例黒耀石を素材としている。全長ll.5cm~4.5cm, 最大幅0.9cm~l.4cm, 厚さ 2.5mm~ 6 mmの

大きさを呈する。

無茎であり形壮は， 2等辺三角形を呈し底面にえぐりを入れる (1, 2)。

1は，全長は短かく，えぐりこみは深い。 2ぱ，紐味で長く，えぐり込みは浅い。

柳葉形を，呈するもの (4)。

かえしが未発達であり，明確ではないもの (3, 5, 6)。

明らかなかえしを作り出し，太い茎部を有する (7~10)。

10は，尖頭部を欠拓している比較的大形である c

2 石話先（第泣図ll --27) 

太い柄部を有し，幅広い明確なかえしをもっている。人念な両面加工が施こされ，全例黒耀石製

である。

刃部（尖頭部）とかえしの形状より，いくつかに細分される。

a委頁 (11, 13~ 17, 21, 22) 

尖頭部の長さとかえしの幅の比率が0.6~0.9まての範囲に臼まれるもので，尖頭部は極端に短か

く，かえしの幅力鼻常に広 I,¥ものである。

小形で左右が非対称形となる (11)，背面に大ぎく第一次剥離面を残している (15, lfit 

柄部の先端が尖＇）てい & (13)，他は全て平らである，2

b類 (12, 18, 19, 23) 

尖頭部の長さとかえしの幅の比率が0.9~1.0までの範囲に含まれるもので，尖頭部が比較的長く，

かえしの幅も大ぎく，バランスのとれているものである。

128 



喜
3
3
5

8
 

14 

0
£
何

＼

り

會

9
；
く
、
ご
”
[
°

鱈
賛
い
[
9
い
[
/
急

鯖
1`2

り

會

[

攣

畠
皇

921
鷹
更

贔゚

鼻
4

會
0

贔

鼻
碧
3

1

6

つ

?29931

9。

1
0
[
i
:
'こ

瓜
蒻
2

冒
30

瓜
警

0

0

9

響
竺

傘
虞
ー

贔
0

0

第52図発握区出土石器実測図

129 



`
4
 

曇：

↑

胃

こ

0lli

i
 

凸
｀
：
0こ

I
I
i
`
 

:>
二
:
_
[

5cm 

第53図 発掘区出土石器実測図

130 



12は，左右が非対称形で麦り柄部の先端ば尖っている

19は，尖頭部を欠捐している柄部の先端は丸昧を帯びている。

231よ，左右が非対称形となり，ー側縁のみ明確なかえしが突出している。

c類 (20, 24-27) 

尖頚部vり長さとかえしの軋hい）比率が1.1 1.2の範囲に貪まれるもの（ある。尖頭部の長さと，か

えしの幅がほとんど同じ長さの物であり，かえしはH)J確でないものが多い。

2(）は，明確なかえしを有し，第 1次判離面を比較的大きく残している。

24は，左右非吋称形とな、），ー側縁の；マ‘？ょ、J)えしが発逹して，'ヽ る。

25ぱ，柄部を欠損＇ンー，いる。

26は，明確なかえしはなく木の葉状を呈する。

27は，背面［原石面を残し部厚い，製作途上のものガもしれない， これもかえしい衣発逹である

3 石鈷先破片（第52図28-31)

全例入念に両面加工が施こされている，石鉗先の柄部であろうと考えられるものである，全例黒

耀石製である、9

4 ナイフ状石器（第52, 53図32へ 52)

比較的多珊に出土し（いるこほとんどのものが両面，半同面加工が施二されてい／；。側揺部が刃

部となり，「削ぐ，切る」内の目的を有したと考えられう石器である。ほとんどのものは，柄部はな

し‘°

32, 34~37, 39は，柄部はなく，扁平で両面加工が入念になされ，一見石槍の様な形をする。左

右は対称形に近く，木の第状の形状を呈している，比較的薄手である。

39は，全面：こわたって I'/＜ハティナ，り発達 r-ており， Illの中等で磨滅したかの様な状態を呈する。

33, 40, 44は，比較的大型で入念な両面加工か施こされ，薄Iでである。全例基部を欠損している。

38は，大型で部厚い，玄武岩製であり入念に両面加工が施こされている。左右は対称形をなし，

2等辺三角形状を呈する

41 ~43, 15~52は，不定形であり，部厚いもの，薄手のもの，入念に両面加工が施こされるもの，

片面調整のもの等がある。

41は，パティナか厚く発達 Lている，水筈をかふった為と考えられる，＾9

5 石核（第54図53)

発掘区よりは， 1点より得られてはいない。原石面をそのまま打面とし， 5面の縦長剥片を剥離

した痕跡を有している。打面ど剥離面の角度ぱ，約60゚ 内外てある。尚打血調整等は， tJJ行われて

いない。
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6 石錐（第聞図54)

樅長剥）『のハルワ下方 i• A]部を ('lり出し¥-し}る，刃品のエ／ f ：よ磨滅'-ている バルフ；’｛|；分は輻

広くつまみとなる，黒耀石製であろり

7 掻器（第541‘Xl55~58)

全例此車文的厚丁・，!）糊長泉化を素材に一方に背の高いihiをもっ上う加工の施こされたもので，エン

ト・スクしパーと称されるものである。

55-57ば，下部に背の高い面をもつ様加工かなされ， 58は，八右の両側縁エソチに背のゆい面を

もつよう／JIl［か施こされている。

8 石匙第541叩 9~61)

縦長剥片の左右両側縁より 1J□エかなされ， i泉り離面には一切の剥離加 1はなされていない。一端

:：：-)まみぢ作り出'-ごいる

59, 61は，硬質貞岩製， 6（）は，下祁を欠損 Lている，9

9 削器（第54・ 5 り •56 ［叉162~101)

げとんと(!)ものは，継長剥片及び輻Ij-；剥片在素材とし，簡単な 2次加］が施こされたものである。

刃郎の作り出される心II分，剥片の利用｝j法，素材・製作技法等に上~ってし＼ ；つか：五Ill 分され；•'.,っ

a熾左1il1簡側縁のエソチに 2次加 l＿がなされ，背面にも若干の加工のなされるものもある。ま

た 1日のみ人念に加 1:V'）施こされるも J)をも含いだ 162-74, 78 83)o 

68は， グレイバ . Jァン／卜様の剥離がみられる。

b 凰左かどちらか•,'）ー側臼い）エ J ―,F iこ加工かなされるもので， り部が！肖線的な tのと湾曲 Lて

いる化のの 2神がある (84~1(）（））。

c jtl．左右両側縁よ，）加工ぐ＇ナ士され， ：：：ら：こ背1/1i：こも侶卜の加］左施こ L．尖頭部を作り出すも

のである (75--77)。

d ft,i．扁平:’礫核から作られだ削普(’ある。！而平なPl礫の一端な左右交 If.．に打ち欠き，直線的な

刃部を作り出している，）

刃部の断面げ． くさび形を呈し背の部分には礫の自然1Aiを残し（いる (101)。

10 石剣（第56図102)

石材は，黒色片岩をHJい厚さ 7mmと団：扁平な棒状を望i口るご

ます側縁部に細かな判離加工を施こし東幻形する 0 さらに柄部をやや細味に加工した後に全而を入

念に研店してし＼る。

先端部は，丸味を帯ひ悲部はやや細味となり柄部と考えられる。

両側縁の刃部は，鋭<|11,j刃となる。
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柄部には，ソケノトあるいは つか」がはめ込まれていだ可椅性かある。

磨製のナイフ状石悩であろう

11 錘玉（第56図l(）3)

石質は，黒色片岩（あり大形の錘玉である，約半',if',’ を欠損している。全面：こかと口入念に研磨

整形される。左右CT)訓1111より円錘形に穿孔され，円叫＇ 、一，‘)る。

菫量は，半分程欠損 Lているにもかかわらす150gある。

12 石斧（第56, 57図104-118)

全例磨製てある。製作技法として索材となる石塊を荒割し石斧状に整形 L, さらに全面を細かく

敲打し，丸味を帯ひる様に角を取る。この後に全1h日 といった製作過程か杓えられる。

形状，大きさ，製｛i-技法よりいくつかに細分されるい

a類 (115)

狭長で刃部の船かl'［い。

全面に整形の為の剥離痕が全面に残っており，刃部のみ研磨されているぃ

b類 (104-106)

小型の石斧である。

104は，擦切手訊iてよったものと考えられ，左右訓側縁には構状の研磨痕を残し（いる。頭部は欠

損しており，刃lは直線的であり両刃である。

1051よ，刃先は丸味を帯びる，頭部を欠損している，両刃である。

106は，刃先はクや丸味を糾び一部を欠損し:し)る，両刃ニヘある。

c類 (107-114)

中郎の石斧であり，未成品，破損している物等を加えた。

107, 108は，全面を人念に研磨している。刃先はやや丸味を帯び， 1雌刃となる。

111, 113は，局部的に素材面を残し研磨している。刃先はやや丸味を帯び， 113は一部を欠損して

いる，両刃であ心 Q

112は，厚味のある石斧で，頭部を欠損していな｝］先は左右非対称形となり， IIIl]｝]てある。

109, 110は，凸斧として使 II]中に刃部を欠拓［、戸しまっだものである。 110：よ， 木成晶の可能性が

強し‘Q

d ff! (114, 116-118) 

比較的大型のものである，完形品は得られてはいない。

114, 116は，敲打による剥離整形の後に，研磨を加えたもので製作近上のものと考えられる。

118は，敲打による剥離かりわれている途中(‘壊れてしま）たものである，断血は円形に近い。

117は，全面入念に研附され，刃部及び頭部を欠損している。
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13 石錘（第58, 59図119-148)

いずれも柘円形で扁‘|＇な河原石を索材に，長軸） j向の両端に数度の打ち欠きを施こし純等をかけ

つ袂人を作り出したも (;T)である。

重量は18g -1811 gあり，非常に小型いものから比較的大ぎなものまである、J

単なるおもりとしての機能のみではなく，砥石として使用されたと考えられる研）廿痕在有するも

のもある (145-148)。

145-147は，砂店製であり， 2 • 3血にわたって研磨痕か残されている。砥石として使用され破

担しだ後に， h闊端な打t)欠き石錘としだものど考えられるこ

148は，両面にわたり研磨され，平坦である。さらにエ；ヂも面取りがなされ，シャープな角を打し

ている。この資料は，石錘として作られた後に砥石としてさらに利用されたものと考えられる。

14 砥石（第60［メ］149・-156，第62図170-172)

砂岩， i疑灰岩，安山岩布の石質か使用されている）

多くの面にわたって研磨痕か残されているものと，一血のみ残されている物かある。

1-19-151, 153, 155, 156は，多くの面を掠面とした例であり Lil, 153ふ疑灰岩在素材とし、□ おり，

他は砂岩であるっ

掠面は，研磨した力向に直交する断面にて中央部がややくぼみを星している。

152, 154は，砂岩を素材に一川面のみ擦面がみられ，擦面は平らである。

170, ・17]は，凝灰岩を索材に i 面のみ抹面かみらか，拷淵しは寸'-らとなる，．

172は，安山岩であり，一面に墳面が残される 擦面は，研磨［だ力向に直交する断面は，中央部

がややくぼんでいる

15 擦石（第61図l57~168)

すヽ＼て断而か―:]角形ないしぱ佑円形の自吠礫び）一稜面を搾面としだ石器てある 石質は，安山岩，

砂岩等が使用されている。

擦面の輻は，（）．5-l.5cmで非指に狭い事が特徴となる。控痕は，長軸方即，短軸方向，斜Jj向と

雑にみられ，一定の方向は有していない。また掠面の側縁には，擦面方向より打撃を加えだと考え

られる，表虔の剥脱0)みられる tのガ多くみられる c

使m面としての擦面以外に細かな敲打痕が集中してみられるもの (166) もある。

168は， 1I塊を荒割し断面が三角形在呈するように整形したものと考えられるものである。

161--163, 165~167は，欠損部分か存在するものである。

16 くぼみ石（第62図169)

1点のみ出土している，細かい敲打のくり返えしにより，石の表面にくぼみ状の使用痕の残され

るものである，凝灰岩である。
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17 敲石（第62図173, 17 4) 

173は，扁平な円礫の側縁部分を使用面としたもので，細かな剥離痕（敲打痕）がみられる。石器

製作具であろうか。

174は，やや｝げ味のある円礫の両面に細かな敲打痕が集中してみられるものである，う
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石錐状石器（第63図）（図版34A)

発掘区より 10数点の特異な形態を有する伍錐状石料が出土している。

部厚く，柱状を兒する素材を使用したものと，縦長及び幅広の剥片を索材にしたも(/)の 2種に分

類される。

a類 (1, 4, 7) 

部厚く．柱状を呈する剥片及び自然の力により剥脱した剥片のそのままの形を利用し素材とした
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ものである。

1'柱状を星する素材に，縦長の剥離を周囲に施こし，刃部をも縦位の剥離にて作り出している。

尖端部を欠損している。

4, 人為的に目的を有して剥がされた剥片ではない剥片の形状をそのまま利川し，尖端；’;-じを作り

出し，エッヂに加工を胞こしている。エッヂに，吃戚し丸味を帯びている。

7, 石核から柱状の剥片を作り出し，一端に尖端：’fいを作り出したものである（，刃部の断面は丸く，

ェッヂは磨滅し丸味ぢ閉~びている。

b類 (2, 3, 5, 6, 8 -11) 

石核より意図的に剥離された剥片を素材に細部加工を施こし，刃部を作り出したものである。

2, 縦長剥片の側縁を折り取って尖端部を作り出し，この部分に細かな加工を施こし刃部として

いる。刃部の断面は惰円形を用し，エソヂぱ磨滅し丸味を常びている。

3' 幅広剥片の一端に尖端晶を作り出したも［） C, この立1；分に細かな剥離加 lを島中［て行い刃

部としたものであるり刃部の断面は方形である。

5' 縦長剥片を素村：こ，ハルプ下方に加工を施こし尖端，加を作り出したものである。さらに細か

な加工が集中して施こされ刃部としている。刃部の断面は，楕円形に近く，エソヂは磨滅し丸味を

帯びている。

6, 縦長剥片を索材に，一端に尖端部を作り出し，さらに細かな剥離加工を墾中して行い月部と

している。刃部の断面は円形に近く，工、ノ「は序滅し丸味を帯びている。

8' 表面に原石伯l を残す紺 l~剥片を素材にハルブ部分を尖頭部として作り出し， さらに細かな加

［を集中して施こし刃部と Lている。刃部の断面ば楕円形を呈し，エッヂは磨成し丸味右塔びている。

9'縦長剥片を素材に，側縁を折り取って整形し尖端：祁を作り出しているりさらにこの部分に細

かな加工を集中して施こし刃部としている Q 刃部の断面は円形に近く，工、ノチは磨滅し丸味を帯び

ている。

10, 剥片の一端を尖端部とし，この部分に細部加工を施こし刃部としている。刃部の断面形は，

楕円形に近く，エッチは磨滅し丸味を帯びている。

11, 縦長剥片のハルブ下方に尖端部を作り出Jよう加7を施こし， さらに細かな加丁を集中して

行い刃部としてい心へ刃部（門折面形は，三角形：こ近く，］ I ヂは磨滅し丸味を帯ひている）

T77遺跡出土の石錐状石器（第63図）（図版34B)

T77遺跡からは，「トコロ 6類七器」に伴って， 4点の石錐状石器が出上している。

1' メノー製であり剥片の形状をそのまま利用している。尖端部が作り出され， さらに系Illかな剥

離を隼中して行い刃部としている。刃部の断面形は，楕円形に近く，エッヂは磨滅し丸味を帯びる c『

2,縦長剥片を素材に。側縁を折り取って尖端部を作り出し，さらに細かな加工を胞こし刃部と

している。刃部し＇！断面は r門形に近く，エッヂい磨滅している。

3' 厚手の幅広剥片の形状をそのまま利用し，一端にた端部を作り，さらに細かな ）Jll工を集中し
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第64図 発掘区出土黒耀石剥片実測図

て施こし刃部としているぃ I]部の断面形は楕円形を呈し，コしノヂは磨滅していな）

4' 厚手の断面か三角形を唱する縦長剥片のバルブ下方に尖頭部を作り出し， さらに細かな加工

を集中して行い刃部と[、rいる c 刃部の断面形は三角形召なし，エッヂは磨鍼し丸味を帯ひている。

石刃様剥片について（第64図）

a類，自然面が一面に残されている剥片で，原石より最初に剃離されたと考えられるものである

I 1 ~ 3)。

b 類，自然面か主剥離面'\~詞一方向の，あるいは逆方向し＇）、f刈離面によってし））られている剥片で，

a類の剥片が剥離された後にその隣から剥離されたと考えらわるものである i /1 --9)。

d類，主剥離面と同ーカ向，あるいは逆方向の剥離面が而に残される剥片 (12~16, 18~20)。

e類，主剥離面と直交する剥離面かヒ剥離面と同一方向，あるいは逆方向の剥離面によって切ら

れている剥片 (17)。

f類，主剥離面と直交する剥離面が令面をおおう剥片 (10, 11)。

146 



w第 2 次調査





第 1章 発掘調査の方法と遺跡の層序

第 1節発掘訓査の方法

今Iulの湖査地区は，昭和50年度に行われた第 1次閾査の際，未買収地域のため発掘を凋杏する事

かでぎなかった部分約 4,OOOrri'を対象とした（第66図）。

本地区は，昭和50年1愛の第 1次調査の際に設定された発掘区域の北西端部にあたる。

今lnlの発掘区域の設定にあたぅては，第 1次調在で）廿いられた基線をそのまま延長して発掘区をも

）けた。また発掘凋査の力（去も第］次郡］査と同ーの）j法在と）た 0

しかし今回の発掘対象地域には介域にわたり，直径10-20cmの植林の松林となり， さらには自然

林を ‘lら数含もといった非北 1こ条件0)悪い状態であった。ために発掘対象地域を全面発掘までには至

らす，発掘絲阻i和は 3,200m2てあった。

第 2節遺跡の屠序

本調査地［メにわいては，沢に直父する II―G, H, I区の南束側にセクションラインをもうけ，

地府断面図在作成している。この部分は松vr)植林かなされていた部分であり，ボにむけゆるやかに

傾射しており， 30mて約 lmり）比高差がある（第65|』）。

現在は，松が東芝然し植林されており比較的プライマリーな層位であろ）と推定されたか植林以前

にげ，畑地として耕作がなされており，表面下15cm-30cmは，全体的に授乱され［いた。

第 1次発掘調杏区城とば，店本的には同様の層準を示めすと考えられるか，比較的黒色上の堆積

が1?• いため，台地の低くなる部分には攪舌しのおよはないプフイマリーな黒色七を多く残している。

層序は，

第 I附；出褐色を呈する耕作に上る攪乱料

箪 II駁； Hl色＿I:

第1lI培；苗褐色粘質土

第N!¥1;県色tのおちこみ

第V層；灰色火山灰層

第VI層；貨褐色土で‘比較的硬い，、

遺物は第 l層'-第VI層中に合まれており，遺構は，第VI彫上面にて確評されだ。

（羽賀寮二）
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第 2章 遺構及び遺構内出土の遺物について

第 2次調査においては、 2個の墓址かと考えられるい］形のピ゜ットと，従来より陥穴どi忙心される

狭長の深い特異な形枕を呈するピットが12基確認されている。

これらのピット内より，若干ながら遺物も出土している。

以下，各ピットことに説明を加えていく。

第 1節ピット

第 1号ピット（第67図） （図版41B) 

II―I区に位潰し，黒色士を剥いだ段階で

その存在が確認されだ。

プランは，ほに円形を呈し，視模は，直径

1.2m, 深さは30cm内外である。

壁面は，かたくやや傾斜し底面近くにて丸

味を帯び壊底面へと至っている。壊底面は，

平坦であり，かたくしまっている。

遺物は，比較的少なくその令てが覆」：中よ

り得られている。

覆土の層序は，以下の通りである。

第I層；黒色土

第II層；暗褐色土

第m層；粘質に富み，炭化物を含む褐色土

第w層；茶褐色土

第V層；やわらかな茶褐色土

第VI層；黄褐色粘質士

第 1号ピット

A
 

VI IIIV  

m ¥1 

N 

A
 

第 1号ピット出土土器

（第68図 1~11)（図版45B)

本ピットからの出上土器は，すべて第1V群 A 

に含められるものである。

1は，縄文のみを施文する深鉢形土器の破

片である。 2~4は， l賛部にt黄走する数条

の縄線文を主体とする。この縄線文の下部は

4の如く縄文が施文されるであろう。 6~11

24.400m B 

ー III II 

0 50cm 

第67図遺構実測図
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第68図 遺構内出土土器拓影

ば深鉢形士沿破片である。 6は，内側からの穿孔が見られる。 （加藤邦雄）

第 1号ピット出土石器（第79図， 9）（図版50)

幅広の剥片を素材とし，両面加工を施こし尖頭部を作り出した両面体石器である。ナイフとして

の機能か考えられる，黒耀石製。 （羽賀憲二）

第2号ピット（第67図）（図知1C) 

II―I区にて第 1}｝ピットと隣接して検出された。

プランは，円形を呈し，規模は，直径 1m, 深さは30cm内外である。

壁面，壊底面ともにかたくしまっておりしつかりしている。壁は，直立に近く墟底面近くにてや

や丸味を帯び墟底面へと至っている。
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闊如面は，平坦である

追物は，その全てか？り土中より得られにものである。

覆士の層序は，以下の通りである。

出I層；暗樹色土

第II層；褐色土

第1Il層；茶褐色土

第 2号ピット出土土器（第68図12~16) 

（羽賀憲二）

12：よ，口唇し横走i―る一条の縄紛文を施文し，し）、卜縄文でtる。 13~15ふ縄文り見られる深鉢

形士;,;:L,16は，ボウル形に近い器形を呈する士料であろう。 （加藤邦雄）
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第 2節 Tピ‘ノト

156 

1. 開i）阻',1:;7)規模は，遺構確認1(1iO)計測値て

あるリ

2.｝廣底部の規模は，長軸最大仙X短軸の平

均的な款値である

3．長軸の力向は，磁北を基準としている。

1.遺物の（）印は，！l'，I．遺物の布無を表して

し;るこ9

5．セクシ j ン図中に斜線で示されるのは黒

色土の！i(積である



第3表 Tピット概要一覧（第 2次調査）

l::'.゚ット Iけl壊部

i 
墟 (c□)ロー向一1 遺物挿l苅・図版

番号 I (cm) 
I I 

1 0 1 I 242 X85 211 Xl5 I 133 I N-57°-E 
| 

第 69図
図版42A

I 

層位第I層：＇1＼色t犀')a

第1I層：＇且褐色土層

第m層：晴褐色―~1層

第I¥層：褐色七層

第＼層：灰褐色砂層

第＼l層：黒色土層b

概要 開壊部しう寸面は，やや幅広の溝状，堀底部の平面は，中央部が他，こ此べて，やや幅広

となるが溝状を展している。長軸の断面は，西端部で袋状にオーバーハングしているが，

東側では，ほぼ垂直に＼t~ 上っている。短軸断面は，渡底部に比べ開城部が広くなる，

太めのクサビ状と言えよう。

塊士は，中位までが壁面を形成していたと考えられる褐色ローム層と砂層が繰り返し

堆積し，最―ドの第VI層は水平に堆積した1腐柏性の黒色土である。上位では，黒色土を含

む3層の流れ込みが見られた。

ピ゚ ット 1 開壊部 壊底部 深 さ
長軸方向 i遺物挿図・図版

番号 (cm) (cm) (cm) 

l~-27 253 X84 218 X14 133 N-27°-W 1第69図
図版44A

層位第 1層：黒色土憎 a

第II層：黒褐色 t肘

第m層：暗褐色土附

第w層；褐色土層

第VlfJ：黒褐色土層（火山灰をやや含む）

第VI彫：黒掲色土層（砂，火山灰を含む）

第＼〖層：黒色上層b

A凡＇i:黄褐色ローム層（軟）

B脳：黄褐色ローム層＼硬）

c層：砂礫層

概要 開樅部における平面形は，幅広の溝状を呈しており，堀底部平面形は，溝状であるぃ

長軸方向の断面は，両端部の中下位において，墜部の崩落によって生じたと考えられる

オーバーハンクの見られる袋状となっており，短軸断面は，上方かやや幅広となるクサ

ビ状をぷしている c

埋土（よ，第N~VI層までが，壁面を形成する第 A,B層などが，憩速に崩落堆積した

ものと考えられる。最下層で、は，腐植性の黒色土 bが，水平に堆積している。上方位を

占める第 I~m層は，中位まで恐速に埋没の進んだのち，遺構の肩部などのズレ込みと

ともに長時間に渡って堆積したものと思われる。
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ピット

番号

間壊部

(cm) 
部

‘.~ 
底

em
,_, 

墟

一

1 0 3 '.¥16 X76 282 Xl5 

□l口庫l/ロー物
83 N-13°-W 

挿図・図版

第 69図
図版43D

層位第 11,;,1：黒色土層

第n層：暗褐色土層

第m層：茶褐色枯質ローム層

第w層：褐色土層

第V層：淡黄色火山灰屈砂／情

第VI厨：賠褐色砂層

概要 開壊部及び，壊底部の‘I噌0形は，共に溝状ん呈しており，長軸の断面は，南北両端部

A層：黄褐色ローム層

B層：淡黄色火山灰質砂層

c層：黄色火ill)仮質砂層

D層：灰褐色火山灰質砂層

：こおいて共にオーバーハンクしてし)るのか詑められた。このオーバーハンクit，南側に

比べ北端部か大ぎくえぐられ（いる。短軸励lh] は，壊底部に lしへ開壊部か大苔~ I文がる

不整逆台形にちかい形と苫えよう。壊底面は，ほぼ平坦な状態であり，西壁の中央部で

は，約40cmに渡ってオーハーハングを生じている部位が認められた。

埋土は，中lヽ ・位においこ停面を形成しだと考えられる褐色ローム層，砂培が躁り返

し崩落堆柏した層がみられ， L位では，黒色＿十左臼む 3層か流れ込んでいるこ本号では，

通常最下層に見られる腐植性児色上の存在は，認められていない。

; ］ [ 1 開(=1 ;}II : 壊 (::l)部 1 □cm)~ 1 長軸方向 1 遺物 1挿図・図版

I 一令 一

1 (） 4 275 Xl(）6 250 X13 161 N-25°-W I l 
第 7(）図
図版44C

層位第 I層：里色上附 a

第II層：暗黒祝色 1：層

第Ill層：暗褐色十悩

第1V層：褐色火山／仮層

第v層：乳灰色火山灰層

第＼l界：褐色砂層

第VII層：暗褐色砂層

第vlll層：茶褐色砂層

第八内層：県色砂層

第x)iり：茶褐色砂層

第XI脳:黒色土層 b

第Xl1屈：茶褐色砂層

概要 開城部の平面形は，輻広の溝状を呈し，壊底部平I旬形は，溝状で克る 長軸における

断血は，南北の両端部が若干オーハーハングを示す袋状，短軸断面は喋底に比べ開城部

が大きく広がるクサビ状である。

坪十ーは，壁面部を形成していだと考えられる褐色ローム！怜砂層が繰り速し崩落堆栢

したと息われる土層か中位まで占めており、最下層では＊ ／腐植性の黒色上 l)が水平に堆
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に堆積してみられる。上位では，黒色土 a, 暗褐色土，暗黒褐色土の 3層が流れ込んで

いる。

壊底部
I 9ヽバ

さ I I ピット 開壊音II

I l ＇ 

iネ

長軸方向 i＿追口抽図・図版番号 (cm) (cm) (cm) 

1 0 5 196Xl47 87X34 

I 
137 N-68°-E I ( 図伍叩ニ版7402B図

層位第 I層：黒色土層 a

第II層：黒褐色土層

第皿層：黄褐色粘質士層

（非常に汚れている）

第w層：褐色＿t層

第V層：黒色士層 b

第VI層：暗褐色層

概要 開渡部の平面形は，楕円形を呈している。壊底部の規模は，開壊部に比べかなり小さ

なものとなっているが，その平面形は，やや不整な隅丸長方形といえよう。長軸断面の

形状は，ほぼ平坦な壊底面より垂直にちかい角度で立ち上がる壁となっているが，上方

A層：黄褐色ローム層（軟）

B層：黄褐色ローム層（硬）

c層：赤褐色火山灰質砂層

D層：黄色火山灰層

E!¥'1 ：茶褐色火山灰質砂層

部では，大きく外反している。短軸断面の形状は，崩落による形状変化と思、われるいび

つな姿となっており，更に，上方部では，大きく外反して広がっている。又，墟底面中

央には小ピソトが 1個配されている。

埋土は，地山の A, B層より生じたと思われる糾色土層が中位まで占めており，その

間層として，黒色土層 bが，バンド状に入り込んでいる。上層では，黒色土層 aを含む

3層が流れ込んでいた。本号では，通常最下層にみられるべぎ腐植性の黒色土は，認め

られなかった。

ピット

番号

1 0 6 

間城部

(cm□ i 
147Xl00 

I 

墟底部

(cm) 

127 X46 

長軸方向

N-20°-E 

版図
．
 

図挿物遺

＿

＿

 

第 70図
図版43A

層位第 I層：黒色土層 a

第 1I層：暗褐色土層

第m層：褐色土層

第w層：褐色土層

（川よりやや暗いボソボソ）

第V層：褐色粘炉t層

第V'層：地山，黄褐色粘質土ずれ込み

（汚れ多い）

第VI層：暗褐色土層（炭化物を含む）

第Vil料：茶褐色土層

第VIII層：暗褐色土層（炭化物を含む）

第八層：茶褐色土層
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I 

第x層：灰色火山灰層

第XI層：黄褐色火山灰層

第Xll層：黒色七層d

概要 開壊部平面形は，不整楕円形，墟底部平面形は，不整隅丸長方形であるが，南北両端

ピット

番号

1 0 7 

壁では崩落によっていびつな形になっている。長軸方向の断面は，はぱ斗噌しな瓜面に対

して垂直に退い角度で立ち上っているが，郎分的 1こかるいオーバーハングの見られる所

があり、上方部では，やや広がっている。知軸断面では垂直に近い角度で立ち上り，上

方部では広がっている。

埋士は，最下層に腐植性の黒色土 bが水平堆積し，その後，壁面を形成する黄褐色口

ーム層，火山層が繰り返し崩落堆栢している。上層部では，黒色」： aを含む 5層の流れ

込みが認められた。

| 

開壊部 壊底部
深（cm) さ ＇ 長軸方向 遺 物 挿 図 ・ 図 版

(cm > (cm) 

2U6X 111 119 X30 L lliG I N~"-E I I第 71図

層位第 l)怜：黒色土層 a

第II層：暗黒褐色土層

第1II層：県褐色七層

第w層：褐色t層

第v層：暗褐色上層

第VI層：褐色砂層

第VI[~ ：黒色上層 b

第渭層：暗褐色砂層

概要 開濱部における平面形は，不整な長柘円形を呈しており，壊底部の平面形は，ややい

びつな形になっているが隅丸長方形にちかい形である。長軸方向の断面は，壊底面は，

ほぼ平坦に構築され，壁は垂直にちかい角度で立ち上り，上方部では，湾曲して広がっ

ている。短軸断面は，平坦な棋底面より垂直にちかい角度で立ち上り，上方部では広が

っている。又，壊底面中央部には， 13Xl2cmの小ピソトが 1個配されていた。

埋土は，第軋層の）叫植性黒色士層 bを合も第IV,V, VI,¥I層が，ほぼ水平に堆積し

ているへ溶＼『層を除くこれらの層は，咄音門を形成していた褐色ローム層，砂層の崩落層

と考えられる。 k方では， 3層の流れ込みが晶められた。

ピソト 開壊部 壊底部

(cm) 

深さ
I 

lI 長軸力向 I遺物 I挿図・図版番号 (cm) 

1 0 8 I 204Xl51 

層位第I層：茶褐色十層

第n層：焦色士INa 

第皿層：暗褐色十層
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105X33 

(cm) 

153 N-70°-E I。1 第 71図
図版43C

第N層：黄褐色土層

第V層：褐色土層

第VI層：黒色土層 b



第＼Il店：黒色上層 C

第渭妍：黒色」：）杓 d

B1情：暗褐色粘質＿一l-),y,;

RI消：淡茶褐色火山1仮質砂層

［）層：灰褐色シル iヽ｝(i砂層

A層：黄褐色枯質土｝怜

概要 間墟部における旧縁形は，ほぽ柘円形をり！i:るものピ言えよ） しかし、この固鴨，よ

土堀の肩か崩落したものと考えられる。したがって，より構築時にちかい姿を推測する

ならば，中位の平面形でみられる隅丸長方形にちかい形といえよう c 壊底部の平面形しま，

中央部に小ピ／卜 1個を配するイ、整な隅丸1ミカ形である。長軸）j向の断l川は，ほは平担

な底面より乖直にちかい角度で立ち上り， ト一方部で大きく広かっている。短軸断面も，

ほは長軸断面にちかい状態で，垂直にちかい立ち上りを示し鴫上方部で大きな広かりを

みせている。

埋土は，収面を形成していたと考えられる第V層中に，バンド状に腐栢性の里色上層

か第V, ＼l, ¥『層の 3層にわかれて堆積している。 1：方では， 4層の流れ込みがみられ

た。

＿
 ト

号
ッピ

番

開堀部

(cm) 

1 0 9 i 130 X92 

壊：／ l］cm)さ 長軸方口逍ーロ：］・図版

91X35 I 120 I N-69°-E j U 
第 71図

- 図版43B

層位 第I層： LI存里褐色土層

第•II 層：臼色火山／仄層

第m層：里色土層 a

第N層：黒褐色土彬

第＼1/1•1 ：褐色上層

第VII府：灰褐色火山灰層

第v1ll~~ :黒色士層 b

第IX層：青）仄色砂層

第v層：暗褐色土脳

概要 開壊部平面形は，ほぼ棺円形，壊底部平面形は，西端部では，ややゆるやかな弧を描

いているが総じて隅丸長方形を呈するものといえよう。長軸方向の断面は，ほぼ平坦な

底面：こ対して，壁はほぼ垂直（こちかし lf月度で仇ち上って I,lる3 しかし，西測では，肌沿

のため部いびつになっている部位かある。知軸断面の形状は，崩洛のおこっていない

下部では，平釦な底面より涯直に立ち上っている。しかし，上中位では崩落体積：こよ・）

て形状の変化か晶められる（，つまり，中位で段：ふくらみ，上方に向って広がる状態と

なっている。又，城底面中央にはピ／卜 1個か配されていたc

坪土は，壊底面近くに腐植性の町色土がハ／ド状に 2枚認められ，中下位では壁面を

形成していたと忠われる黄褐色ローム層，砂料がくりかえし堆柏しており， 上部では 4

層の流れ込みが見られtこ
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号
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ヒ

番

[

l

物挿図． rzlI坂

1~［メ[-
層位 第 I層：黒色1一層 a

第II層：暗黒褐色土層

第1lI層：暗黄褐色土層

第lV層：暗茶褐色砂質士層

第v層：黒色上1怜 b （有機物ハンド）

第vl層：黒色上層 c （有機訪バンド）

A層：黄褐色枯土層

B層：灰褐色砂質士層

c層：乳白色と灰褐色のシルト質砂層

概要 間壕部平面形は長楕円形，塙底部における平面形は隅丸k)j形を呈するといえよう。

長軸，短軸方向にわける断面］）形状は，共にほば平坦な底面に対し壁は，唯直にちかい

角度で立ち上り 1：方部で広がっている。

J:I~. I:は，最下層に／腐植性の知色I:Cがバント状に堆積し，中ド位では，峨を形成して

いたと考えられる苗褐色ローム1怜，砂層が繰り返し崩落堆積し（いる。これらの層は，

地llJJ)A, B層に相胄するものと考えられる。又｀ これらの府の中位と上位には，有機

物を含む黒色上Jwbがバンド状に 2枚入り込んでいることが確認、されている。上力部で

は，黒色士層 aを合む 3層の流れ込みがみられた。

□□ 
壊底部

(cm) 

108 X30 

菜

□
| I 

長軸方向 遺物，挿図・図版

N-16°-E-1／贔胃
層位第 I層：黒色土層 a

第II'27：賠黒褐色士層

第間層：暗黄褐色士暦

第w層：黄褐色土層

第V/N:I惰褐色砂層

第VI!fi：黄褐色砂層

第w層：黒色土層 b

第珊層：仄褐色砂層

概要 開壊部における平面形は，不整楕円形を里し，城底部の平面形は，北側部でやや幅）］、

となっているが不整隅丸長方形といえよう。長軸断面は，中下位までは車直にちかい芯角

度で立ち上→ているが， 卜＾方部では湾曲して広がっている。短軸方向の断面形は，やや

いびつな逆台形と形容でぎよう。壕底面は，ほぼ平坦な状態であり，中央部では， ：｝ 

個の小ピソトが検出されており，その深さは，壊底面より SP-l -7 cm, SP-2 

-24cm, SP 3 -16cmであった。

埋上は，中ド位に壁面を形成していたと考えられる褐色ローム層や砂層が第V層，

第VI層となってほぼ水平に近い状態で堆栢している。堀底血では腐植性の黒色土 bか見
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られ，中上位では第 I~N層が流れ込んでいた。

ピット

番号

1 1 2 

＂ 
音

62
 

¥
|
／

1
 

壊

C
m
x7
 

ヽ

し

8
 

開

ー

墟底部

(cm) 

78X25 

深さ

(cm) 

121 

長軸方向

N-81°-E 

I 

遺 物 挿 図 ・ 図 版

第 72図

| 図版44B

層位第 I層：黒色土層 a

第II層：黒褐色上層

第III層：暗黄褐色土層

第w層：茶褐色砂質土層

第v層：昭黒褐色士層

第VI層：灰褐色砂質土層

第渭層：賠黒褐色上層

第Vlll層：黒色土層 b

概要 開壊部の平面形は，楕円形を呈している壊底部の規模は，開墟邸に比へ，かなり小さ

なものとなっているが，その平面形は，隅丸長方形といえよう。長軸，短軸断面の形状

は，共に平坦な城底面より垂直にちかい角度で立ち上り，上方部て大きく広がっている。

埋土は，遺構最下層に腐植性の黒色土 bが水平に堆積し，その上方は，収面を形成し

ていたと思われる黄褐色ローム層，火山灰質砂層が繰り返し堆積している。上層では，

黒色土 aを含む 3層の流れ込みが認められた。

（内山真澄）
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Tピット内出土t諾（第68閂）

第 2次調査においては， 12枯のTピットが得られている。全てのTピットより，遺物か検出され

だのではないが， 2, 3のTヒットの覆土中より若 I`ーの上器破片が得られている

第103号Tピット出土土器 (17, 18) 

いずれも覆士中より得られたものである。 2点とも後述する第 I群土器 eとしたものである。繊

細な貝殻腹縁文が横あるいは斜方向に付けられ，列点文と組み合わされる (17)。横位の貝殻腹縁文

と沈線文が交互に複合してみられ，縦位の列点文が加わる (18)。色調は， 17が黒褐色を呈する。胎土

中には，いずれも少量の火山灰位を含んでいる。焼成は良好であり，器厚は0.6cm内外である。

第105号Tピット出土土器 (19-21)

いすれも斜行縄文が地文としてみられる胴部破片であり，細かな形式人徴はみい出せない。）］｛；士

等より， 19は，後述する第皿群上悩に， 20,21は第 1I群土器に合まれよう。色調は， 19が褐色を呈

し， 20,21は茶褐色，胎士中には，いずれも若干の砂粒を含み， 20,21にはごく微量の繊維が含ま

れている。焼成は，比較的良く，器厚は19が0.6 cm, 20, 21：よ1.0~1.2crn内外である

第108号Tビット出土土器 (22~29)

他Tピットに対して比較的数多くの士器が得られているか，全て，後述する第 l群土器に含まれ

れるものである。 27~29は，無文であり， aとしたものに含まれる。 25は，横位に施文された貝殻

腹縁文のみ施文され， C としたものに含まれる。 26は，横位の沈線文と，貝殻腹縁文が交互に複合

施文され， dとしたものに含まれる。 22,23は，横位の沈線文及び貝殻腹縁文が交互に複合施文さ

れたものに加えて，突起下より垂下する列点文か付けられる (22)。 沈線の内部にも列点文が施こ

される (23)等．夕lj点文か特徴となり． eとしたものに含まれよう。いずれも内面に調整の為の横

位の条痕文がみられる t のか多くみられる (22~27) 。 色J恥よ， 22,24, 25か田褐色，他ぱ赤褐色

である。胎土中には，冽外なく若干の火山灰束ヽ＇［力合まれている。焼成は全て良好てある。閉原は，

0.6-0.Scm内外である。 （羽賀憲二）

Tピット出土石器（第79図 l)（図版50)

第103号Tピットよい 1点出土があった。人，どに加hi加「が施こされた比較的昇昧の炉）る石器で，

柄部を作出している r,'｝ミ叫，，；-I;は，磨滅痕がみられ鈍い） かえしは，それほど発達して t)るとは息わ

れない，鈷先と和せられる石諾であろう，黒耀石製 （手］賀憲二）
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第 3章発掘区出土の遺物

第 2次調査においてば，比較的多くの遺物が得られている c

しかし遺物包含層は永年の耕作の為はとんどの部分にて基盤のローム上面まで攪乱され，得られ

た遺物は何ら層位的な裏付けを有していない。

第 1節上 器

出上した遺物の主休を占めるのは土器であり，縄文時代早期より続縄文時代に至るまでの七器が

出土している。

第 2次凋査での土料群のt体は，貝殻腹縁文を有する縄文叶代早問の」．器が最も多く出上し，以

下，晩期，中期となる。

これらの出」．士器は，時期的な分類より第 I群より第V群t器までに分類され，さらに小グルー

プ：こ細分されだ。

第 I群土器（第73図 l~3，第74,75図）（図版21A,B, 22A) 

貝殻の腹縁部を諾面に押しあて，ひっかく様にした条痕文，押圧した腹縁文，沈線文，列点文等

が特徴的にみられる平底円筒形の士器群であり，縄文時代早間の煎半に位．置するであろう，

文様要素等の組成より， 5つの小グループに細分し，以下11が明を加えて行く、，；

a （第73屈 1, 第74図 1~ 8) 

無文，あるいは細かな擦痕のみられるものを aとした。

口縁は，いずれも平縁をなすと思われ，口唇をやや内反するような感じに II唇外側を削り取る様

に整形する l1, 2)。

口縁が，やや外反し， l］頸部にゆるやかなくびれの存在するもの (3) と2形態の口樟部形状が

みられる。

4には，貫通している，円形の刺突文かみられる。

5 ~ 8は，胴部の破片である。

色訓は，赤褐色，褐色を呈し，胎士には若干の火山灰粒を含んでいるっ焼成ぱ良く，器1ばは0.6~

0.8cmである。
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第73図 発掘区出土土器実測図
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復元土器（第73図1) （図版46, 1) 

全体の 3分の 1程の破片より接合されたものである。口径11.5cm,底径 8.0cm, 高さ14.2cmの深

鉢円筒形を呈する平底土器で，口唇に 4個の大型の突起部を有し，ゆるやかな波状口縁となる。

口唇部の断面形は，やや丸味を帯びている。

D頸部にてやや内反する傾向がみられ，口唇はやや内側を向く，口頸部に補修孔が 1個みられる。

土器内面には， t黄位の整形痕がみ r)れ，部分的に沈線状のそれが残っている。

色，ー，／乱は，全体的に暗褐色を里し，胎士には若干の火山灰粒が含まれている。

焼成は良好であり，器厚は0.5~0.8cmである。

b （第74図， 9-12) 

横位の条痕文が地文として施文され，間隣をおいて 2本一甲位の横位の貝殻腹縁文が数段施文さ

れるものを bとした。

9 ~12は，同個体と考えられる。

[l唇上は，斜めに削り取ったかの様に整形され，［l唇の断面形は，鋭角部分のある角頭状となる。

さらにこの部位に約 1mm「日り隔に連続したきざみ目が施こされる。

11縁部形態は，平縁となる。上器内面には，炭化物か厚く付着している。

色調は，口唇部は黒色を星し以下は赤褐色となる。胎土中には若干の火山灰粒を含み，焼成は良

好である。器厘ぱ0.6-0.8cmである。

C （第74図2, 13-32) 

貝殻腹縁文のみ施文されるものを， Cとした。

横位の貝殻腹縁文が連続し，器面全体にみられるもの (15-17, 19-21, 23-32) 

斜位の貝殻腹縁文が連涜してみられるもの (13, 14) 

横走する綾杉状を呈する，貝殻腹縁文か胞文される（22)等のバラエティーがみられる。

口唇 lこを削り取ったかの様に，口唇断面が鋭角もしくは，鋭角部分のある角頭状をなす様整形し

たものが主体をなす。

口縁の形状は，やや外反する傾向がみられる。

小突起を有し，ゆるやかな波状口縁となるもの (16,25) 

平縁となるもの (13-15, 17-22)の2種の口縁部形態がみられる。

口唇上に，連続してきざみHを施文する (13,17, 18)。

細かな貝殻肋縁文か連統して施文されるもの (20)等がみられる。

土器内面に，調整の為の条痕文のみられるもの (20,21, 26)。

色調は，茶褐色，赤褐色を呈するものが上で黒褐色を呈するものも若干みられる。胎土中には，

若干の火山灰粒を含んでいる。焼成は良好である。器厚は， 0．6~0.8cmである。
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復元土器（第73図2)（図版46, 2) 

全体の 3分の 2程の上器片より接合された上船であるが， ll径，底径ともやや楕円形に近い器形

とも思えるものである c

11径約20cm,底径 8.5cm, 高さ24cmの深鉢円筒形を皇ずる平底士器である。

[ I唇には， 4個の小突起を有しゆるやかな波状rJ縁となり，口即にてややくびれ、外反する c

11唇は，削り取ったかの様に整形され，断面は，鋭角的となる。さらに口唇上には，細かな貝殻

腹糧文か哩綺 Lて施文される c

胴部には，底部ちかくの約 3分の 1部分を除いて横位の貝殻腹綽文が連続 Lて施文される。

土器内面には，整形の灼の条痕文か横位に若十だが残されている。

色調は，全体的に赤褐色を呈する。胎士中には若干(j)火山灰粒と石英を含んでいる。

焼成は良好である r 器四は，（）．8cm内外である

d （第74図33-36, 第75図37-57)、

貝殻/l匁縁文と沈線文が組み合わされて施文されるものを dとする。

大部分のものぱ，平緑どなるが，小突起を有［波状11緑となるものもある (50)。

口唇は，削り取られたかのように整形され，断面か鋭角的な部分を有ずる角頭状をなすもの (39,

44, 50)。

鋭角的な栢面をなすもの (37, 48、49) がある。

口縁部形態は，全例やや外1又する傾向を有している

口唇 l：に，きざみ目を連続的に施すもの (44)，口料 tに，細かな貝殻腹縁文を迎続的に施文する

(50) "ff,もある。

文様のパターン 1こついては，斜方向の薮本の沈線文と横位の数段の貝殻股緑文か組み合わされる

もの (37, 38)。

横位の沈線文を中心に斜位に連続して貝殻股縁文か綾杉状に施文されるもの (42)等が特異な文

様としてみられるが，他のほとんとのものは，沈線文と具殻腹縁文か横位に交互にあるいは乱雑に

施文されたものであるで

内面に，整形のための横位の条痕が残されているものもある (47, 55, 56)。

色調は，全て赤渇色，茶褐色を星するものがt体をなし，黒褐色を呈するもの (44, 55) も含ん

でいる。胎1：中にふ若干の火山灰粒及ひ石英を含み，焼成は良好である。器厚は， 0.8cm内外で

ある。

e （第73図 3, 第75図58-72)

貝殻腹精文と沈饒文が複介施文六れる dとLだ士料に， さらに列点文（刺突文）が加わるも J)を

eとする。

文様構成のパターンは全て dとしたものとl司じであるが，波状口縁を呈するものが大部分を示め，
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その小突起下に垂下する様に施文される夕lj点文が特徴的にあらわれる。

得られた口縁部破片は全て，小突起を1jするゆるやかな波状口縁をなしている。

口唇部は，断面が削取ったかの様に整形され，鋭角的な部分を有する角頭状を呈するもの (60)

鋭角的となるもの (58, 59, 61, 62)。

やや丸味を帯びるもの (66) の 3')の形状かみられる。

口唇部には，文様の施文される例もみられ連続'-だぎさみ目を施すもの (59) 繊細な貝殻腹峠文

を連続的に施文するもの (61, 62) 等かある

文様構成 1よ，小突起部分を頂点として、横｛いり内蜘文， 貝殻腹檬文が数段交互：こ山形を呈する様

施文され，列点文は， この小突起下に 5mm間嘉て施文される（り8, 60, 61)。

小突起を項屯とする横位の沈線文に対して地文とし（日設の腹球部を縦位に用いジクザクに連綺

押圧する波状貝殻腹縁文を有するもの，列点文は．「］唇 I‘•1.- •几い， さらに小突起より垂下するように

連続してみられる (59)。

横位．に乱雑に施文される貝殻腹縁文と，口唇 Iヽ＼に 2段のダll、(i.文，小突起より垂下するようつけら

れるダll点文が複合施文されるもの (62)。

菱形を構成する，数本の沈線文の中心に貝殻腹縁文が 3段みられ，これらの中心を垂下する列点

文が施文されるもの (68) 等がみられる。

69のみ，文様構成は前述のものと同様だが貝殻腹縁文が繊細な絡縄休圧痕文によりおきかえられ

たものもある。

この絡縄体の）原体は， 0段 rに撚った撚り糸を細い棒状」・..rしに左巻ぎしたものを使用している。

66は， n縁の断面が方形をなす器形を有すると考えられるもので，小突起の部分に角を有する。

文様として、小突起湘分に貫通する刺突痕を有している。

色訛］は，茶樹色，亦術色力主体をなし，暗褐色を呈するものも若十存在iる， lj立上中には，若干

の火山灰粒と石英を合んている。焼成は良好である c 器原は 0.8cm内外で主る

復元土器（第73図］） 1『4版461

全体の3分の 1程の破片より｀復）じされたものである。

口径17cm, 現存部高さ 13cm(1)，1個の小突起を有するゆるやかな波状口縁を呈する日器である。

口唇は，削り取ったかの様に断面は鋭角的に整形され，口唇上には繊細な貝殻股縁文が縦位に迎

続して施文される。以ドの文様は，貝殻腹緑文と沈線文が横位に数段ずつ施文され，突起下には畢

下する列点文がみられる。

色調は，暗褐色を呈し，胎十中には若T(1）火山灰粒を含んでいる。焼成は良好であり，料厚は（）．

0.8 cm内外である。

底部 (73-77)

いずれも，平底で底面に脹り出しはない。無文のものが多い (75~77)
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縦位の擦痕様の文様のあるもの (74)

沈線文と繊細な貝殻腹縁文が複合施文されるもの (73) 等である。

色調は，全て赤褐色及び茶褐色となり，胎士中には例外なく少量の火山灰粒を含んでいる。焼成

ぱ良好であり，器J旱は 0.6cm内外である。 （羽賀憲二）

第II群土器（第73図4, 第76図）（図版48B)

縄文時代中期に屈する肝手の土器群であり，沈線文，円形剌突文，半載竹管状工貝を施文具とし

た文様，貼付文等が特徴となる。

2~ 3形式の細分が可能となろう。

a類 (6. 7, 9, 10¥ 

トコロ 6類土器と称せられる土器群に属するものである。

平縁で口縁部に肥I’}帯を有し，口唇上にへら状「具によるきざみ目を施す， さらに肥厚帯上に

は2段のへら状工具による述続刺突文を施す。肥／ゾ帯下に直径 1cm内外の円形剌突文かめぐる (9)。

ロ唇上，及び口縁部に半裁竹笠状工具の内面による連続剌突文がみられる (7, 10) 

口縁部の内面にも縄文が施文されるもの (6)等である。

色調は，黒褐色（ 7,9) 赤褐色 (10) 黄褐色 (6) を呈し，胎士には小石を若干含んでいる。

繊維の混入はみられない。焼成は比較的良い，器原は 1-l.2cmである。

b類（第73図4)（第76図1-5, 8, 11-26) 

貼付文，半載竹管状＿［具による沈線文あるいは連続刺突文が特徴的にみられるもので，智東B式，

平岸天神山式土器等と称されている土器群に属するものであろう。

粘土紐の貼付によりディコレートされだ突起部を有し，貼付常上にはへら状工具による連続したき

ざみ目が施され，突起下には棒状」：具による連続剌突による沈線化した文様のみられるもの (1)。

小突起を有し，沈線による文様が地文としての縄文とともに施されるもの，口縁はやや外反する

傾向のみられるもの， ll唇上には，縄文が施文される c さらに器内面にも縄文が施文される (2)。

突起部及び口緑に肥）？帯があり，この部分に，指頼の押圧による文様が連続して施文される (3)。

口唇を折り返えし肥）厚帯とし，この上に指頚を連続して押圧する (4) ，縄原体を連続的に押圧

する (5)等もみられる。

口唇下に貼付帯が2段みられ，へら状工具の先端による連続剌突がその上になされる (8)

貼付帯と半栽竹管状工具の内面を使用する 2本1単位の沈線文が複合施文されるもの (12, 16, 

19, 20)。

貼付帯上に，指頭による連統した押圧文を施す (13)。

縄原体を連続的に，押圧したきざみ目を施す (14, 15)。

ボタン状の貼付文を施す物 (11)等がみられ心
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17, 18, 21 ~23は，沈線文のみられる例である。

色調は，黒褐色 (4, 13) を呈するものの他は，茶褐色を上とする。胎土にはを仝て若干の砂粒

を含み、繊維を若干含むもの（ 1, 2, 8, 12~ 16, 25, 26) も比較的多くみられる。焼成は比較

的良い，器府は1.0~l.2cm内外である。

復元土器（第73図4)（図版47A 1) 

全体の 2分の 1程度の破片より接合されたものである。

口径22cm,現存高25cmの円筒形土器であり底部を欠いている。

[ 1縁l;t大きく肥原し，へら状工具によるきざみ目が連続して咆こされ，地文としての縄文とと t
に横位に数段の沈線文が施文される。さらに縦位に S字状を描く沈線文もみられる。口唇より垂下

するよう付けられた半裁竹管の内面を使用する連続刺突文が一段ある。

色調は，全体的に茶褐色を呈し，胎土中には，若干の砂粒と繊維を含んでいる。焼成は比較的良

好である，器厚は1.0cm内外である。

底部 (27,28) 

いずれも底面がやや脹り出しており，底面より若干上部に少しのくびれ部分がみられる。

単節の斜行縄文が地文として施文されている。

色調は，茶褐色を屋し，胎土中には砂粒と繊維を若干だが合んでいる。焼成は比船的良く，器i'I

ぱ 1-l.2cmである。 （羽賀憲二）

第m群土器（第77図 1~5)（図版47A2, 49A) 

本群に属する土協の発見数は非常に少ない。第77図に図示したものがすべてである。

いずれも胴部破片であり 1~4は地文としての縄文を有し，幾何学的な沈線により区画される磨

消帯を有する。 5は，無文に沈線を配する。器形は深鉢形である。

第N群土器（第73図 5, 6, 第77図 6~24，第78図25~46)（図版49A,8) 

本群土器は，縄文時代晩期に属するものである。第73図5は台付鉢のほば完形に近い土器である。

器高約12.4cm, 口径19.5cmである。口唇部に一個の突起が現存する。現存部から突起の数を類推す

れば，多くとも二個以ヒにはならないであろう。口紆部に三条の横走沈線をめぐらしその下部に

は，いわゆる二重の三角エ字文風の縄文帯による文様を有する。台部の現存部には， 2個一対の半

月状の窓々が2ケ所に見られる。

第73図6は45.2cm,現存高約40cmである。器面全体には縄文を施文する。口唇部には，おそらく

4個突起を有するであろう。突起部分の裏面に，口唇に直交する撚紐を数条押圧し，その他の部分

では刻みを配する。口縁には横走する 2条の沈線が見られる。器形は，口縁部にてやや内傾を示す

採鉢形である。
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第77図6~14に示すものは，浅鉢形土器である。 61ま，口唇部内側に，やや太めの撚紐を口縁に

直交して押圧する。表面は，口縁部に無文帯を配し，以下縄文となる。器形は，浅鉢形であるが，

ミつまみ状、の突起を中心にして，左右に 2個づつの小突起を行するものであろうか。

7 は，口縁に直交する撚紐の押圧をつけ，更にその•部に横走する撚紐の押圧が見られる。表面

には，全面に縄文が見られる。器形は，口縁が破状を里し，口唇部をやや肥厚させる。

8~10は，口緑に直交する撚紐の押圧を主休とするものである。 8は，突起項部にやや四角い］

具による刺突起か見らる，口縁に無文帯を配し以下縄文である。 9は，撚紐の押圧に加えて吏に刻

みを配する。表面は，無文であろうか。 10は，撚紐を押圧し，表面は無文である。

lllよ，口唇に横走する撚紐の押庄と，これに直交する撚紐の押圧が見られる。破片が小さく確言

できなしヽが，やや太めの円形工具の側面による押圧も加えられるようである。表面は縄文である 0

なお，表面に 2条の横走する縄文原体による押圧が見られる。

12, 13は，突起項部に指紋状の撚紐押圧の施文されるものであり，その中央部には，いづれも円

形工具の側面による押圧も見られる。表面は縄文を施文する。ただ13は，突起頂部から表側に把手

状の貼付が施され，その左側に表面から内側に向けての穿孔が見られる。

14は，指頭状の突起で，撚紐の押圧が施文され，両側からのべ状、の押圧が加えられる。 15は，

口唇及び表面に縄文が見られ，突起頂部から内側にやや肥厚させる。その肥厚部の下端に内側から

外に向けて穿孔がされている。

16~37は，深鉢形土器である。 16~24は口唇が無文で表面に縄文を施文する上器である。口唇の

形としては，内側に斜めに切り込むもの (16,17, 22, 23)平坦なもの (18,21) 丸味をおびるも

の (19) 外側に傾斜するもの (20,24) などがある。また口唇をやや肥厚するもの (24)口縁部を

やや浅い溝状に削り整形するもの (20) がある。縄文は，器面全体に施文する (16,24) のほかは

口縁部に無文帯が見られる。

器形は，口縁がやや直立するもの (18)やや内反するもの (23) がある。

25は，口唇に円形工具の側面による押圧を施文している。口縁部iよ，縄文施文後にやや肥厚させ

ている。 26は，口唇に縄文原体を押圧している。表面は，縄文施文後に，口侶より垂下する貼付帯

と，横走する沈線を施文する。 27は，口唇に横走する撚紐押圧を刻み図を配し，口縁の無文帯を残

し，以ド縄文を施文する。 28は，い唇に直交する 2段の撚紐を押圧し，口唇を輻広くすることによ

って，口縁に沈線を施文した女廿くの効果を見せている。表面は縄文である。

29は，口縁部に 4条の横走する縄線文を施文し，以下縄文である。日唇部は，縄線文と同一原体

により口縁に直交する文様を施文する。 30も29に近似する土器であるが，口唇部の文様は，円形工

具の側面による押圧である。

31~34は，沈線文を主体とする破片である。 31,32は太めのエ貝による横走沈線を施文する。ロ

唇を平坦に整形する際に，口唇の粘土が内側に押し出されている。 33は，沈線と縄文が見られる。

34は，口唇部に縄文原体の押捺による刻みをつけ，内側にも同様な施文をする。表面は細い工具

による沈線を施文し，この後に太めのエ具による粗雑な曲線文を-)（ナる。
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35は，壺形に近い器形を有する。胴部に縄文を施文し，上部は無文であろう。

36, 37は深鉢形土器の胴部破片， 38,39は土器底面であろう。

底部 （第78図）（40-45)

40, 41, 43はいづれも底面にまで縄文を施文するもので，底面がやや丸味をおびる。 40は，やや

外反して底面へ至り， 43は，若干稜を有する形態をとる。 42は，底面が無文のものである。

44は，手ヅクネの皿状を呈する土器， 46はおそらく舟形土器の底部であろう。剌突文を多用し，

底面にも縄文が施文されていたと思われるが磨滅しており明瞭でない。 34のような口縁部を有する

であろうか。

第V群土器（第78図47)（図版49B)

続縄文時代の土器であり，今年度の発掘では，唯一の出土破片である。 （加藤邦雄）

第 2節石
ロロ
益（第79図～85図）（図版50-54)

第2次調査において得られた石器群の特徴として，剥片石器の教が非常に少なく，石錘，擦り石

の量が特に目だって多い点があげられる。後者は，しヴずれも縄文時代早期に特徴的な石器であり，

本遺跡出土土器，第I群土器に伴ったものであろう。

1 石鏃 (3)

比較的狭長な形状であり．尖頭部を欠損している。入念な両面加工が施こされ，太い茎部が作り

出されている。

2 両面加工のナイフ状石器 (2, 4~6, 7) 

太い柄部が作り出され，幅広の刃部を有する。入念に両面加工か施こされており，柄部の剥離面

の陵線は磨滅部分が所々にみられる (4)。柳葉状を呈する石器で，入念な両面加工が施こされてい

る。下部に尖頭部を有する，玄武岩製である (5)。

2は，きわめて入念に両面加工が施こされ，全周のエッヂを刃部としている。

7は，幅広の剥片の左右両側縁部より剥離加工を施こしたものである。

6は，先端部と下部を欠損している両面加工の石器である。

3 掻器 (15, 16) 

15は，部厚い剥片の周囲に第 1次剥離面より背の高い面をもつ様加工されたものである。

16は，大型の剥片の長軸両端に第 1次剥離面より背の高い面をもつよう加工されたものである。

前者は，円形削器，ラウンド・スクレパー，後者は，エンド・スクレパーと称されるものである。
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4 削器 (8,10-14) 

いずれも黒耀石の剥片に 2次加工を施こしたもので定形化はなく，剥片の形に制約される。

8, 12は，剥片の左右両側縁部に加工の施こされるもので，いずれも表面に焼けたと考えられる

くもりガラス状の痕跡がみとめられる。

10は，縦長の剥片を幾度か剥離した石核の残部を素材としたもので一側縁部のみに加工痕がある。

11は，縦長剥片の一側縁部のみに，加工の施こされるものである。

13は，内側に湾曲する刃部のみられるものである。

14は，幅広の剥片の一部に刃部がある例である。
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5 石斧 (17~25)

全例片刃であり，入念な研磨加工が施こされたものである。

全面人念な研磨加工が施こされ，比較的小型で刈部は片刃となる (17)。

頭部を欠損しており，比較的幅広の片刃の刃部を有するもの (18)

大形の剥片に研磨加工を施こし片刃の刃部を有し，大部分に剥離時の面をそのまま残している比

較的小型のもの (20)。

刃部を一部欠損し，大きさに比し薄手の石斧 (21)。

柱状とも思える太い石斧でやや片刃の湾曲した刃部を有する (22)

左右両側緑に擦切痕の残されるもので入念な研磨加工が施こされている。片刃であり，刃部はや

や斜めとなる (23)。

24, 25は，大型の石斧の刃部を欠損したものである。 25のみ砂岩のため石斧であったか少々疑問

が残る。

6 擦り切り石斧の残部 (26,27) 

26, 27ともに両面より擦り切り折り取った痕跡を有する。また両者とも全面に研磨痕が残ってい

る。

7 石製装身具 (28)

いわゆる虫蝕い石と称されるもので自然に削孔された孔を，さらに人為的に加工したものである C

8 砥石 (29~40)

全例砂岩を利用している。

非常に多くの面を擦面として使用する例 (29)，溝状の擦面がある例 (30,31)。

掠面が， 2~4面にわたり存在するものがほとんどである。

擦面は，そのほとんどのものが，研磨される方向と直交する断面にて中央部が湾曲し周囲が高く

なる傾向が特徴としてみられる。概して小型のものが多い。

9 石錘 (41~76) 

第 2次調査で，最も数多く得られた石器であり，総数45個あった。

全例扁平な楕円形を呈する河原石の長軸両端を打ち欠き，網，紐等をかける部分を作り出したも

のである。

担量は， 35g-130 gと比較的大ぎな幅を有している。

10 擦り石 (77~93)

この類の石器も，比較的多く得られている。
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断面が三角形，ないし楕円形の河原石の陵面を擦面とした石器である。

比較的小型のものもあるが，擦面の幅は， 0.8~1. 8cmの幅をもっている。

82は， 3つの陵面に擦痕のみられるものである。

擦痕の方向は，長軸方向，唖軸方向及び斜方向のものが複合してみられる。

11 石皿 (94, 97) 

2点得られているが，いずれも破片である， 94は平らな面が2面ありいずれも乱雑な擦痕がみら

れる。

97は，両面とも若干中央部に向って臼の様な形状を呈すると考えられる。

12 敲き石 (95, 96) 

楕円形の河原石の両面に，敲打痕のみられるものである。打製石器の調整具等としての機能が考

えられるものである。 （羽賀憲二）
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ま と め

第 1章竪穴住居址

本遺跡の調査では，隣扱した 2粁の竪穴住居址が検出されている。

これら 2軒の竪穴住居址からは， 「トコロ 6類土器」が主に伴出し， さらに石器組成及びその出

上状況より同時期の所産，すなわちきわめて接近した，あるいは同一時代に営まれたものであろう

と推定された。

しかし，隣接し同時期に営まれたであろうと推定されるにもかかわらず， 2州の竪穴住居址は，

規模，構造，プランにおいてはなはだしく趣を択とし，さらに出士した遺物については、その数量，

組成等に徽妙な竺翌が評められる。

2軒の竪穴住居址のあり力の差は，何を意味するものであろうか，竪穴住居址内に残された，遺

物の状況等より竪穴住居址の廃絶，使用されてし9た道具類の廃棄のシステムを考え， さらに本遺跡

に於いての竪穴住居址に居住した人間槌団の行動の一端なりとも明らかにして行こうと考える。

竪穴住居址内の遺物の分布と廃棄のパターン

今日，多くの研究報告書が出版され，縄文時代に於ける竪穴住居址の様相も序々に明らかにされ

つつある。

しかし多くの場合，やはり土器形式論，石器タイプ論が主流となり，遺構，特に竪穴住居址につ

いては，床面・壁・炉址・柱穴を明らかにすれば大きな成果であり，類時期の類例の羅列に終」卜^し

その型式を論ずるといった傾向がみられる。

これらの反省の上にたち，近年では遺跡と遺構及び遺物の右機的な関連にたった「原位置」論的

研究が，今Hの考古学研究に大きなウエイトをしめつつある（麻生 1969)。

さらに， 「原位置J論的研究の実践として，竪穴住居址内より出上する j：：器の分布状況及び出士

高（レベル）等々の鮒析より 〈住居の構築〉→ ／弓ピ期間の居住〉→〈住居の廃絶〉→〈住居の

埋没＼といっだ一連の事実について，そごに居住した人間集団の・行動の結果がいくらかでも反映し

ているのではないか，いくつかのパターンに分類して考えて行く作業も行われている。

すなわち小林氏が，提唱した《吹上パターン》， 《井戸尻パターン》であり （小林 1965)， 最

近では事例の増加により《平和台パターン》が加えられ（可児 1969)， 大ぎく考えて約 3種類の

パターンが想定されている。

概略的に，先ドあ i,tたパターンを説明すると以下の様になる。

A.吹上パターン； 〈住居の廃絶〉→〈住肘址の押没開始〉→〈土器の靡棄〉→〈貝殻の遺棄〉
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第86図 第1号竪穴住居址出土土器分布図

の過程をとるもので，住居廃絶の際に上蜀は運び去られ，第 1次埋没上によって住居址の床面が完
全におおわれた後に上器が運び込まれ厖棄された過程のものを想定している。
B.井戸屎パターン； 〈住居の廃絶〉と〈t器の廃冤が同時に行われ，使用していた七器群

環形七器を含む）を住居址の床面に残し，住居址に居住した人間集団は移動したその後に住居址
が埋没したものと想定している。

193 



C. 平和台パターン； 「住居址の床面，覆土からの出土がなく，士器の廃棄は他の場所（住居址

以外の場所）に行われたもの」である。廃棄住居址に土器片が，床Ihi上，覆土層中に認められない

という事は，住居址を廃絶した人間集団が土器を持って他の」：地へ移動したと想定するものである。

さて本遺跡に於い・→で，検出された 2軒の竪穴f-t居址については，住居址内より出土した土器破

片，石器，剥片について不完令ながらもとの分布図及び出士高（レベル）を記録している。土器破

片，石器，剥片の分布の状況より，先にあげたパターンの類形がみられるかどうか検討して行こう。

1 土器破片

A 第 1号竪穴住居址（第86図）

本住居址を埋没させた覆ナは，床面全体をおおう第 1次埋没土，土器破片を含んだ第 2次埋没士，

最終的にくぼみをおわった黒色土の基本的には 3靭に分層されている。

遺物は，床面上においては非常に少なく，検出されたものは，床面にくい込む様にしかも散発的

；こ得られたものである，〉

大部分の土器は，第 2次埋没土中に含まれたものであり，大型の破片及び完形土器に類するもの

は全くみられず，小破片がほとんどであった。

平面的な分布の状況をみると，床面の南西部分，北部分， さらに東壁際の部分と大きく 3つのブ

ロックに土賠破片が集中して分布している。

個々の土器破片の接合状態ふほとんどが 1+ 1の状態であり 3個以上の破片が接合した例は皆

無であった。

土器破片の集中する音!'.分が， 3カ所見られる点については，土器の廃棄か 3方同より行われた結

呆と考えられる。しかし，分布図のみからはそれが同時に行われたか，時間差があるものかは，上

器破片の出土状況の傾斜角，接合された土器破片の接合面の方向等について，調査時に記録してい

ないため推測の域は抜けられない。

さらに上器破片の接合を示めすため，個々の破片間を結ぶ線を記した。先に記してきた住居址を

埋没させた埋土の悲本的な層店関係，埋土の仰斜より考え，接合された土器片を結ぶ線は，土器を

住居址内に廃棄した方向 A,B, C, と一致すると考えられる。

以上土器の廃棄の結里｛こよる，住居址内からの士料の出土状態から考えるならば， 〈ll欠上パター＇

ン〉の類形をなすと考えられよう。

B 第 2号竪穴住居址（第87図）

第 1灼竪穴住居址に比較して，平面形の規模は大きくなるが，浅いといった特徴がみい出される。

しかし，竪穴1主居址を埋没させた覆土は，第 1号竪穴住居址と同様であり，基本的には，床面全体

をおおう第 1次埋没七，追物を多く含んだ第 2次埋没上，最終的なくぼみを埋める黒色一十の 3層に

分層される。
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出土した土器のあり｝jもほとんど第 1号竪穴住居址と同様の状態であり，床面上には微量にしか

残されておらず，第 2次埋没土中に多く検出されごいる。

平面的な分布の状況を見れば，やはり集中して分布している部分とさらに希薄な部分とがみられ，

墜の周囲にそって約 4カ所のグループがある。

土器破片の総数は，第 1号竪穴住屈址に比較して約半数と少なく，完形土器はもちろん大型の破

片もほとんど検出されていない。さらに，出土した全土器片で接合されたものは 1点よりみい出さ

れてはいない。

第 1号竪穴住居址の［．沿の出土状況と，ほとんど同様であるため〈吹上パターン〉として考えて

さしつかえないであろう。

本住居址の場合浅い裕に，竪穴住居址を埋没させを埋土の層序関係，遺物との関連についてかな

らずしも明確とはいえないが，壁の周囲に沿って 4カ所の土器片の集中する部分がみられる。第 1

号竪穴住居址と同様にこれは，土器片が廃棄された回数を表わすのと同時に廃乗の時間的差も表わ

しているように考えられた。

これらの点に関して小林氏は，住居址に廃棄された土器の中に完形土器が魔棄される例とともに補

修孔を有し，明らかに修坪されたと解されるものを屯含んでいる事より，土甘加の製作の季節，土器

を鹿棄する時期がある程度限定されていたのではとの考えを示めしている （可児 1969)。

2 石器・剥片類の分布

A 第 1号竪穴住居址（第88図）

本住居址にて得られた石器・剥片類の出土状況は，土器破片の出土状況と同様であり，床面及び

壁にはりついて発見されたものは，ごく希少であった。

かつて小林氏は，士器の廃棄のシステムと，石器のそれは，かならずしも同一ではなく，その取

扱上の内容に於いて区別されるべぎ差異があり，一方が厨房具としての側面を有するならば，他方

は生産具，加工具としての処遇の差と考えられる点を指摘している（小林 1965)。

その後，可児氏は住居址内に鹿棄された，打製石斧が，破損品ばかりではなく完形品も共に廃棄

され，土器と同様に石器も廃乗されている事実を指摘している (nJ児 1969)。

本竪穴住居址より出土した石器，剥片類の数は非常に多く， しかも土器の分布と同一のグループ

を形成して廃崩されている。床面において検出されたものは，ごく微量のものを除いてほとんどみ

られないといった出七状況よりみて士器の廃棄のシステムと同様に〈吹J:パターン）をどったと考

えられる様相を示めしている。

平面的な分布の状況は， 卜翌器のそれと同様に土器か集中してみられた状況とかさなり合って 3グ

ループのまとまりか；；忍められる。

石器・剥片類の集中するまとまり，石諾群をとりあげるならば，その組成等に若干のばらつきが

みられる。

これらのばらつきのもつ意味は，土器と伴に廃棄された石器群の各グループ間の魔棄時での時間
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第88図 第 1号竪穴住居址出土石器・剥片分布図

的差異ではなかろうかと考えられ，さらに，土器の製作・炭棄に時間的あるいは季節的な制約があ

ったのではないかとする論が石料にもあてはまる可能性をもっている。

各グループ間の石器組成，数量，剥片石器の数駄と剥片類（チップを含む）との数量的比率，

形石器ど破担した石器との比率を記して行う。

完

フイ

鈷

ナ

削

砥

~
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先

器

石

2点

3点

6点

1点

16% 
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50% 

9% 

破損した石器類は， 12点中に 4i列認められる。
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剥片石器と剥片類（チノプを含む）との比率は前者が11に対し後者は43である。

鏃 l点 6%

鋲先 4点 23% 

Bグループlナイフ

削器

石斧

2点

9点

l点

12% 

53% 

6% 

破損した石器類は， 17点中に 6例認められる。

剥片石器と剥片類（チップを含む）との比率は前者が16に対し後者は107である。

Cグループl肖：イ； ・:： ロ
石斧 1点 25% 

破損している石器は，全石器中 3点に逹している。

剥片石器と剥片類（チップを含む）との比率は． 3 : 60であった。

以上記して来たように，各グループ間の石料組成は，ばらつきをもって存在しさらに，器種の面

よりみてもその差異が比較的みられるようである。

A・Bグループと Cグループ間には，非常に大きな差か認められる。

特に「トコロ 6類上器」における伴出石器群の様相は，朝Hトコロ貝塚の調査によってほぼ明ら

かにされている（東大文学部 1965)。 さらに，札幌固辺における「トコロ 6類土器」の伴出石器

群についても剌日トコロ貝塚の石器組成と枯本的には同様の結果が得られている（羽賀 1974)。

これによれば，太い柄部を有するバイフェースの大形の鏃，いわゆる鈷先と称されるものが例外

なくみられ，さらに縦長剥片等のエッヂの一部に簡単な細部加工を施こした削器の類が全石器中

50％内外を占めるといった諸特徴が明らかにされている。

本竪穴仕居址より出 tしたイ］器群の個々のグループ中の組成についても，先に述べた数量及び百

分率より Cグループを除いて同様の「トコロ 6類土器」の伴出石器の特徴を有している。

B 第 2号竪穴住居址（第89図）

第 1号竪穴住居址のそれに比較して多量の石器が得られている c

分布の状況は，土諾破片のそれに比してさらに明確なグループに分けられる。出土したレベル及

び出土層より考えて〈吹卜．パターン〉をとったと考えてさしつかえないであろう。

石器の器種の多様性及び，数量より佑 1号竪穴住届址にみられるより，より以上に廃棄のシステ

ム，及び廃棄の際の時間的差異等を適確に抽出でぎる資料と考えられる。

平面的な分布状況は，炉址と考えられる焼土の北積部分を除ぎ，壁の周囲に沿って 4グループ，

土器の分布と同様の範囲にかさなって存在している。

各グループごとの，組成及び，破損した石器と完形品，さらに剥片を素材とした石諾と剥片類

（チップを含む）との比率を記して行こう。
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鈷 先 4点 30% 

ナイフ
Aグループ

2点 15% 

削沿 5点 40% 

石斧 ご点 15% 

破損している石器は， 13点中に 2、1,’i認められる。剥片（チップを含む）の数は，石器11点に対し，

19点と少ない。

括 先 3、1旦 23% 

ナイフ 1点 8% 

Bグルーフ｛削紐 ~ I 9 ・1 9'ヽ"1 ヽ 53% 

だだぎ石 1 ヽ古4 , 、 8% 

砥 石 1、I岳 8% 

破損している石脳は， 13点中に 2点認められる。剥片（チノフを含む）の放は，判片石器11、点に

吋し， 58点ある。

鈷先 6,9げ、 40% 

ナイフ 1、19 1、i、 7% 

Cグループl削器 4点 26% 

石斧 3点 20% 

石皿 1、I旦 7% 

破損している石料は，全石器15点中に 5点みとめられる。剥片（チソプを含む）の数は，剥片を

索材とする石岱11点に対し， 61、点みられる。

鈷先 l、1.'.i. 12. 5% 

削器 3，点 37.5% 

Dグループ｛
ただき石 l点 12.5% 

石斧 1痔、 12.5% 

錐玉 1, 9岳 認 5%

砥 石 1点 12.5% 

破損している石器は，全石器 8点中に 1点のみ認められる。剥片（チップを含む）の数は，剥片

を素材とする石器 4点に対し， 23点みられている。

第 1号竪穴住居址の説叩でも述べて来たのであるが，各グループのおける石器の組成について

は，鈷先と称した尖頒器類が例外なく認められ総じて全石器中の比半が20~40％をしめ，さらに

は剥片のエソチの一部に簡単な細部加「．を施こした削器類が， 50％内外をしめるといった特徴が

うかがえる，全般的な「トコロ 6類土諾Jにおける伴出石料の組成と基本的には一致している点が

指摘される。

各グループ間の石賠群には，基木的なあり方には共通点があるのだが， その総量及び器種等につ

いては，差異が生じている。

200 



括先は， ↑グループにみられるがDグループに］：っては非'r崩に少なく，ナイフ類に関しては，

A, B, Cクループには各10％内外の比率で存在しているがDグループには欠けている。石斧は，

Bグループになく，砥石は A,Cグループにみられないといっだ差と同時に，多舌先，ナイフ，削器

類についても各グループによってその数的な差がみられる。

これらの年は，まさに石器の廃廂時における人間庄団の生業の差を示めすものではなかろうか。

各グループ間の組成の翠，器種より，石紺，剥片（チ／プを合む）類の各まとまりは，本竪穴住居

址に少なくとも 4回い」；にわたりそれが廃疱された市を示めしている。

石器には，それぞれ加工具として用いちれたものと、生産貝として用いられだ伍詣と機能り面に

おいてはある程度分類される。また食料｝「哨という事をとりあげても，動物，植物により使用され

る石器もおのずと変化していると考えられる。前者には，鏃，結，ナイフ，石匙守があげられ，後

者には石皿，すり石，たたきィ 1等がある 3

本竪穴fi：居址における石器群のグループにおいても，これら，直接的に生産活動にかかわった石

器類と，間接的に調l即・加工という意味で理解される石賠群との比率か大きく変化し，差界のある

点が認められる。

現在の様に，科学的，物理的に食料を保存，加工するあらゆる手段を有していなかった，かつての人間

集団の食什生産は，その種類においても店節的，時間的制約か非常に大苔く存在していたと考えら

れ，これらの季節的，時間的制約は，使用された石器群にも石器器種の比率の差という点で反映さ

れたと考えるのが自然であろう。

本竪穴住居址及び前述した第 1号竪穴住居址に廃棄された石器群の分布状況，各グループによっ

ての石器組成，数量的な差異は，石器群，剥片類（チップを含む）の使用された対称目的の睾，つ

まり季節の差としてとらえられよう。

これは，同時に廃葉についても時間的な制約が存在していた事をも示めしているようである。

ある季節に使用される目的をもって使られだ伍器群が，一応の使m目的が逹せられてのちに一括

して廃疱されたと考えられた。しかし，いわゆる完形品の石器，及び破損したものを剥離調整した

再生品，破損品がいわば混在してみられている。先述して来だが，完形の石閉ど再生しだ石器の一

応使用に耐えうると考えられる石器の放凪と，破拍して使川に耐えられないと考えられる石料との

比率はそれほど大きくない。

竪宍住居址内に分布する，個々のクループの1パ岱群が，ある期間に 1度に廃棄された量であると

解されているが，石器類の製作にもい器と同様に一定の期間にのみ製作され，次のシーズンにはそ

れらは完形品をむ含んだr．で一括して捨て去っだという事屯ありうるのではないかという仮ともな

されよう。

い上，本遺跨において門られた 2車十の竪穴fl尻址1こついての廃絶のパターンか明らかにされた。

竪穴住居址の廃絶のシステムのパターン化という作業は， 〈住届の構築〉→〈井程期間の居住〉

→ （住居の廃絶〉→〈l澤等の鹿髪→〈住いの埋没〉という一連の事実が， 八聞梨団のィ」動の結
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果として出現している事をふまえ，縄文時代の人々の行動をトータルシステムとしてとらえようと

する一つの試みであった。

住居の鹿棄，上料・石器等の廃葉がなぜ行われるのかは，明帷な断が下されてはいないが，かつ

てアイヌの人々の間で行われていた，家送り，物送り的な精神的背景が存在していたかもしれない

といった推定がなされている例（小林 1974) もある。

まだ、土器作り，その魔棄か，や；時行われたのではなく，季節的な制約をもって行われたという事

実が解されている。

縄文時代に生きた人々の生活は，季節的な制約をうけつつも，それに即応した生産活動のサイク

ルをhしていた中が考えられよう。

住1,！：址は，休息，外敵，自然（寒．暖）からの保護，防備を H的として構築されたと考えられ，

一軒の住居は，ある種の人間隼団が日常生活（狩猟，魚榜，採集，加丁等）を営むうえにおいて最

少の単位として中心に位置し，これを核として居住空間としての集落構造が形成され，さらにテリ

トリーとしての行動領域があったと巨視的にとらえられるであろう。

仕居址が廃絶されたという＇ド実をいくつかのパターンに考えて行く作業 iよ，居住空間としての集

落構造の内部における人間躾団の行動の軌跡をたどる一手段であり，縄文時代の社会構造，さらに

は精神構造を知るうえにおいての初現的なデーターを保有しているのであるし

本遺跡では， 2軒の竪穴住居址が隣接して得られ， しかも同時期（同一別式の土器が廃棄され

た）に営まれたと考えられたのであるが，廃絶のハターン化という作業のうちからは， 2軒の住居

址の相互の関連をとらえるには至っていない。

両竪穴住居址における石器組成等の差異については，項をあらためて述べよう。

（羽賀憲^ ）^

竪穴住居址の石器組成

本遺跡では，同時期に営まれ隣接した 2軒の竪穴f主居址力叶辱られている。これら 2軒の竪穴仕居

址からは，前述して来たように多数の石器群が幾度かにわたって投げ込まれ脆葉された状態で出上

している。

そして個々の竪穴住居址に廃棄されたと考えられる石器群の総体は，その竪穴什居址に居住した

人間集団の生業，さらには社会構造の一端を現わしていると考えられる。

「トコロ 6類士器」に伴出する石器群の組成については，すでに朝日トコロ貝塚の調査によって

その傾向，組み合せ等について明らかにされている。また石狩低地帯，札幌凋辺での「トコロ 6類

土器」に伴出する石協群の様相も朝日トコロ貝塚との比較により，その特徴筈が叫らかにされてい

る（羽賀 1974)。

まず2軒の竪穴住居址より検出ざれた全石器類を，従来分類されて来た基準に従い形態分類した。

全石料の種類は， 16器種を数える。
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第90図 竪穴住居址石器群石器組成比較百分率累積グラフ

石器の器種及び，組成に関して 2軒の竪穴住居址を比較すると，比較的大ぎな差異かみられる。

これらの差異は，何を意味するのであろうか，石器群間の差異を摘出し検討を加えて行こう。

分類した各器種の石器が，竪穴住居址より検出された全石怒中にしめる此率から百分率累和グラ

フを作成した。 さらに， この地方の「トコロ 6煩土器」の伴出石悩の平均的な糸ll成を有すると考え

られた T77遺跡における石器群の様相を加え資料とした（第90図）。

2軒の竪穴住居址における石器組成の全休的なパターンを考えてみると，石鏃が全く無いか，あ

やや大形のバイフエイスな鏃（鈷先と称されるっても 1~ 2 ％と枠端に少なく，

が非常に多くみられる。もの）

それに比較して，

ナイフ状石器，掻器の比率はほとんど変化がみられず10％内外となっている。

剥庁のエッヂの 部 iこ簡単な剃離/Ji[工を施こした削器の類ふ 2粁の竪穴住店址ともに非，iけに多

く30％内外の比率をもっている勺

これらの特徴は，朝日トコロ貝塚に於いてみられる石苔仕組成の諸特徴と甚本的には一致し，

的な「トコロ 6類土器」に於ける伴出石器の組成とほとんど変化の無い事が示めされている。

2粁の竪穴住匡址間における培には， 全体的比牽についてはそれほどの差翌はみられない＇,

一般

しか
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し個々の器種においては，数量的瓜 また一方の竪穴住居址にはあるが，他方の竪穴住屈址にはみ

られないとい）だ：州種的な差異かみられるようであるハ

先の項にも苔 I99［して未たの［ふるか，石器類には，t し．＇）長能的な而より名えるならば，り打町りが想

、JL される尖頭糾類，魚網笠の沈子とぢえられる石錘~•;直拉的に生荏店動にかかわっだ石船町， それ

に付随し， 食料の，，l,'.]Jり1•加［に関迎j ると考えられるナイフ，削岱の粕，追見を加I.. 作成内に関

叱する石錐， 石斧，砥石等の石器群と大まかには 3釉程度の分類がなされよう。

，
 

•— 

，
 

f

ら
ヤ
こ 食ポ十II I : I r I j刊鼠•印抄・オi、 1f ）とし)っだーー；屯 C')'[：咤諸活動の中においても使用された石

その対称物-)より動物に対してど柏物質のもの：こ kj［てでは大きな文化を有するとぢえられょ94
 

,v, 
m

ノ＂
ィ灌｝群はさらに細分されるであろう

2,|I卜の竪穴住居址についてのそれぞれの特徴点をいくつかあげてみようり

1点のみ石鋳か検出され，第 l乃竪穴住居址I=It, 

全{i,'岱中の比李より失り[l悶[mのしめる款it

さらに鈷先と考えられるものが破損品を iJ合

めり，内、みられ， 9 ％と少ない，占か担摘される c

第 2}}竪穴住居址における狩猟筈に， 1{1．抗的に関連するた叫沿類のあり力は，

｛直は，皆無であるか鈷先は特に多く破拍品をも含め14、1ばみられ，

第 1;；竪穴住居址にみられたそれと倍以 1••O) 佑異がある。

どうであろうか

全石t:}よりの比率は， 20％と

ナイフ状石閻さら（こ、動物質の食i1 ！こ吋して闘理・りIII閏具として用 I,¥られだと考えられる

2軒の竪八ii)，叶址においては数情［lり差異はある U)だが令石器中の』し：か両者ともに：―i[）削器粕では，

％内外と詞様の数字が得られている点が指摘される。

道具＇，・りの製作に関連したと衿えられるイ i'沿町については，

4点， ィ1斧2点， 砥石 1

第 1; ;竪穴住居址い）いては，掻器が

叶殊な石錐が25点得られており，牡殊な石錐の多州の仔{F. (全石器中

の40％切ぢパめる）が特徴どしてあけられる

第 2り竪穴住居址からは，掻＇沿 5点，石斧はii）Kill品を含めて{)、1、',し，砥石 3恵，牡外な {1錐 14点と，

特殊なわiiiを除く石賠は総体的に第 1号竪穴fil,1:hl：のそれより約 2倍の数が検出されているのであ

るが，特殊な{i錐に限り第 lり竪穴住居址の ‘|'-l;-ti‘J、下となる点が牡悦である。

植物い立バを加［する事::_ I月するであろうい皿は， 第 2 竪パfi• 居址より 1 、1圧得られたのみであ）

た。

2軒の竪穴住居址におけるイi}苔群の差異は，貝上で明らかになった。両竪穴什屈址ともに石似の

総数はほばlnl数であり，

問題となるてあろう c

第 1;；竪穴住居址に牡に少ない尖頭賠類， 特に多い牡殊な石錐のあり方が

同様の 1ヽ」口 6類上器＿に伴出する石賠群を i！つ札幌T77屯罫の石器組成在 →つの基準として

考えるならば，第 2号竪穴住／，叫11:における石閻群の様相と似たクラフで現わされる この結果より

第 2号竪穴1U1[t1I:における石料群は，当該地力における「トコロ 6類土器」をになって来た人間1よ

け］の最もポピ，ラーなあり方在ぷめしている様に名えられる。

第 1号竪穴打 1,|｝址における，牡礼性については．狩猟等の生P.（行］りに直接的にかかわったと考え

られる尖頭器類か非常に少ないという点であり， iり具等の加工具どしての特殊なイiiiiの数が他の石
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器類に比較して異様に多いといった点である。

狩猟等に直接的にかかわった尖頭器類の数堪的，比率的差異は， 2軒の竪穴住1，り址間における初

現的な分業形態を見＇わせ彎 さらに，竪穴住居址に 1，サ生し（いた人々の構成（家族構成） U）差等も考

えさせられる。

特殊な石錐については，その分布する地域，時期，用途等についてすでに解明されている （大

塚 1976)。

これによれば分布する地域は，利尻・礼文両島および宗谷湾と猿払から雄武を含むオホーツク海

i合岸地方北部， さらに柏｝｝半，島の南端にあたる岩内周辺に限定されている。さらにこの特殊な石錐

を多量に出土する避跨は｀そのすべてが海岸に腐iんだ砂丘上もしくはその背後の『と丘＿［に拠って存

在しているという。

時期的には 1トコロ 6類士油」を最古に，後期初頭の頃と考えられている。

また特殊な石錐を出土する遺跡の分布は，ホッキ貝の棲息に適した水深 3~ 5mの砂地の海がよ

く発達した地域であり，この石錐の主な用途1ま，ホッキ貝を索材とした貝製平玉の穿孔と深く結び

ついていたのではないかとの考えが明らかにされている （大塚 1976)。

分布の状況よりみれば，札幌周辺に関しては空白蔀分であったのであるが木遺跡及び， T77遺

跡にて得られた頁岩製皮びメノー製の特異な形状の石錐状石器は，これらと同じものと考えられ

る。

しかし，海岸に面する従来の遺跡とは立地条件が叶常に竺っている点が留意各れる

これらの特殊な石錐の存在が，ホノキ貝製の貝製平王の製作，ないしは骨角器の製作に重要な関

連を有したのではないかという考えを尊重すると，本遺跡での席 1号竪穴住居址における石悟群の

あり方は，狩猟等の生産活動にかかわった尖頭器類が非常に少なく，加工具としての特殊な石錐が

非常に多い事より， これを中心とした何かの工房址 (rトリエ）的な性格を示めすのでぱなかろうか。

つまり，第 1号竪八［主居l」［と第 2号竪穴住），1；l止における，調理・加工用具としてのナイフ状石器，

削器、の類は，その敷・比率とも非常に類似しており鴫基礎(I’]な生活一般（食り活に1'，[］して！に関し

ては同様の形態であったろうと推定される。

やはり，この 2軒の竪穴住居址にみられる石器群の様相からは， ヅ方が狩猟等に直接的に閃連す

る石器が多い点，他方はそれがきわめて少なく，特殊な加工具が特に多い＇ドより，初現的な分業形

態さらには動物的食料を得る生産行為に関しては一方が他方に依存していた事実等があったので

はなかろうかとの考えに至った。

この様な． 2軒の翌穴什居址における様な行跨糾I皮の労＇昆は，｛也遺跡の類 j,'i1jには比較的みられる

様である。

時期は，かなり矛があるが札蜆S256遺跡では昴期末杜の竪穴住居址が3軒得られている。検出

された石僻類は，本遺跡に比して数は非常に少なくしかも，廃棄のパターンも同一ではなくほとん

どのものが床面ないしは壁にはりついて出土したものであるが， i［対々の竪穴住居址の石器の組成，

数鼠には差異がみられる（上野編 1975)。
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石器の器種は，擦石，石皿，削器，ナイフ状石器，石核と数少ないが，擦石がその中でも特に多

くみられ，植物質の食料の依存度が比較的高かった事実が考えられる石僻組成を示めしている。

1号住居址にては，擦石 2点，削器 3点，ナイフ 4点，石核 1点が検出され， 1号竪穴住居址状

遺構では，擦石か 1点のみ得られ， 2号竪穴住居址4人遺構では，擦石 5点，いIIJL1点，ナイフ 1点，

石核 l点が全石船である。

この中でも擦石か l点より付られていない， 1号竪'f'：住居址状遺構を除いて' 1号住居址と 2号

竪穴住居址状遺構には，かなりの差異がみられる。特に掠石・石皿の数と，削沿・ナイフ類におい

てその差は顕粋となる。

これは，石船のもつ機能によって考えるなら，植物質の食料に関する前者と，ごく一般には，動

物竹食料の解休，調理に関連する後者との差としてとらえられる一面を有している。

社会構造がどういった形態であったか，不llJJではあるが，少なくとも，これら弟異が顕著な住居

北間には，ごく簡単な分業形態があった可能l叫を示めしているのではなかろうかう

さらには，石器群の共有性，家族構成の差府の問題か仙たに導き出されよう。

（羽賀憲二）

第 2章札幌S267,268遺跡の土壊群

一いわゆるTピットについて一

本遺跡では，いわゆる Tピットとよばれる土堀が， 60基検出されている。北海道内にお(tるこの

種の土壌の発見報告は，静内御殿山遺跡（河野•藤本 1961) より始まり，現在までに 21遺跡におい

てその存在報告がなされー（いる。

ここでは， 31基の同種遺構の検出がなされている札幌 S153遺跡（加藤編 1976) との比較対照

を通して考えてみたい。

土壊の立地

本遺跡の位固と環境については，第 2章において謹しく述べられていることく，比ぬ匁約10m程

の谷が北から西左迂回し滓iへと抜けている。遺跡はこの谷に舌状に張り出す平坦な台地 1̂」こ営なま

れており，遺構の構築されているこの台地に立ち， il,tl荏区域を見渡すならは，北側の一郎の地域を

除き全く仰斜をかんじさせない平坦な状態である。この状況を数字でみるならば以下のごとくであ

る。

発掘区の全長 330mに対し，昭和51年度に調査を行った北端より第 101号Tピットを結ぶ地域は，

距離50m,Jt高差 3.550m,斜度4°4'となっており，遺跡内で傾斜のかんずる唯一の地域である。

第 101号Tピットより南端まぐVの大部分の発掘区では罰離 280mに対して土し凸睾 0.930m,斜度

0°11'25” となり傾斜を全くかんじることの出来ない斗1Hな台地である。

このような環境にあって60店におよぶ土壊の構槃される位置は全体的に谷沿いの地域に，より多
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くみられ谷から遠ざかるにしたが・）て希弱になる頓向にある。又，台地が舌状に張り出す地域では

過密とい;~＇二〗ばど集中して構築され〈ーいるこ谷よけみで遠くの地域で検出される 1：城は配列様式に

関する場合か多く， 又｀谷より杓壻：こ遠い場所：こ単独て構］屯されるf列は少なし

札幌Sl53遺跡は， 豊平川扇状地に面する海抜27~28mの平坦な台地上；こ［→'キ;tれており，比高

約12mの浸蝕谷が南から北に入り込んでいる。遺構は， この没蝕谷をとりかこむかことくの状態で

構築されている。検出された31基の遺構は，谷沿いの地域に， より多くみられ谷から遠ざかるにし

たがって希りりとなっている。又，これらの遺構は，浸蝕谷左惚識して構築されているが，各遺構は

長軸を谷：こド］：t-／ピの間隔で整然と配四されるグループと I』軸が谷と平行し，配；因状態が谷と直交

するように並ぶグルーフがみられる•,

以上のことにより札幌 S153遺跡及ひ札幌S267,268遺跡は共に谷に面する平坦な合地にこ営ま

れており， 迫構0)占地位潰としては谷沿いの地域に多く構繁されているが，ある程度の傾斜地にお

いても検出されているこことなどからみて， 谷より遠ざかるにしたがって希弱になるという以外に

あまり立地にマついて J)制釣や好みぱ強くないようであるこ9

土壊の堆積

t壊の埋没状態は， どの土壊もほぼlwlttな堆積を示しており，これらの士壊は阿し杜な過程をた

とって埋没したことかうかがえる。又，札幌 S153遺跡で検出されている31基の同杜逍構について

も同じことが考えられる"

木遺釣の層字は， 耕竹． t•., 褐色ローム層 火山灰（砂）のIIl［いこな‘）ている。遺構の壁Ihiを形成す

る府位でみるならは， 中位は褐色ローム屈，中下位では火山I]、iI砂 となり，更に直構 1、]]には

黒已七の落ち込みに上）て確認火山J辰（砂）が続いている。遺構は最上層の耕作 1：を除去した後，

されるのが一般的であったり しかし， 令体の 3分の 1程は完全に褐色のローム層に覆われており，

ホーリング探査によって検出されている。

I !Ai/）一般的な堆積状態在みるならば， 第91図にボすように以 I‘ーのごとくである。

桃）lい(IIには， 腐植質の中色 Iが5cm程の厚さて小ヽドに堆積しており， この圏を詳細に観かするな

らit, 堀［上方に向う壁に責）て黒色上がJI畠い罪く張りついている伏態がみられる この黒色上の

十力には火山灰（砂）， 褐色上，賠褐色＿十か次々と堆積している。 ここまでの堆積状匹を長軸セク

ションでみるならば第 3見 第 7号， 第46り勺によって代表されるような二等辺三角形（山形）に

ちかい形状となっている，9 この三角形（山形）の斜辺上には最 f/,,.;;:にみられた腐植t'iの、［い色土と同

質な中色 j~が 2 -5 cm(l)/yさで堆積している S l．几知の上方は里褐色 I.，最上層には黒色［が流れ込

んで， I塙は完令に埋文して llるっ

この種の心の埋没過程については，各土堀り1¥.j：記載の中におい＼アもふれているこど：八為的

に埋め）冗されたものではなく 1'1鯰堆積によって」サ＇（化したものと考えている。

自然の'iぶりがくりかえされることによって埋没していくと考えるならば， 調査を終了した段階で

空洞の状態で放閤される本遺跡の各士墟においても「1然常為のくりかえしによる崩落堆柏か逍行す
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第91図 Tピット埋没状況模式図

るものとおもわれる。

この様な前提にたち発掘後 l

年を経過した時点で再調査を行

ったものが第92位］、図版14Aに

かかげる第13号Tピットである。

上段の図は，昭和50年の調杏

時のものであり，下段の図が昭

和り1年6月の再飼杏：こよって1尋

ちれたものである。以下，事実

記載を行い，層位については昭

和50年度に得られたもと対比し

てかかげる。

第13号Tピット

（昭和51年 6月再調査）

本号よ昭和50年度（り調査にお

いて第13号Tピットという番号

をあたえられたもの：： ！寸し．北

海道の様な寒冷地において越冬

を経験した上壊の崩落堆柏状態

を観測するため，昭和51年 6月

に改め（発掘調査を行ったもの

である

昭和50年の調査終了時におけ

る本月の形状は，開渡部及び，

壊底祁は共に溝状を星し，長軸

断面では両端部がオーバーハン

グしており，短軸断面は上方部

か若十広がっているが中下位で

は溝状であった。

昭和51年 6月の再調査時では，

約 5割程の埋没状況にあっだ c

開壊祁の平面形は，墜部の崩

落によ｝て部分的にいびつな溝

状となり，城底部の平面形は前
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年度の調査時と比べあまり差異のない状態であった。長軸方向の断面は南北両端部における中上位

部の壁面の崩落か進汀しており 大きなオ バ- - I ¥ ノクを示していた形状がやや小さめな袋状の断

面となっていた。短軸方向における断面は，前年ドとの形状が上方部の若干広がる溝状であったのに

対してかなりの差異がみられる。壁面の中位では，縦70cm, 奥行20cmを畝大とするオーバーハング

が認められ，上方部でも各所にかたくずれがおきており，全体的に大きく崩落が進行している。

昭利501:后目査

第I層暗褐色上層

第1I層黒色 t：層 a

第III層褐色土層（か たい ）

第w層褐色土層（やわらかい）

昭和51年崩新堆積状態再潤在

第V層 茶褐色土層---ー．―-―-―-―-第 I層 黄褐色土層（壁の上位を形成する黄褐色ロームが

小ブロノク状に崩落堆積した層）

第VI層 褐色砂質」層．— -．．．．―-―-第1I層 黄褐色」．十火山灰層（壁の上位を形成する黄褐色

ロームと中位を形成tる火山灰が混在

する層，黄褐色上が多く火山灰の比率

が少ない）

第VII駁 灰褐色砂質土層---・ ・-------―ーー第III層 火山灰＋黄褐色七層（火山仄が多く黄褐色ローム

が少ない，第1I層と逆の比率である）

第VIII附黒色土層 b・・・・--------..第5W層枯葉＋落葉層（少量の第III料が混人している。こ

の層は通常，遺構贔ド層にみられる腐

柏性の黒色土に対且されよう）

第XI層 灰褐已砂釣上層

A層 枯葉＋浴葉層（ごの層は通常，長軸セクションにお

いて山形に堆積している層の斜辺にみ

られる腐植性の黒色土に対比される）

B層 崩落堆積層（第 I, II, III, N層を示す）

埋上は，遺構J)約 5，唄1J程度の堆積状況であり，埋」．の大祁分は壁部の上中位を形成する黄褐色ロ

ーム層，火山灰（砂）咽の刑落堆積によるものと考えられる」遺構最下の横底面には，枯葉や落葉

の層が5cm程の限さで水平堆積しており，この村は通常腐柏性の黒色土として忍識される層に相当

するものと思われる。中下位の層は，黄褐色ロームと火山灰（砂）がくりかえし堆積した状態であ

り， K軸断面でみるならば，二等辺三角形（山形）にちかい形状で堆積していることが認められ，

他のげ巌における堆積状態とほぼ同様な状況と言えよう。又，長軸断面において山形を示す堆積層
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第92図第13号Tピット埋没状況図
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の南北両端にちかい斜辺上に枯葉や落葉の層がみられ，他の士城の斜辺上に認められる腐植性の黒

色士層に対比することが出来よう。

本遺構の中上ガは，堆積のおよんでいない空洞状態であった。

第13号Tピットの再調査を始め，各土壊のセクションを通観し，堆積過程を模式化したものは，

前述したように第91図にかかげたものである。今一度この模式図に従って埋没して行く過程を振り

遅ってみるならば，以下のごとくであろう

①に示される図は，木遺跡にお；ナる層序とともに最卜層に，忍められる訳色土の堆積を示している。

この黒色土の性状は，植物性の腐植土で繊維物質の存在が認められ，最上層に流れ込んでいる黒色

土の性状とは明らかに異るものであった。ごの層が持つ意味については，土壊の性格より求められ

るぺきであろうが明確な答は付られていない。第92図に示される越冬を経験した第13号Tピソトの

例より考えるならば，枯葉や落葉等が大量に流入し，腐植ヒ層を形成するに足る十分な量が得られ

ることが判る。又，この黒色f：層の存在，あるいは厚さに差涅が認められるのは，流入する枯葉や

落葉等の量の差によるものであろうか。

② ③に示されるのは，火ll)灰（砂）， 褐色土，暗褐色土による中下位 3層の堆積状態である。

これらの 3層は，壁面を構成していた屑や巳巌開墟部のカタ告が崩落堆積したものと考えている。

この中下位に堆積する層は一般的に 3層に分かれる。まず，黒色土を覆い下位を占める層は，堡面

を栴成する地山層の中でも中下位に位醤する非常にもろく，崩落しやすい火山灰層や砂層か最も早

＜堆積し，次いで最上層に存在したと考えられる黒色土と掲色ロームが混合した暗褐色土層となっ

てみられ，この後に壁国の中上位を構成する褐色土ロームの崩落堆積が起ったものと思われる。こ

の遺構中位にみられる褐色土層の色調は地山として認められる褐色上ローム層と全ど差巽がないた

め，調査を行う上でしばしぼ混乱するとごろであったが，判別の基準となるのは，地山に比べやや

軟らかいことであった。

ば已した 3層の堆積を考える時， 2年間に亘って調査の {Jわれた本遺跡と札幌S153遺跡にお

いて，越冬を経験した遺構より得られた事実は興味深い。つまり，北海道の様に冬が長く，寒冷の

厳しい地方では，凍上現像がおこり，その結果として春になると解氷された地表面は非常にもろい

状態となり，又，非常に早いスピードで崩壊が進むことになる。第92図の F段は，前述したごとく

本遺跡の第13号Tピットが越冬した状態で再調査したものであるが，これによれば，第 3号，第 7

昇，第46号等によって代表されるご等辺三角形（山形）にちかい形状て堆積しており，埋 tは本図

にみられる 3層と同様に崩落によって埋没していく過程が確認され，堆積層の厚さにおいても大差

のないことが認められた。

更に，現存した褐色ロームの壁面では，今，まさに崩落が起きようとするロームの浮きあがった

状態がみられた。又，壁の崩落視像は，士堀の中t位では激しく，下位では小さい 従って，遺構
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壊底部ちかくでは，旧態があまり大ぎな変化なく残されていると言えよう。大地に非常に細い溝状

の穴をもってするこの種の土壊は，越冬を経験することによって坪没が大きく進行し機能力刃肖失し

てゆくものと思われ、使用される期間についても限定されてくるであろう。ただし，越冬による埋

没の進行については，現在発掘終了後にローム層を露出させ放漑した状態で観察を行っているため，

構築時と条件を異にしていると思われ進行の速度にも差異が生じるとみるべきかもしれない。又，

越名によって起こる崩落堆積とともに，他の理由による堆積についても考えねぼならない。模式図

には，図示されていないが遺構‘其測図中，特にK柏セクションにみられる袋状のオーバーハングに

ついてである。このオーバーハングについては，越冬による崩落堆積によっても，ある程度説明が

なされるが，最下層に堆積する黒色土よりも更にド位に火山灰や，砂層がみぢれる冽があり，越冬

による堆積だけでは；簡II月のつかないものもある。各土壊のセクションを通観する中でオーバーハン

グがみられるのは，下位の壁を形成する火山灰や砂層に多く，黒色土よりも更に下位にみられる火

山灰や砂層は，壁部より流れ込んだものと考えられる。つまり，長軸肝而下位にみられるオーバー

ハングの形状には，全く人為的な構築姿勢をうかがうことの出来なしヽ第 1号，第 3号，第 7号，第

29号等によって代表される多くの例がある。本造跡の調査中，豪雨にみまわれたことがあり，後日，

火山灰層まで掘り込まれた調査区において， 1‘li水の流人のため大ぎくえぐり込まれた部所を発見し

た。ごの雨水の流入によって崩落した部所の形状は，図版14Bに示される土壌のオーバーハング部

をていねいに除去露出させた形状と非常に強い類似性が認められた。

土壊下位にオーバーハングが生ずる要因の一つに雨水の流入があげられるとするならば，土壊が

構築される地点の地層によってオーバーハングの規模に差が生じることも考えられよう。したがっ

て， 十壊の壁を構成する層位に火山灰や砂等，非割｛こくずれやすい暫の占る割合が高いもの程大ぎ

くオーバーハングし，その逆の場合には小さいと言えよう。木遺跡では，地層の開係より割合大ぎ

なオーバーハングを持つものが多いが，ローム層が厚く，火山灰層のしっかりしていた札幌S153

遺跡では，本遺跡の様に大ぎくオーバーハングするものは少なく，比較的小さなものが多い。

③, 4‘に示されるものは，三角形（山形）にちかい形状で堆積した層の斜面いこ， 2-5cm程の

厚さで認められる層である。この層の性状は，土城最下層にみられる腐植性の町色土と同質であり，

堆積については，①の黒色上堆積で述べているごとく落葉や枯葉の流入によるものとおもわれる。

表層土を除去し上壊より，かなりの距離までも草木のない状態で放置した第13号Tピットの再調査

で得られた結果からみても斜面上に堆積する黒色土層を形成するに足る十分な州の枯葉や落葉が得

られることは十分理解出来よう。

④は，間壊部の残されたカタ等が崩落し，その後，黒色卜が流れ込んで土壊の埋没が完了した状

態を示している。

以上が，本遺跡及び札幌 S153遺跡における Tピソトの埋没過程である。

次いで，北海道の様に凍結の激しい寒冷な地方と，各地方における同種遺構との堆積状態を若干

比較してみよう。

関東地方の横氾霧ケ丘（今村他 1973) 遺跡や，横浜池辺第 4 遺跡（今井•宮沢 1974) 等で
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ふ壊底訓直上に黒色士層が 5cm程の厚さで水平堆積しており，この層を覆う埋土は上｝jに向って

ソフトロームに近い褐色土，褐色士，黒色上が祖互に入り混りながら，順次流れ込んだ様な堆積を

示すが， 卜部程褐色土の占る唐ll合が多い。土墟の埋没は，［l然堆積によるものと考える点や，墟底

面直上に黒色七の水平堆積がみられる点等，本遺跡の遺構群と共通するところが多く，その機能に

おいても，目的とするところは同様なものであろう。しかし，土壌の堆積状態は，本逍跡や札幌

S 153遺跡笙；で通常 3層に分かれてみられる中下位の明瞭な層位か認められない。木遺跡では，こ

の 3/i;;iの生因を越冬後におこる崩浴によるものと考えているが，凍士の生じない関東地方等では，

短期間に崩落堆栢がおこるのではなく，乾燥風化的によって少しつっ， ＜ずれ倍ち埋没が進行して

いくものと息われる。又，短期間に極端な崩落がおこらないため大きなオーバーハング等の形状変

化も，あまり顕汗にあらわれていない。

青森では，千歳遺跡 (13)（北林他 1975) をはじめとして報告例が増加しているが，壊底面に黒

色土のみられないものか多い。土堀の中下位を占める層は、壁部を構成する地由層の雄積したもの

と思われ，本遺跡の中下位在占める情位状況と類似性が弥い。遺構の形状では，長軸j]|（J]における

オーバーハングや，短軸断面の変化はあまりみられず，開壊部のカタ等が落ち込んでいる程度であ

る。

遺構の層堆積は， 自然条件の異なる各地において，ややおもむきを異とするが，総じて自然堆積

による埋没であり，人為的に埋め戻されたものとは考えがたい。又，追構の形状変化は，凍土のお

こらない関東では，少ないか，北海道等の寒冷な地方では，おこりやすいといえよう。又，構築時

の形状について模式図では、開壊部より壊底までの幅を同一にしてあらわしているが，調査によっ

て得られた短軸断面の形状ほどではないにしても，土城上方に向ってある程度湾曲して広がってい

たものと思われる。

土珊の形態分類

本遺跡において検出された60基の土壊について，基形の差異等から形態分類をおこなってみよう c

士壊を分類するにあたっては，その乎血形（間壊部，墟底部）， 勘而形 (n:軸，短軸）， 規模，

深さ，付屈施設等の諸要素をもって分類の基準としなければならないであろう。しかし，開壊部の

平面形，長軸，短軸断面の形状は，土墟の堆積の項で述べるごとく，調査によって得られた形状が，

常に土壊構築時の形状を正しくとどめているとは考えがたい点も多い。したがって，この形態分類

をおこなうについては，形態変化の最も少ないと考えられる墟底部の平面形に屯点をおいて分類を

おこなったものである。

前述の指針に従って分類を行い，得られた結果を表記したものが第93図にかがげるものである。

又，第93図にみられる固形は，各土壊の特徴を極端に略図化したものである。上壊群は，それぞれ

の形状によってA,B, C, Dの4型式に分かれ，更にA型は基本となる基形をもとに 3類に細分

され， C刑も同じく 2分される。従って，土城群は第93図に示されるごとく 4型式 7類に型式分類

されることになる。又， この形態分類を札幌 S153遺跡の同種1：壊群にあてはめてみるならば，
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ご

A型（ ） B型
C型《ロニ》 D型

1 「I II Ul 

口 口 口 こ こ》（ ） （ ） 

1 3 22 4 5 41 37 

2 10 24 18 14 47 

6 11 25 29 20 
7 15 30 23 
8 16 31 26 ， 1 7 32 27 
12 33 
13 34 
19 35 
21 36 
28 43 
38 45 
39 105 
40 106 
42 107 
44 108 
46 109 
48 110 
101 111 
102 112 
103 
104 

第93図 S267、268遺跡Tピット型態分類



札幌市文化財調査報四菖Xにおいて， A刃'J

と言われている土城は AI型， B型は CI

型（こ表現が変わり，沼94図に示されるこし

く2型式 2類に分かれることか灯lれよう，

次に，溶95図についてであるが，この 2

枚の図｝くは，各寸・瑞の壊底部規模を図｝くト

にお巻かえ，更に，各土城のl叶軸方向と相

対的な大きさを極端に模式化（縮尺1:500)

してあらわしたもりである。第95図によれ

ば 4型式に分類される土壊群は，各型式ご

とにあ曳らかに罪，だ偏差値をもって分布

していることが認められる。この分布様相

は，形態分類を行ううえで決定要素の枯l

になるものと考える。

AI型

(9 9) 

1 646 
21 64 8 
96 664 

129 696 
143 700 
408 701 
411 714 
520 720 
531 751 
586 755 
64 7 （谷沿の第 5例）
719 

CI型

ロ
2
7
3
8
6
1
3
6
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2
2
2
4
7
0
0
0
2
 

1
3
3
4
4
5
7
 

第94図 S 153遺跡Tピット形態分類

A 型

平面形は溝状を茎し，知軸断面は城底部に比へ間壊部がやや幅広となる溝状，又は，クサビ形に

ちかいものが•般的である。痰底面は平坦なものが大半を占め，施設の痕跡は認められない。長軸

方言における蜆模は最小の t）ので 178cm, 最大のものは 422cmと長大になり，その差は大きいか形

態分類を行う）えでの大彦な特徴とは，iいがたい。

このA型に属するものは，本遺跡では60基中31基と最も多く，全休の過半数をこえている⑦これ

らA型の土堀町ふ壊底面の規模，柱楓間堀部の差異によって，更に 3類に細分することか出来

る。

A型 I類：非常に細い溝状を呈するグループである。城底部における短軸の輻が10数cmのものが

多く，調杏を行ううえで「足のとどかないものがたびたびみうけられた。本遺跡では

22基，札幌 S153遺跡ては A型に属ずる 22基の］心てが属する

A型 II類： A型 I類に比べ墟底部の短軸幅が広くなり 20cmをこえ，開堀部における短軸の幅も非

，常に広くなっている。長軸規模は 3mをこえる K大なグループで，第 3砂，第10号，

第11号，第15号，第16見第17号の 6基が属する。

A 型皿類： A 型 I 類に比べ墟底部の幅が若—l広く，長軸方向の大きさは 2m 前後を測る最小規模

のグループである。間墟部の周縁が皿状に大きく広がっているのが大ぎな特徴で配列

よりみるならば，同＾グループに属する第22分，第24号，第25号の 3態である。しか

し，開堀部園縁の状態を崩落によって生じたものと考えるならば， A型 I類の範店に

組入れられる可能性もあろうかハ
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B 型

平面形は幅広の溝状を呈し，その短軸断面も輻広の溝状と言えよう。形態的にはA型と C型の中

間に位附し，より A邸にちかい状態にあるが，第95図によって分布様相をみるならば，明らかに一

つの型式を形成するにたるものと言えよう。墟底面の短軸幅，長軸両端のコーナーのありかたはC

型にちかい隅丸長方形の状態，長軸規模ではA型に匹敵し，多くの場合，壊底面は汀＇坦で施設の存

在した痕跡はみられないが第 4砂＇［` ピットにおいては， 4個の小ヒノトが検出されており牡殊な例

と言えよう。配列伏態よりみるならば第8列，第 9列を形成する，第 4号，第18乃，第29見第30

号，第31号，第32号の 6基から成る。

C 型

墟底面の平面形は隅丸長方形を足し，墟底面中央部に小ピットを有するごとが特徴である。短軸

断面の形状は縦長の長方形を足するものが多いが，中には擢鉢状の断面を示す例もみられる。

C型に分類される土桃群を遺構の配列によりみるならば第10列，第11列，第12列，第14ダlj在形成

する22基が属する。これらの遺構は間壊部の差別によって，更に， 2分することか出来る。

C型 I類：開壊部の平面形は楕円形，長楕円形，壊底部の平面形は隅丸の長方形を呈する。本遺

跡では20基，＇札幌 S153遺跡では 9基が属する。本類の大ぎな特徴の一つに城底中

央此こ配される小ヒノトの存在かあけられるが，第33号，第35号，第 106号，第 108

号，第 110号，第 112号の 6韮では検出されていない。この事実をもって他にもう一

類を付け加えることも考えられるが岱95図の分tti様相より求め，更に，配列グループ

をみるならば同一類系と考えられよ〗 又，第43号においても小ピ j 卜の存在は確認

されていないが，本号はトレンチによって切断され遺構の大半を削失しているためで

ある。

C型 II類：開城邸及び塘底部の平面形は，共に鼠丸の長方形召堪し，城底面中央部に小ピノトを

配するグループで 2基か属する。しかし，第41}｝は現代の構築物によって上部が削失

し，第47号は風倒木痕との切り合いによって上部を消失している。このように上部を

失った形でC型 I類と比較するならば差哭を認めることが出来る。しかし， C型 I類

の1:）j部を差し引いて比較し，遺構の配列関係，更に，第95図の分布様相をも加えて

考えるならば本類はC型 I類の範璃に合まれ， C型は 1型式におさまることも十分考

えられる。

D 型

開墟部及び墟底部の平面形は，共に楕円形を呈し柱穴状の断面をボす第37号 1基のみである。こ

の様な形状をぷす遺構の類例は非常に少ない。北海道における発見例は，札幌 S153遺跡第 187

号ピットが最も近似するものであろう。又，この種の遺構がTピ！卜の範疇に入るか否かは，現在
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のところ小明と言わざるをえないが， 青森千歳遺跡(13)で 1基，横浜霧ケli遺跡で 3店の類似

例がみられる。

以上ガ， 本遺跡と札幌 S153遺跡における上壊群の拮形差：こよる分類である］ この形態分類は，

各形式による配列にも大きく閃係している Q

道内における同柿遺構の報古は， 21遺跡を数え，札帽）団辺， H凸；地方， [,'氾州地方！こおし iて数多く

検出されているよ，)である。逍構の形態はA型に属するものが圧倒的に多く， C型に屈するとおも

われるものは本坦跡を含め，札幌 S153遺跡，札観 S239追跡 (J::野・高橋 1975) 笠で検出さ

れている程度である。関東茂び中部地））では， C型に属するとおもわれる形伏の遺横か多様な形態

をとって数多く梵見されているがA型に属する例は極めて少数しか検出されていない。 丈， 青森地

方では千歳遺跡 (13) をはじめ，同種遺構の報告例が増加しているが総て A型に属するものであり、

各地）jにおいては、形態的差混にもとー）、く上壌群の出現頻度にいちじるしい差が生していることを

指摘することが出来る。

土壊の配列

本遺跡における士墟のありかたは， 一見してかなり整然とした配列のもとに構築されていること

がわかる。 これらの土渡を個々にみるならば， K軸が谷を向いて構築されるものと． 谷に並行して

構免される二者に分かれるし更に，これらの土堀を大きくみると， ある程度の規則性をもって列を

なして配置されている。長軸が谷を向いて構築される前者は，互いに並行関係にある同型式のい廣

との配置様式においては， 谷と並行する列ということになる 長軸が谷と並行するかたちで構秦さ

れる後者は， 吐いに並行閃係にある同型式の土城と配列を共にしており，配列様式においては谷と

直交する列という。 この様な各土堀の配列関係を示したものが， 第96l'XIと第97図によってあらわさ

れる Tピソト配列見取図である。

第96図より本遺跡における士壊の配列をみるならば以ドのごとくとなろう。

第 1列：遺跡の中央よりやや東側：こ位置し令 谷に向って直交する椋に並んだクループである。 A

刑の第16号，第22号，第24号，第25けの 4基によって構成される。

第 2列：第 1列の北側に位濫し，谷に向って直文するグループで， A型の第19号，第21号より改る

第 3 列：遺跡の西側にあって台地が西に向って舌状に張り出す位翫に構築されており，谷と ‘l'•行

する列である。 この付近一帯は， 多数の土城が入り乱れて構築されているため， 各配列の関係を知

るうえで況乱が生じている可能性が考えられるカ 土壊番りを記すならば， A型の第12号， 第13号，

第39号，第40号，第48砂の 5基によって構成されている。

第 4列：第 3列の南側に位置し，谷に並行する列である。 A型の第11号，第17げの 2基から成る。

第 5列：遺跡の西側にあって谷｛こ直交するクループと巴われるが， 未調査区域に向って伸ひてい

るため，町確にはとらえられない。又，何某によって構成されているのかも不叫であると わざる

をえない。調査区域内では， A刑の第15号， 第44号の 2店である。
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第 6列：多くの土壊が，密に構築されている西側邸にfパ四 L, 谷に直交する列である。 A型の第

，
 

L
J
 

」
丁£り 第7号，

第 7列：本列は土壌の密集する西側に位置し，未闊育区域：： 1(1]って伸びるグループである c 谷と

第46号によって構戎されている,,

叫［］條は湛l杏区内よりみるならば，斜交する角度と昌えよう）木列り構成については，他の列に入

るものが混乱してとらえている可能性があるとともに，未i/ij杏区域まで伸びるならば，何基より成

るものか不明である。発掘区内でとらえられるのは， A刑に屈する第 8けと第 9号の 2基である。

谷と直交する角度で並んだりljである。 B型の第 4号，第 8列：第 1ダlJと第 2列の中間に位置し，

第18砂の 2枯によって構成されている。

第 9列：逍跡の南側に位謹し， 谷に向って斜交する角度で並ぶピノト列である。 B型の第29号，

第31乃，第32けの 3拮から成っているが，第30号を含めた 4基によるものともどえられよう。

第10列：北側に位忙［し，台地の舌状部に向って並ぶグループである。い視的にみるならば谷と直

交する角度をなしていると汀える。 C型の第 5号，

第 111号の 7枯によって構成される。

第11列：北西漏に什置し，

第14号， 第23}},

舌状に張り出す末調査区に向って並び，

第26号， 第41け， 第 106号，

谷と症竹するグループである。

C型の第 108 第 ll(）；｝の 2誌より構成されるが，未調査区域に向って伸びているため、構成款

が増加することも十分因ぇ［）れる

第12列：第11列の北側にド嘩りし｀ lnlじく夫調査区に向って並び， 谷と並行するクルーフである

C型の第 105号 第 112けの 2桔によ．って構成される。

第13列：北西部に位散し，第12列と交恙する様に並び， 谷と斜交する角度のグルーフである。 A

型の第 102号， 第 103砂の 2)＋しより成る。

第14列：本列は谷沿に構築され， 谷に対して並行して並ぶグループである。発掘区の令l史に渡')

て延々と続いて，

第 107号，第 109号，

列に比べ特に長大となっているが，

第45号，

とらえられる。 C籾に属する第20号，第27号，第33号，第34号，第35乃，第43砂，

長軸jj|illの異る第47号の10基によって構成されている。本列は，他

数悲より構成されるいくつかのグループに細分されるべきかも

しれない。

以上のごとく本遺跡においては，同一型式ごとに整然と並ぶ14の配列が，認められている。

し，第14列によって代表される細分可能な長大なピ／卜列や，．どの列に属するのか混乱の多い西側

の地域等，整理されているとは言いがだい］ども多いr 発掘区中央部に他置し，

成す第 2列や第 8列，南部にあって 3基を基本構成とする第 9列芹の例からみるならば，細分可能

しか

2基によって一群を

なピ！卜列も存在する。

2且又は，

よって一群を成し

3基の単位として各配列をとらえるならば， 第 1りりでは， 第22局， 第24号，第25局に

第10列では，第 5号と第14号，

長軸のやや異なる第44号と第45号，

第23砂と第26号の が考えられる C 第14列で

は， 第33汀と第34号 第27けと第 109片灯の三群が独立して考え

られる。又， j之軸方向の共通性でみるならば，距離的に，やや離れすぎてはいるが， C型 II類と型

式の共通する第47号と第10列の第41号の組合せも考えられる。 t堀が，数多く構築されている西側
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の地域の第 3列では，第13号，第39号，第40号の 3甚による一群と宴 9乃，第12号，第48号による

一群の二者に細分できよう。又，第 6列第 7号と第 7列第 8号による組合せも考えられる。従って，

以上の組合せを加えて考えるならば， 19の群列が形成されていることになる。しかし， 14列から成

る配列と大ぎく変わるわけではない。この他に，前述した 2様の配列様式の， どの列にも属さず単

独で検出されている第 1号，第 2号，第 3砂，第10号，第36号，第37号，第38号，第42号，第 101

号，第 104号の11基の土墟が存在する。しかし，これらの土壊の多くは，調査区境近くにあり凋査

が行われていない西側の舌状台地に配列を形成する土墟の存在が求められることも大いに考えられ

る。又， 末調杏区に向って酉じダUが伸びている第 3列，常 4列，第11列，第12列，第13列や，小分割

の行われろ第14列等は，舌状沸に沿って配列が伸びていくならば南北に清曲して続く，幾列かに

収束することも想像されよう。

本遺跡の様に土壊が整然と並んで構築される例は，札幌 S153遺跡により明瞭な配列をもって

あらわれる類列をみることが出来る。谷に並行して並ぶ第 5列，第 8ダり(!)2本，谷と直文する様に

並ぶ第 1列，第 2列，第 3列，第 4列の 4本，舌状部に構築される第 6列，谷の奥まった所に位置

し，直交とも並行ともとれる第 7列の計 8本のピット列がみられる。

本遺跡と札醒 S153遺跨における上壊の構築状態をみるならば，多くの場合，意識的に整然と並

んで構築されているといえる。又，札幌 S237遺跡等では，単独で発見されており，この種の土壊

は単独，もしくはピ゜ノト列をかたちづくることによって，その機能をはたしていたものとおもわれ

る3

以上の記述の上で土城の長軸方向について，等高線に対する角度を用いf，谷に対して直交ある

いは並行する角度という）e現を使用したのは，遺構の立．地で述べているごとく，本遺跡や札幌

S 153遺跡の台地は，一見して平坦な状態にある。遺跡に立って，全く傾斜の感じられない斜度

0°11'25” という台地において本遺跡を営んだ人々が，なお精密に等高線に対する感覚が必要であった

とは考えがたいこと，等贔線が細かな曲線をもって表現される地域においては，長軸ガ向があいま

いとなり遺構の配列をつかむうえで，有効ではないと考えられるからである。又，傾斜地において

検出される土壊が，常に等高線に対して規則的な状態を示・しているとはいいがた＜，特に，本連跡

や札幌 S153遺跡では， 谷の存在を強く意識したうえで構築される配列方向がとられていること

から判断して，谷に対するおおまかな方向性のほうが，より有効と考えだからである C

土壊の構築年代

土壊の構築年代を明らかにするものの一—つに，遺物の検出があげられよ）。本遺跡において調査

された60基の土壊のうち24基のヒ゜ソト内より，何らかの遺物が認められている。しかし，これらの

遺物は，土壊の構築時期を明らかにするためには，あまりにも貧弱であり，遺物のありかたも土墟

の用途に関係なく覆土上層に位骰する里色上中に偶然転がり込んだものであった。又，土城の城底

郊に堆積ずる）腐植性の阻色卜中より検出されたものは，第46号において， トコロ第 6類の小破片が

数点認められたのが唯一の例であるが，士壊の構築状況を埋土の堆積よりみるならば，空洞の状態
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で，機能が発揮される様に構築されており，壊底面に士器の小破片が転落することも考えられ，唯

ーの発見例である第46号においても，上墟の構築に直接結びつくとは言いきれない面もある。従っ

て，本遺跡では土壊の正確な構策時期は，全く不明といわざるをえない。ただ，士墳相互の重複関

｛系よりみるならば‘, A刑と C型の構築時代差について，第42号，第43号，第44号の小投関係より A

型が古く， C型が新しく構築されているといえる。又，第44号と現代の構築物，第46砂と風倒木痕

第47号と風倒木痕，第48りと風倒木痕による 4例の重役関係からは，構築年代の手がかり 1よつかめ

ない。

以上，本遺跡で検出された士墟の構築年代に触れてぎたわけであるが，構築年代を明確にする手

がかりをつかむことは出米なかった。そこで，北海道の他遺跡に構築年代のある程度適格な判断を

下しうる例を求めるならば，札幌 S153遺跡，函館空港第 4遺跡（石本他 1975i森越遺跡（峰山

・大島他 1975) があげられよう。

札幌 S153遺跡では，堪壊との重複関係より計って，縄文時代晩期末葉以前の構築との結論を得て

いる。又， A型と C児Jの時間差については， A型が古く， C型が新しいとされており，本遺跡にお

！ナる A型と C型の時間差を肯定するものといえよう

函館空港第 4遺跡では，縄文時代前期の竪穴住居址との重複関係，及び，いわゆる銭亀沢火山灰

層 (447゚：：：：：100B,P) を切って構築されている事実からすれば，縄文時代前期以後のものといえよう。

森越遺跡では，縄文時代中期の竪立住居址を切って構築されており，これら数少い事例よりおお

まかな構策年代を捉えるならば，縄文時代中期以降，縄文時代晩期末葉以前の構築物といえよう。

又，形態による時間差は， A型が古く， C型が新しく構築されている。しかし，本州各地の構築年

代に関する報告例をみるならば，横浜霧ケ丘遺跡では早期以前，横浜港北ニュータウンで！ょ早期，

前期中葉以前，前期末～中期籾頭以前，前期末～中期初頭など各時期にわたマ）て構築されているよ

うである（横浜市埋蔵文化財調査委員会編 1974)。従って，この種の遺構が単一の時期に出現，消

失するのではなく，狩猟伝統に基づいて構築されるのであれば，長期間各時代にわたって受け継が

れていったものとも考えられる。

土凛の性格

本遺跡において検出された60基の土壊について，いくつかの角度より検討を加えてみたc これに

よると各土墟は，自然堆精によって埋没したものであり呵構築されるにおいては空洞の状應が必要

とされていたものとおもわれる。構築される位置は，谷の存在を強く意識したうえで谷沿の地域に

多くつくられ，谷から遠のくにしたがって減少する傾向にある。又，ある程度の傾斜地においても

構第されている事実からすれば，立地に対する制約や好みは，あまり強くないようである。上壊相

互の関係は，谷に対して並行に並ぶか，谷と直交するような角度で並ぶ数基からなるピット列を形

成することによってその H的とするところの機能を果していたものとおもわれる。各七壊の構築年

代については前述したごとく明確に決定することは出＊なかったが，北海道内の他遺跡の類例など

より推測するならば，縄文時代中期以降，晩期末葉以前に構築されたものとおおまかに捉えること
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が出来る。しかし，関東各地の報告例と比べるならば時間的な差異が認められ，この種の士演は各

時代にわたって長い間存続していたことも考えられる。

この種の土墟の用途・性格については，構築年代を明確に決定するに足る要素が何ら発見されて

いないことと同様に，＇袢格決定を IIH確に行うに足る遺物は，↑く検出されていない したがって，

ここでは現実に存在する土壊の状況から求めて考えてみたい。

大地に穴を掘ることによって成されるヒ壊の用迎としては，一般的に落壊，貯蔵穴，陥穴などが

想像されよう。しかし，前二者とするには埋土の状態が自然堆積によってなされたものであり，人

為的な埋め戻しが行われた様子はない。巣落が近くに存在しない場所にも構築されており，特定の

地域に集中することなく広い範囲にわたって整然と配置され l'.-f然の地勢を意識し谷と強い相互関係

のもとに長軸方1句を決定している。又，構造的には墟底部にみられる小柱穴の存在，形態的には溝

状を呈する形状など否定的な要素が強い。後者の陥パとする説をとるならぼ前述した状況の多くが

よく説明され，否定的な要素はあまりみられない。

狩猟方法の一つに陥穴が存在していたであろうことは，すでに直良信夫氏の指摘するとごろであ

った（直良 1963,1965, 1968)。氏は，住居の周辺にみられる不可解な孔や溝はクマやオオカミと

いった野獣の来襲を防ぐとともにイノシシやキツネを捕獲する目的で掘られた陥穴であったろうと

いい，又，陥穴が独自に存在するならばfi居の位置と 1よ，相当離れた場所に設けられているのであ

ろうと述べている。構築される場所については，獣には，おおよそ定まった通路があり，その通路

にそって 2~5個ならべて設け上部は草木などで偽装し，時には壊底より上向きに竹槍をつきさし

たものがあるとしている。

このような条件を本遺跡の土壊群のありかたと比べてみるならば，人為的な埋め戻しが行われな

い自昧堆秒であることは当然のこととして，集落が近くに存在しない場所にも構棄され，自然の地

勢を強く意識したうえで特定の地域ではなく広い範囲にわたって検出されており，各土檄は谷と強

い相関関係のもとに長軸方向を決定し整然と並ぶピット列をかたちづくっている。構造的には塘底

部に小ピットの存在するものもあることなど上記の陥六を構築する条件に十分みあっていると考え

る。又，札幌 S153遺跡における土壊のあり方も陥穴として構築されたとする条件を十分にみたし

ているものと言えよう。

さて，本遺跡や札幌 S153遺跡において数多く検出されている土壊が陥穴とするならば，特に

北海道という自然においてはどのような動物を対象としていだのであろうか。かつて札幌園辺には，

ヒグマ，エゾシカ，エゾ牙ォカミ，キタキツネ，エゾノウサギ，エゾイタチ，エゾモモンガなどの

猷類が生息していた（札幌市史編集委員会 1958)。なかでもエゾシカの生息数は多く（犬飼 1952),

間拓以前の北海道はシカでみちあふれており，シカの落角は上中に層をなし，落角の掘りおこしは

入植者を悩ませたという（大泰可 1972)。

捕獲しようとする動物を土壊の形態，規模からみるならば｀クマを対象とした場合には細小すぎ

て来襲を防いだり，陥穴猟によって捕獲するという合理性に欠ける。又，小動物を対象とするなら

ば構築に費やす労力に比べあまりにも非能率であり，たとえ偶然何らかの小動物か落ち込むことが
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あったにせよ具体的な対象動物を想像することが出来ないなど否定的な要素が強いといえよう。で

は，シカを対象とした場合にはどうであろうか。溝状を呈する A型のものでは，シカの胴部幅にほ

ぼちかい広さであり，深さにおいてはシカの平均肩高80-llOcmを十分カバーしている。長楕円形

を呈する C型のものではシカの平均体長110-170cmに相当し，深さにおいても同様のことが考えら

れる。つまり，このような規模にある土塙中に落ち込んだ場合，身動きのとれない状態となり， シ

カのように優れた跳躍家でも跳び上って逃げ出すことは困難であろう。又，一頭を捕獲することに

よって得ることの出来る肉の量や毛皮の利用性という点からみてもシカを対象としていたことは十

分考えられる。

シカは，群をつくって行動する動物であり群の編成や規模は，各季節の幹らし方の追いによって

異なっている。

春がぎて木々が芽を吹く項になると雌たちは，小さな群に分かれ山里近くまで広く散り柔らかい

草の上に子を生み，夏の間も f連れの雌は数組集まって小さな群をつくり山奥から山甲近くまで分

散して子供を育てる。椎ジカは沢や泉のわぎ出るところにぬ；こ場をつくりテリトリーでは，数頭か

ら10数頭の雌を従えているといわれ，ぬた場近くの台地は，交屋の場所となっている。雪が積もる

頃になると雌阿志，雄同もの群は集合して数十頭から 100頭以上の大きな群を形成し，雪が深くな

ると山の奥へと移動を行う，」シカの群か移動を行い積雪期を過ごす場所は，野山が深い雪に覆われ

ても北風によって雪が吹き飛ばされ笹の葉が露出したり，深くは積もらない谷などを見通すことの

出来る南西向きの斜面や雑木林である。このような場所を積雪期の『居つき場所』といい，居つき場所

では各自定まった寝床を決め採食を繰り返している。寝床では一様な姿納をとっており，頭は谷を

望み尾は山側を向き排泄物が 1カ所にかたまってうずたかく山のようになっているという。 2月，

3月の積雪が最も多く，溶けかかった雪が凍りつく時期はシカにとって一番苦しい季節である。こ

の時期には，征を掘ることが出来ずに餓死するものや，野犬に襲われるものがでる。又，春先には

穴から出て来たヒグマに捕えられることもあるという。

シカの食物は，春から夏は木の芽や葉，秋にはドングリやコクワの実も採食し，冬になると笹，

タラノキ，アオダモ， トドマツ， シナノキなどの樹）支や萌芽林の小技を食べる。冬のシカは， ヒヅ

メやツノで害を掘りなから食べ，時には lmも雪を掘って採食するが伯の他，樹皮や小枝は栄養

｛こ乏しく採食に時間がガかる。

このように，シカは冬になると大きな群をつくり居つき場所へ移動を行うが，オオカミなどの捕

食者から一番ねらわれるのもこの時期であるの

以上，やや冗長にシカの行動について触れてきた。本遺跡や札幌 S153遺跡は，共に湧水や小川

などがすぐ目の前に求められ，南西向きの台地に立地している。又，本遺跡と並行して札幌市教育

委員会が調査を行った近隣する札幌S262,S263, S265, S269遺跡でも同種遺構が検出されており，

共に南西向ぎの台地に営なまれた遺跡であった。このよ）に南西向きの地勢にある本遺跡を含めた

この地域一帯が，かつてはシカの居つき場所的な存在であったことに十分考えられることであり，

季節的なサイクルによる移動を行わない動物を対象として猟を行うのであれば別として，季節によ
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って離合梨散を行う動物を対象とするならば，広い地域にわたって，散っている季節に一頭一頭追

いかけるのではなく大きな群となって定着する時期をねらうのはオオカミなどの捕食者ばかりでな

＜狩猟者としても当然な方法であろう。

このような状況にあって，陥穴による狩猟法が非院率な方法としてみられる面 i，あるか，この種

の土横が冬期間に利川されていたとするならば合理的なものといえる。つまり，夏期に使用される

ならば，常に巡同なとして獲物の捕獲状況を聞べ腐乱を防止するとともに索早く処理しな Itればな

らないが，冬期であるならばこのような心配はある程度さけることが出来る。毛皮の状態は，シカ

ばかりではなくどのような動物においても冬期間が最も良く狩猟者にとっても喜ぶべき時期といえ

よう。又，」：壊の構造において，上部に偽装を施したものなのか，むき出しのまま利用されていた

のか，調査時には明確な結論が得られなかったのとともに本論においても全く触れていない。しか

し，これらの土塙が冬期間に利用されていたものであるのならば，降雪によって野山が雪に覆われ

た時，人間にもシカにも令く見分けることの出来ない最良の偽装がほどこされた状態となり，人為

(!勺な偽装を強制する必翌がないとおもわれる。だが，降雪によって覆われている土壊が，常にシカ

の落ち込みうる条件にあるとは限らない。 2月， 3月の溶けかかった雪が凍りつき，いわゆる雪渡

り（堅雪）の出来る時期になるとシカにとって一番苦しい季節であるとともに土壊の機能も停止した

状態にあると考えられる。

したがって，これらの土壊を利用した陥穴による狩猟は，無差別に数多くの土壊を構築し，偶然

通りかかった獣が落ち込むことを期待するといった怠t曼，かつ消極的な狩猟法ではなく，シカの生

態を熟知し日常サイクルの中で必然的に落ち込み易い場所を選んだうえで構築された合理的な狩猟

形態とえよう。

以上，本遺跡で検出された60基の土壊が陥穴として構築されたものとしてすすめてきたわけであ

るが，多くは推測の上で成りたっており，今後，この種の土壊の性格決定に関しては，多様な角度

から解析がはかられるべぎであろう。

（内山真澄）

第 3章上器群について

第I群土器

縄文時代早期に属するもので，貝殻文・沈線文・列点文が特徴的な，平底円筒土器である。

本遺跡にては，第 1 次調査•第 2 次訓査を通じ比較的多く得られた上器群である。

本群土器に類する資料は，近年の発掘件数の増加とあいまって，札幌因辺においてもその出士例

ヵゞ多く報告されるようになってきた。

本遺跡にて得られた資料は，その文様構成等非常にバラエティに富み，文様の組み合せ等により

6グループに細分された。
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a,無文あるいは，軽い擦痕様の文様のみられるもの。

b, 貝殻条痕文を地文に，貝殻腹縁文が2~3段めぐるもの。

c, 貝殻腹縁文が、数段から数10段施文されるもの。

d, 貝殻腹縁文と沈線文が，横位に交互に施文される。

e, dと細分されたもの 1ご，列点文が加わる。

f, 波線文のみ，あるいはこれに列点文が加わる。

以上が，本群土器に於いての文様による分類である。貝殻肋緑文，沈線文，列、1,',i、文の多様性が，

本遺跡の特徴といえよう。

かつて筆者は，縄文時代早期の平底土料群に関して，その文様構成筈による分類と地方差，文様

等の変遷より各土器型式間の序列について考えたことがあった （羽賀 1976)。

縄文時代早期における平底士陪群中，条痕文，貝殻文，沈線文のみられるグループは， 6~7の

グループに細分される。

(1) 半戟竹管状工具の内面による条痕文が特徴となり，土器底面に貝殻背面圧痕を打している

「暁式士器」 I,i11［野 1%1)` 貝船背1川圧痕iよみられないが同様の器形・文様をもつ「テンネ）レ式土器．

（沢 1964)，のグループ。なお両者共に，絡縄体圧痕文が施文される例が若干含まれる。

(2) 下頃辺遺跡より得られだ，輻I]、のへら描き沈線文が横位に敷段施文される「下K頁辺式士

器ー（山内編 1964) ｛こよって(¥}立されるクループ。

(3) 貝穀条痕文が横位に施文され，貝殻腹縁文，沈線文，列点文等が特徴的に施文され，平縁，

被状□縁もみられる 1←i印凡式土器」（沢・西 1973)によって代表されるグループ。

(4) 「沼尻式士器」に非常に近い器形・文様を有するが， さらに沈線文，貝殻腹縁文が特徴的

となる「虎杖氾式土閤｝」（大場他 1962)のグループ。

(5) 器面に粗雑な条痕文がみられ，底部に張り出しを h^ している。口縁部に微隆起線文がしば

しばめぐるものがみられる「大楽毛式土器」（沢 1964)によって代表されるグループ。

(6) 波状口縁のものが比較的多く，特徴的な貝殻腹縁文が口縁部付近にみられ，隆起帯文が口

縁をめぐる「大澗式土器」（大場他 1955)によって代表されるグループ。

(7) 波状，平縁が半々ぐらいに存在し，沈線文，列点文がきわめて特徴的にみられ， Ll唇ドに

隆起帯をめぐらし，喩起帯上にへら状［具，具殻腹縁等にてきざみ目を付ける。若干だが絡縄体圧

痕文を有するものをも含んだ， 「上坂・アルトリ式土器」（名取・峰山 1954), （竹田 1956)のグル

ープ。

以上の 7グループに細分されると考えたが，本遺跡出土の第 I群士器の場合，その文様構成に関

しては，非常にバラエティに富んでおり，これらの中においても貝殻条痕文，貝殻版縁文，沈線文，

列点文が単独にあるいは複合して施文されるグループが特に多く特徴づけられる。これらの特徴が

最もよく現わしているのは，（3), (4)の「沼尻式土器」， 「虎杖泊式士器」である。

「沼尻式土器」， 「虎杖浜式士器」は，非常に類似した器形，文様構成を有しておりその差異は

かならずしも明確にされてはいない。またその Cl4年代の測定についても「沼尻式 I：器」が7130士
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120B P （沢 1969), 「虎杖浜式＿い器」が7700士200BP （大場・c.s．チャード 1962) と両者共に非

常に似た数置が示されている点が惰、；はされよう。

しかし第 I群土器とした土器群中には，その文様構成が，従米いわれて来た「沼尻式土岱」，「虎

杖浜式土器」の概要より大ぎく逸脱した土器力)貪まれている。

たとえば， Cと分類されたものの中に貝殻腹縁文を糊位に波状に連続押圧したものがあり，これら

は，かつて「住吉町 l決り」―¥B類土器」（大場他 l955) と分類されて来たものであなまた b,eと分類

したものに比較的多くみられる口唇上にへら状「具，貝殻腹縁を使用した連綺したきざみ目，貝殻

腹縁文，沈線文等が複合して山形，三角形を呈する文様とする物布は，「住吉町・上層式A類十．器」

（大場他 1955) と分類されてきた士器群の特徴を強くうかがえる。

本遺跡に於いて，第I群土器としたものをその文様構成，組み合せより 6グループに細分したが，

そ．の全体的な概要，文椋施文に関してのモチーフ芹より，数型式の土器が混在して円られたとは考

えられず， 「沼尻式土料」， I虎杖浜式土器」を含んだ単．＾型式の地方差をもった十器群と考えら

れ，文様等の差異もその中のバリエーションとして考えたい。

文様のバリエーションの中に， 「住吉町式土器」によって代表される「貝殻文尖底十岱群」に特

徴的な文様嬰索，施文方法が含まれている、点より， 「沼尻式土器」，「虎杖浜式士器」を含んだ「貝

殻文平底土器群」との関連，時間差等を考える上で重要な意味をもっているように思える。

「住吉町式土器」は，函館市住吉町遺跡にて得られた土器群であり，円錐形の深鉢形土器で大多

数のものは底部尖端に顕著な乳頭様小突起がある。平縁，波状口縁を含み，文様は細文，貝殻腹縁

文，同条痕文，剌痕文（列点文）， 沈線文，指圧による浮文等が単独にあるいは複合してり笹文され

た土器群である。 l)縁部形状より 3類に細分され（児玉・大場 1953)，その後「住吉町下kり式 A類」，

「住吉町下層式 B類」と 2分されている（大場 1955)。

同種の資料は，七飯町鳴川遺跡にても得られている。鳴川遺跡より得られた土器は， 「住吉町下

層式土器」と称されたものと同様に貝殻文尖底土器であり， 「住吉町下層式士器」に比して器形，

文様の出現頻度に差異が認められ， A, Bと2類に分類されたものの内， A類土器を「鳴川式士器」

と仮称している（高橋 1967)。

これら，．「貝殻文尖底土器群」は，東北地方にて多くみられ， 「吹切沢式土器」（几坂 1954),

「物貝台式土器」（江坂 1950)等の存在が知られている。

その序列については，種々の論議がなされているのであるが， 「住吉町下層式土料］は，その器

形，文様構成より「物貝台式士器」に比定されそうである。

さて， 「物貝台式土器」， 「吹切沢式土器」の序列については，最近では，その器形，文様構成

の変遷より「吹切沢式土器」→「物貝台式土器」の序列が示されているようである（北林他 1975)。

「住吉町下層式土器」は，その文様構成，器形をとっても比較的バラエティに富んでいる。その

中において，若＋の時間差を考える事も可能ではないかと思われる。 「A類」， 「B類」に細分さ

れているが， 「B類」としたものの中には，貝殻腹縁文を縦位に連続して押圧する波状貝殻文等が

みられ， 「吹切沢式上器」にみられる文様要素と考えられるものが含まれている。
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東北地）j(!)貝殻文尖底上器群，さらに［住吉町下層式士器」等と，道東域に特にみられる貝殻文

平底土器群との関連， J:し較1こついては，林氏1こよってなされた事があるか，それ以後ほとんど行わ

れてはいない。

林氏の見解によると， 「住吉町式士伶t」は，その文様構成より「物貝台式土器」に類似し， 「物

貝台式士器」に対比される。 「住吉町式十沿：f」に匹敵する古さを示す他十閤｝は，女満別飛行場出土

の土器（沼尻式土各怜）がある。

道東の「沼尻式 t：器」の貝殻文による文様構成は， 「住吉町式士器」のそれより粗雑であり，時

間的には「沼尻式土器」は「住吉町式い器」より先行するものであろうとしている（林 1966)。

道東部における平底士器群は， 「テンネル・暁式土器」→「下頃辺式士協」→「沼尻式土器」→

「大楽毛式土器」の序列をとったと考えられ，貝殻文による文様施文が特に盛行するのは， 「沼尻

式士器」とこれにほぼ並行関係にある「虎杖浜式土悶」の時期である。また「沼屈式土器」， 「虎

杖浜式土器」に類する平底の［器群は，全道域にその分布が広がっている点が留意される。

札幌T210遺跡 (J::野他 1976) にては，本遺跡にて第I群土器としたものと同種の士器群が得

られている。その中にふごく徴量だが尖底上料の底部破片も出土している。士器群の文様構成は，

バラエティに富んでおり「沼尻式上器」， 「虎杖浜式土器」を中心として多岐にわたってしヽる。

これらより類推するならば，東北地方にて盛行した貝骰にて文様を施文する手法は，住吉町，

鳴川等をへて道央部にて「虎杖浜式土器」， 札幌洞辺での本遺跡， T210遺跡等の上器群を発生さ

せ，消東域の「テンネル・暁式土器」→「下頃辺式士器」の古来の土器群に影響を与え， 「沼尻式

土器」を発生させたという仮況も考えうるのではなかろうか。

本遺跡に於いては，尖底のものは皆無である。器形的には，全て円筒形で波状口縁，平縁のもの

がみられるが，口縁が方形を呈すると考えられるものが， 3, 4点みられる。 11縁が方形をなす士

器は，道東域にて「沼尻式土器」に後属すると考えられる絡縄体庄痕文を特徴とした「浦幌式土器」

（名取 1962) に多くみられる。

また，尖底土器群では「吹切沢式七器」に若干存在しており（井上他 1976)，平底土器群では，

「虎杖浜式土器」に比較的多くみられ， 「沼尻式土器」にも若干だが報告例がある（河野 1967)。

「沼尻式土器」より系統的にその変遷がたどられる「浦幌式土器」に至って，口縁が方形をなす

土器が多く出現する点は，先にも若干記してきたが，貝殻文を有する土器群が，東北地）jより道南，

道央をへて道東域に地方的な差を生じつつ広がったと考える一要素となるであろう。

林氏の見解（林 1966)では， 「沼尻式上器」はその文様構成が「住吉町式士器」より粗雑で簡

単であり， 1段階古いものと考えられているが， 「沼尻式土器」， 「虎杖浜式士器」に類する資料

は，たとえば，日高地方においては， 「田原A式土器」（藤本 1958)等がみられるようーに，若干の

地方差を有しながら全道域に分布する点よりみて，むしろ「住吉町式土器」等の尖底土器群の文様

である貝殻文が道南より道央をへて広がグ）たと考えるのが妥当なのではなかろうかc

「沼尻式七器」にみられる文様が「1主吉町式士器」にみられるより粗雑で簡単であるというが，

「沼尻式土器」が一段階古いのではなく，貝殻文を施文する事が東北地方，道南から道央をへて令
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直的に広がった結果として文様が簡略化されたとも考えうる 0

この事長を裏付けるかのように， i沿尻式土悶」とほぽ並付関係にあるとされている「虎杖浜式

土器」は，その文様構成において［沼尻式土器」以上に貝殻文のバリエーションがあるように思え

゜
入

8

以上，本群 t器についてのまとめを，尖底土器群との関連より若干記して来た。しかし本道にお

ける縄文時代早期の各土器群についても，当然考えられる地方差等を無視して型式名を設定する例

がみられるなど，その編年的研究の指針が確立しているとはいえない状況にある。

札幌周辺の、ごく少量の資料では不確実な要素を多く含み，体系的な事’たは導ぎ出されないかも

しれない。筆者の浅学なるゆえであるか，｝しりの御指悦を賜れば幸いである。

（羽賀憲二）

第11群土器

縄文時代中期末蔀に位置するであろう，土器群である。

本遺跡にて得られた土器は，この類に属するものが最も多い。

口縁部にめぐる円形刺突文が特徴となるもの，半歓竹管状工具による文様施文が特徴となるもの，

口縁に折り返し：こよる肥厨部を有し，太い粘卜帯が数段めぐるもの等， 3グループ程度の土器が混

在して得られている。

これらの士器群は，その文様等より a, b, cの3類に細分された。

a類としたものは，口緑郎 1こめぐる円形刺尖文が特徴としてあげられるもので，草｝］日トコロ貝塚

出土第 6類土器によって代表される土器群である。

札幌周辺にては， 白石神社遺跡（加藤・上野・羽賀 1973), T 77遺跡（羽賀 1974),T310遺跡（上

野・羽賀 1974)， 平岸坊＿士山遺跡（畑 1966)等にみられる。

b類としたものは，口縁に折り返しによる肥厚帯を有し，太い粘土帯が数段めぐるといった特徴

を有するもので，余市町大谷地貝塚出土の余市式土岱によって代表される土器群である。

c類としたものは，半祓竹管状［具にて施文されるといった特徴がみられたもので，平岸大＾神山

遺跡（菊地 1967)，嵐山遺跡（斉藤 1966)，名寄智東B遺跡（山崎 1966, 山崎・長谷川 1968) 

ド層出士の上器群に類似する責料である。

これら 3グループの土器群は，編年的にもほぼ並行関係にあったと考えられており，札幌周辺の

遺跡においては，これら 3グループの土器が混在して得られる例が多いようである。

本遺跡にては， a類土器としたものが大部分であり， b, C類土器はごく徴量にしか得られてお

らず，これら 3グループの土器群の相互の関連に至った調査は行われなかった。

これら 3グループの土器群を含む，縄文時代中期の研究は，吉崎（吉崎 1965) によって新境地

が開かれ， さらに高橋によって集大成されたといってよい論考が発表されている（高橋 1972)。

これらの高考による，縄文時代中期の大要ぱ，現在多くの浙究者に支持されている所であり，最

近の発掘件数の妍加と相いまって当該時期の資料も増加しているが，その大要は変化していないと
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思われる。

しかし， c類と分類した土器群は本遺跡においてもごく微量にしか得られてはおらず，また類似

する資料も，増えてはいない。

今後， c類と分類した上鉛群の良好な遺跡の訓査より，その土器群の系統窄様相は明らかになる

であろう。さらに［トコロ 6類土器」， 「余市式上協」との関連についても明確な断が下されよう。

（羽賀憲二）

第III,N, V群土器

第III群土器としたものは，第 1類（昭和50年度発掘出土士僻）と第 2類（昭和51年度発掘出

士土料）に分類することがでぎ，時間的には，前者が新しく，後者が古いと言え 9よう。

第m群第 2類土筈は，幾何学的な沈線によって囲まれろ縄文と磨消帯とをて様の主体とするもの

で，現在のところ北海迎南部の渡島半島から主として発見されており，札幌地方からの出土は初め

てである。

本類に最も近い屯のとしては，松前町原口遺跨（西連―与 1976)出土士器で胴報内書第11, 12図

に示されるものがある。この時期に近く位置する土器としては，松前町大津遺跡（斉藤・氏江 1974),

知内町涌元遺跡（千代 1972) などであろう。しかし，これらの遺跡出士の沈線文と縄文の組み合

せによる土器は，本遺跡出土第77図1, 2に見られるような文様及び椎拙な入組文を主体とするも

のが多く，本遺跡出土第77図3及び，原[1遺跡第12図26に見られるような文様を有する士器は見ら

れない。この種の上器が偶烙的な所産によるものか，または，ある程度の時間的ないしは空間的な

意味あいを有するものであるかについては，今後の資料増加を待ちたい。

第m群土器第 1類とした第51図 l~5に示すt曲は，横走または山形の沈線に縄文を E1本とする

土器であり，縄文時代後期中葉に位置づけられよう。この中で， 2の沈線文と縄文に尾を引くよう

な刺突文を配するものは，礼文島船泊遺跡（児玉・大場 1952)出上の船泊士層式土器に極めて近い

文様を有する土器である。しかしながら， 1, 3に見られる士器は，船泊士層式上器よりも後出と

思われる札帳市手稲遺跡（大場・石川 1956)を標式上器とする手稲式士習｝にも普遍的に見られる文

様であり，本遺跡出土の貧弱な資料では，このいづれとも決しかねる。

第N群士器の位潰する時期について，最も示唆に高む t脳は，第73図5に掲ける台付鉢であろう。

この台付鉢の文様構成に蔽も面似する土器としては，尻岸内町日ノ浜遺跡（竹田 1969)出士のも

のがある。日ノ浜遺跡出土土油は，一般に東北地方の大洞 C2~A式士器に比定されている。

札幌近縁で，日ノ浜式土器に比定しうる遺跡としては，恵庭市柏木）II遺跡（藤本・裔橋 1971)，長

沼町タンネトウ遺跡（野村 1962)，千歳市駒里遺跡（石川・金山 197(））などがあげられ，本遺跡か

らザ土しだ土器の編年的位翫も，このあたりに求められよう。

第V群士器としたものは，続縄文時代の所産であり，いわゆる後北C1式士器である。

（加藤邦雄）
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本遺跡の発掘調査によって得られた事実については，発掘調査を祖当した湖査員によって，各章，

各節に分って述べだとおりである。ここでもう一度，その概要について述へれば，次のとおりであ

る。

出七遺物は，縄文時代早期，中期，晩期の土器，石器が主体であり，これに伴なう遺構としては，

縄文時代中期に構築されたと推察される。いわゆる Tピットと呼ばれる陥し穴と考えられるピソト

60個，同じく中期の竪穴住居跡 2軒，竪穴住居跡と同様な平面，及び断面形を持ちながら，炉，柱

穴，その他の痕跡から，竪穴住居跡と断定するに至らなかった遺構 1個，縄文時代晩期の墓と考え

られるもの 2個である。

いわゆる Tピットと呼ばれる遺構については，近年，閃束以北の地域に普遍的に見られるもので

あり，その性格については，今村啓爾氏による詳細な論考が見られる。札幌市域にあっても，近年

の発見数はかなりの数を見ることができる。本報告のなかで，内山真澄は，札幌市中から発見され

たピット類の集成を行なうとともに，動物生態学の立場からの助言を得て考察を行なっている。ま

た竪穴住居跡については．羽賀憲二が，遺物の出土状態の詳細な観察の事実に基づき考察を実施し

ている。

本遺跡の発掘によって得られた結果については，以上のような事実のほかに，もう一つ大きな成

果を得ることかできだ。

それは，遺跡の東側部分の遺物のほとんど検出されなかった地域からも，かなりの量のいわゆる

Tピットが発見されたことである。この報告のなかでも述べているように，この種のピットが，従

来から言われているように日常の生活の場として使用されない，いわゆる狩猟場としての性格を有

するものであれば， H常生活用具としての土器，石器類の発見が非常に少ない事実は，当然のこと

として受けとめなければなるまい。さすれば，今後の発掘調査においては，地表面からの，あるい

は試掘調査によって得られる遺物が極端に少なく，一部の心ない人によって言われている「遺跡と

して認定し得ない」か，またはその接点にある「遺跡」の取り扱いについては，十分留意しなけれ

ばなるまい。

現在，本遺跡のように地表面からの観察，もしくは，試掘調査によって得られる遺物が，極端に

少ないか皆無に等しい遺跡の取り扱いについては，かなりなおざりにされている傾向が見られる。

いわゆる「調査にたえられない遺跡」「重要でない遺跡」等々に加えて，はなはだしくは「遺跡と

して認められない」との暴言に近いものさえ聞くことができる。私ごとぎ若輩に取っては，遺跡と

は何であるかとの定義を述べる力はないが，人々の生活に使用した遺物と，生活の痕跡さえあれば，

如何にそれがささやかなものであれ， 「遺跡」として大事に取り扱って行きたいと思う。
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また，遺跡の範囲確定にあたっても，現在我々の実施している発掘調査では，面積を広く取り過

ぎるとの批判も聞く。しかし，現在実施している程度の試掘調査をもって，発掘調査を実施する範

囲を正しく確定するとなれば，かなりためらいを惑じないわけにいかない。例えば，本遺跡の例を

取って見ても，試掘調査によって遺物を発見し，遺構の存在を確認し得たのは，縄文時代中期の竪

穴住居跡を発見した一帯に限られている。この結果からのみ調査区域を確定した場合，本遺跡発見

の，いわゆる Tピット群の半数近くは，永遠に日の目を見ることがなかったであろう。ちなみに，

試掘調査は発掘調査を実施した地域はもちろん，その他の地域までに及んで実施し，その方法は，

ほぼ20mメ、；シュの交点に正しく 2mX 2 mのグリットを設定して発掘している。

現在，我々の実施している方法は，試掘調直によって確実に発掘調査を夷施しなければならない

範囲を確定するとともに，加えて遺跡としての広がり持つ可能性のある範囲をも含めて，発掘対象

面積として捉えている。そして発掘調内に ‘lいては，試掘訓査によって確定している遵椙遺物の

発見される範囲の調査を集中的に行なうとともに，遺跡としての広がりの可能性を特-)地域につい

ても，試掘調査をより数段精密な調査を実施することにより，遺構の存否について確認を進めてい

る。

この方法が、すべての地域に及んで'[施でぎるか否かについては，その地域に密着して，如何に

正確に過去のデーターを積み tげているかということのみに，かかわってくるのではあるまいか。

即ち，この方法を採用するためには，遺跡の調査範囲と密接なつながりを持つ，調査行程と予算の

積算という設計害を確実に書き上げなければならないからである。

ともあれ，さまざまな試行錯誤を積ねながら， 4年有余にわたって札幌市中の埋蔵文化財保護

（といっても発掘調査が主体であった）に従事してきた。今後とも大方の暖かいご指導のもとに，

より一歩進めた文化財保護の推進に努力してゆきたい。

（加藤邦雄）
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第4表 S267, 268遺跡（第 1次調査） Tピット一覧表

ピット番号
開墳部 開壕部 壌底部 壌底部

深さ白 長軸方向
平面形 長径X短径呵 平面形 長径x短径臼

1 溝状 264 X 68 溝状 | 2SS X 16 146 N-3T-W 
' 

2 99 (364) X (82) 99 400 X 14 
147 □N-1w7 -E  

3 99 
i 352 X 72 99 367 X 25 12(） ° -E 

4 長楕円 220 X 90 99 200 X 38 128 N-18°-W 

5 ’’ (150) X (140) 隅丸長方形 87 X 33 132 N-18°-W 

6 溝状 303 X 61 溝状 266 X 14 102 N-66°-W 

7 99 274 X 59 ” 312 X 21 136 N-89°-E 

8 9・, 330 X 81 ’’ 294 X 12 140 N-76"-W 

， 99 218 X 68 99 158 X 11 114 N-20°-W 

10 99 366 X 89 ’’ 295 X 23 127 N-16°-W 

11 ” 352 X 88 99 376 X 29 105 N-14°-W 

12 99 230 X 63 99 223 X 12 144 N-9°-E 

13 99 227 X 54 99 216 X 10 133 I N-33'-W 

14 長杓円 189 X 105 
不整

136 X 38 123 I N-10°-W 
隅丸長方形

15 溝状
414 X 二l痣］ 溝状

422 X 31 139 N-64°-W 

16 99 396 " 407 X 12 134 N-54°-W 

17 99 (355) X 84 99 354 X 11 121 N-10°-E 

18 
長柏l'！l、」I 263 X 103 

99 238 X 35 120 N-3:!"-W 
—— ー ・ ， 9

19 溝 I 262 X 70 ’’ 228 X 18 117 N-12°-W 

＇ 

20 長楕円 164 X 100 隅丸長方形 9,1 X 41 120 N-18°-E 

21 溝状 244 X 80 溝状 178 X 11 107 N-30°-W 

22 長楕円 (180) X 127 I/ 184 X 21 171 N-58°-W 

23 長楕l'l 179 X 116 隅丸k方形 124 X 35 126 N-6 °-W 
-..  

24 ’’ 159 X 92 溝状 193 X 18 161 N-80°-W 
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形 態 I配 列 I小ピット土器石器 I 備 考

'- I l ! 

A I i ¥, I 剥）『13

Al 

A 11 

4;H- ］ 
A I I 6 I 

I ： 糾がJ]1 1 ', 1 [ 4 l l A I 6 | 口

A l 4-

,¥ I 
I 

A II 

゜
剖片 2 皿状の小 l’ーノト 2 個をす、1J••) り

A ll 4 口 剥J「6
＇ 

A I 1 3 
I I 

A I I 3 I 判片24

C I I 10 ！ 1 I 判片 l

刹J',12］, 
倒片22

B I 8 

A I 

C I 

ど

1 --l | 1  I 
| 

＇ ： ＿ 

剥片 l

]； 
C I i HJ 

A III 
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ピット番号
開壌部 開墳部 填底部 I 墟底部 ！ 深さ臼 長軸方向
平面形 長径x短径臼 平面形 長径x短径臼

25 99 i 171 X 96 99 207 X 18 180 N-80°-W 

26 99 191 X 120 不整
142 X 50 135 N-25°-W 

隅丸長方形

27 99 (162) X 105 隅丸長方形 l22 X 30 137 N-55°-E 

28 溝状 i 223 X 58 溝状 275 X 20 115 N-82°-W 

29 長楕円 (246) X (139) 99 (198) X (46) 180 N-10゚ーじ

30 99 197 X 94 99 190 X 42 155 N-81°-E 

31 ” 209 X 87. 99 217 X 26 172 N-21°-W 

32 99 264 X 114 99 256 X 36 176 N-5 °-W 

33 i 
,, 225X 170 ,, 171ペ 34 183 N-13°-W 

34 ’’ 194 X 129 隅丸長方形 107 X 32 152 N-5 °-E 

35 ’’ 185 X 115 99 126 X 33 i49 N-25'-E 

36 99 144 X 95 不整
隅丸長 }j形

103 X 29 108 N-13°-W 

37 楕円 71 X 56 楕 l'l 28 X 15 99 N-50°-E 

38 溝状 254 X 97 溝状 245 X 16 163 N-30'-E 
， 

39 99 238 X (70) 99 189 X 10 135 N-33°-W 

40 99 (238) X 70 99 (210) X (11) 113 N-4 ° -W 

41 隅丸長方形 136 X 56 隅丸長方形 llO X 30 110 N-65°-W 

42 溝、状 288 Y 77 
| 

溝 1大 344 X 7 114 N-83°-W 
--

43 長楕円 1150)x(130) 隅丸長方形 (78) X (52) 122 N-74°―E 

44 溝状 (320)ス 56 溝状 (351) X 11 153 E-W  

45 長楕円 140 X 90 隅丸長方形 100 X 30 127 N-56°-E 
•一

46 溝状 393 X 30 溝状 408 X 17 143 N-56°-W 
； 

47 隅丸長方法 100 X 40 ，| 隅丸長方形 95 X 31 (100) N-80°-E 
l 

48 溝状 212 X 38 
I 溝状 186 X ， 

I 47 
N-33°-W 
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形態 配列 1I、Iヽ ピット土器 石器 備 考

Am 1 
! 

＇ 

CI 10 1 

CI 14 1 

AI し

B ， 
B ， 

--B  「I 9 
1 剥片 2

B 9 I 

Cl 14 u ,-

CI 14 
I -L  

CI 14 

CI ::; 

＇ 

□A I I - 3 
剥片 1

AI 3 

―ーロ
剥片 3

C II 10 現代のI覺乱と正複

＇ 

AI 剥片 7'T44号と重複

Cl 14 T44号と重複， T44号が古い。
！ 

Al 5 T 42, 43号と童複

CI 14 1 ―¥ 剥片 2 第5, 6 的と〗「複，第 5 号が古い。

AI 6 
1 

風国オ項いと小複＼ 剥片 4

CII 14 1 ” 

A I I 3 
i 

I 
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第 5表 5267, 268遺跡（第 2次調査） Tピット一覧表

ピット番号
開壌部

平面形

開壌部

長径x短径呵

墳底部

平面形

墳底部

長径X短径c而
I深さ(c叫 長軸方向

□□—乙 1 乙 X 8口髯 I大：14X l「)＇ 11{ N 57c_［ 

102”27}  x 84 1 口1□□-27°-W）ニ

112 楕円 187 X 126 隅丸長力形 78 X 25 121 N-81°-E 
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形 態

AI 

AI 

器

l --

備 考

AI 

AI 

CI 

CI 

l

-

―
 

―

ー

―

-□
'口―_

:
I
 

H
□ロ

,l~2·U 
じ

一

じ

―

ー

―

CI 

CI 

CI 

Cl 

l□-1 
＇ l l 1 : 

,―  
釧l,1^ 1 --/It-lj}|2 

三□ロ二
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第 6表 札幌5153遺跡 Tピット一覧表 153 

ピット番号
開壕部 開墳部 墳底部 壕底部

深さ臼 長軸方向
平面形 長径X短径(cm) 平面形 長径X短径呵

1 溝状 222 X 47 溝状 図20X 10 101 N -7 ° -E 

21 ’’ 289 X 84 99 251 X 12 91 N-8 °-E 
i 

不整 ＇ 22 長楕円 141 X 80 
隅丸長方形？

115 X 30 113 N-30°-E 

27 II 172 X 125 
不整

108 X 35 132 N-5°-W 
隅丸長方形

96 溝状 207 X 48 溝状 203 X 10 83 N-12°-W 

123 長楕円 147 X 93 
不整

102 X 30 123 N-78°―W 
隅丸l、力形，

129 溝状 227 X 63 溝状 207 X 20 100 ， l | i N~ 6'-E 

143 99 222 X 81 99 188 X 13 121 N-5 °-E 

348 長楕円 152 X 92 
不整

114 X 28 111 N-50°-E 隅丸長方形

376 99 148 X 86 II 106 X 20 127 N-37°―E 

401 99 r 158 X 107 99 127 X 40 118 N~7,、3--E

403 99 132 X 74 99 137 X 41 109 N-̀汀-E 

408 溝状 233 X 34 溝状 176 X 6 98 N-8"-E 

411 99 65 99 182 X 19 116 N-19•—E 

506 長楕円 133 X 77 
不整

103 X 25 108 N-48°-E 
隅丸長方形

520 溝状 373 X 67 溝状 252 X 11 128 N-3 °―E 

531 99 292 X 57 99 256 X 12 l l) 8 N-5()°-W 

586 99 292 X 31 99 147 X 11 101 N-14°-E 

646 ” 201 X 53 99 190 X ， 116 N-32°-W 

647 II 212 X 58 99 210 X 6 88 N-3 °-E 

648 ,, 196 X 56 99 l67 X 13 128 N-35°-W 

664 ’’ 208 X 46 99 209 X 14 96 N-58°-W 
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予□ ＿備考
Al」2 i tぢど重偲 22りと接 iる。

i □l CI ] 6 ,ぺB21月と接｝る。

- I ――  

Cl I 6 

□丁 3「 口｝：恵1l1式募喘 こ屯複，本号い古い

口 l _ 
C I □ 3 | 

l -

しヽ占か号木囀夏ヤーーと,
f
 

＇ 5
 

-

6

4

 _＿
□
 

A
I
A
I
A
l
-
A
I
A
l
-
A
l
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ピット番号 I
開蠣部 開墳部 墳底部 墳底部 I I 長軸方向
平面形 長径X短径呵 平面形 長径X短径吋 深さ（呵

696 I 溝状 252 X 48 溝状 207 X 18 99 N-58'-W 
， 

700 I 
” 228 X 72 ” 203 X 15 124 N-5T-W 

701 ’’ 207 X 55 99 185 X 14 98 I N-57°-W 

714 I II 191 X 61 ” 186 X 10 Lll8 
N -53-W 

719 91 224 X 71 203 X 7 I 103 N-27°-E 

72(） ’’ 231 X fi3 ', 99 233 X 7 123 N -29りー W

十
長楕i円□'11 68 X !IC 

~ I．平

122 X I隅丸長十叩 I

溝 79X 53 溝状 157 X 
I 

II I201 X 67 ’’ 187 X 1~ I 110 N -83°-W 
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形態 配列 小ピット 備 考

AI 5 

AI 5 
I 

AI 5 

AI 5 

AI I 

AI 

CI 8 

AI 5 

AI 5 
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第7表石器類計測表

挿図番号 出土地 区 類 別 全mm長 最玄幅 最各厚 重。量 石 質 備 考

8 - 1 
第 1号竪穴住

石 銑 (23, 0) 13.0 3. 0 0.65 (）bs. 柄部欠州
居址

2 ク 石 鈷 先 51. 0 23.5 7.0 ,L 7 Obs. 
・一～一

3 ', 石 括 先 41. 0 31. 0 5. 0 4, 2 (）b s, 

4 ', 石 括 先 ,23 0) (1 4. 0) s, 5 1. 2 (）bふ 仇：＇畠砂片

5 ，， 石 括 先 <21. 0) (]4. 5) 6 (） l 3 Obs 柏加破片
------

5 ，， 石 括 先 (3 5 5 1 ("()・ Ii) り．り 3. 1 （））応 柏：祁破片

7 ', ナイフ状伍諾 123合） (2 8 (J) 6 () :, I りbs.
～^ 

8 ケ ナイフ 1}、石粘 召5(I 33 0 8 l) 11 I) Obs 
--ト， ', ナイフ状も岱 54 (） ~7.0 11 S 22 0 Obs. 

]() ん ナイフ状イi料 87.U 3 9 5 17 0 48.6 Obs. 

11 ケ 掻 料 41. 5 17. S 9.5 5.6 Obs. 

12 ケ 掻 悩 37.0 21 0 9 0 5.9 Obs. 

13 ', 掻 岱 59 0 29.0 14.0 2 2. 4 Obs. 

14 ク 掻 岱 43 0 18. 0 9.5 4. 7 Obs. 

15 ク 削 料 30.5 33.0 Jr • J r 4.1 Obs. 

16 ', 削 丘""-} 47.0 30.5 10.0 11. 0 Obs. 

17 ク 削 岱 (34. 5) 24.5 . 6. o 5.8 Obs. 頭部欠損

18 ク 削 器 (34. 0) (23. 5) 6.5 4.0 Obs. 頭部欠損

19 ', 削 器 (31. 0) (31. 0) 11. 5 9. 7 Obs. 

20 ，，， 削 器 46.0 29.5 4.5 4.15 Obs. 

21 ，， 削 器 (31. 0) 15.0 3.5 1.5 Obs. 尖端部欠損

22 ，， 削 器 66.0 14.0 9.5 6. 75 Obs. 

23 '， 削 器 49. 5 26.0 8.0 7.95 Obs. 

24 ，， 削 器 39. 5 24.0 6.5 5.1 Obs. 

25 ，， 削 器 (25. 0) (21. 0) 3.5 1. 3 Obs. 頭部欠損

26 ，，， 削 器 38.0 37.0 15.5 11. 8 Obs. 

27 ，， 削 器 55.0 36.5 8. 5 13.2 Obs. 

9 -28 ，， 削 器 44.0 15.0 4.0 1. 9 Obs. 

29 ク 削 器 46.5 15.0 4.0 2.4 Obs. 

30 ', 削 器 44.0 24.0 8.0 8.3 Obs. 

31 ，，， 削 器 33.0 27. 5 3.0 3.35 Obs. 

32 ，，， 削 器 23.0 23.5 5.0 2.95 Obs. 焼けている
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挿図番号 出土地区 名 称 全(mm長、I 最m大m幅¥ 最(n大1”~厚¥ 重(g量 石 質 備 考

33 
第 1号竪J(1王

削 器 55.0 23.0 13. 0 9.65 Obs. 
ばし 址

34 ，，， 削 器； 66.0 29. 5 8.0 14. 45 Obs. 

3~ ク 砥 1 (49. OJ 34. 5 19. 5 39.35 Tu. 

3(i ', 石 今斤 6 1.1. o 21..-) 7. 0 13.し）3 Bl s. 

37 ', 石 斧 1-l'.?. 0 58. c 19. 0 200. II Bl s. 

育只刃梵咲穴住 ＇ 
10- 1 

居址
石 念舌 先 46 0 19 S 7.0 4り Obs 

2 ', 石 鈷 先 4 3 ・ 5 21. 0 5.5 4.25 Obs. 
---

3 ', 石 鈷 先 57.0 25. O 7.0 7.4 Obs. 

4 ヽ 石 針 先 59.0 27. 0 8.5 100.85 Obs. 

）` 
', 石 鈷 先 5 S. o 30.0 9.5 10.25 Obs. 

•一 l t--

6 ', 石 鈷 先 (7 3. o) 30. :i 9.0 11. ;-; Obs. 尖端部欠拓

7 '' 石 斜 先 52. 0 34り 8 0 8 6 Obs. 

8 ’’ 石 鈷 先 54. 5 28.0 7.0 6 9 Obs 

， ケ 石 鈷 先 62.0 28.0 7.0 7 45 Obs 
ト― ← 

10 ク 石 鈷 先 47. 0 43.5 8. 5 9. 7 Obs. 

11 ら 石 鈷 先 45.0 24.0 7.5 5.6 Obs. 焼けている？

12 ’’ 1I 鈷 允 (H.OJ 25.0 9.5 8.6 Obs. 尖端部欠川

13 ', ィ， ,J＇u 「 た 49.0 28.0 8.0 8.45 Obs. 

＇ 
14 ', 子i f,~ 先 i •ll 0.1 (18 O) 8. 5 !. 9 Obs 頭部欠損

15 ', ナイフ状石菩 (:l9. 5) (29 O) 9 5 12 4 Che. 

16 ', ナイフ状石器 36.0 27 0 12 0 l(l 4 Obs. 

17 ク ナイフ状ィ，器 (39.0) (28. 0) 9.0 9.9 Obs. 

18 ケ ナイフ状石器 (17. S) (22. 0) 5.0 2.05 Obs. 頭部欠拓
—• ＇ 

19 ’’ ナイフ状石器 :ll.5 29.0 10.0 9.2 Obs. 

20 ', 掻 器 36.0 35.0 10.0 12. 1 Obs. 

21 '' 抒 器 39. 5 31 0 13. 5 13.5 Obs. 

22 ', 掻 器 38. 0 26 0 10.0 1(1 1 Obs 

23 ケ 掻 器 49. 0 36.0 14.D 19 65 Obs 

ll-24 ，， 掻 器 55.5 57.0 18. 0 49 45 Obs. 

25 ケ 削 器 69.5 31. 0 9.0 14.65 Obs. 

26 ，，， 削 器 42.0 31. o 9.0 1 I. 1 Obs. 

27 ク 訓 器 73.0 23.0 15. 0 lti. 7 Obs. 

28 ク Ii lj 器 (31. ll) (30. OJ 7.5 4.75 Obs. 
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挿図番号 出土地区 名 称 今mm長 最去幅 尋玄厚 重9 石 質 備 考

29 第居 2号翌穴1址王 削 賠 34.5 29.5 4.5 3.3 Obs. 

30 ', 削 翌,、 9 54. 5 '.l6. 0 7 5 9. 7 Obs. 

31 ケ 削 料 (30.0) (38.5) 12.5 13.0 Obs. 

32 ', 削 器 (46. 5) 26.0 13.0 10.65 Obs. バルブ部分欠損

33 ', 打1J 姐 35.0 26 5 9. I) 6.25 Obs. 

34 ', 削 岱 47.5 20.0 9.5 7.35 Obs. 

35 ', 削 器 (49. 0) 30.5 7. 5 8.2 Obs. 先端部欠損

36 ケ 削 品 26.0 5 CI. 0 15.5 14.1 Obs. 

37 ケ 削 器 37.0 21. 0 4.5 2.4 Obs. 

38 ’‘ 削 料 (41. 0) 14.5 2「 1. 4 ・ Obs. 先埋部欠損

39 ク• 削 船 51. 0 29.0 14.0 11. 75 Obs. 

40 ', 削 器 61. 0 34.0 14.0 18.35 Obs. 

41 ', 削 器 12.0 34() 12.5 13.5 Obs. 

42 ', 削 器 56.5 19.0 6.0 4.55 Obs. 

43 ', 削 器 53.5 16.0 9.0 5.2 Obs. 

12-44 ク 錘 玉 64.0 40 0 18. 5 63.4 Bls. 

45 ケ 石 斧 100. 0 40.0 16.0 100.0 Greふ

46 ’’ 石 父庁 115. 0 (60. 5) (26.0) 260.0 Gres. 刃部破片

47 ，， 石 斧 101. 5 29.0 16.0 59. 7 B1ふ

48 ，，， 石 斧 158.0 45.0 24.0 260.0 Bl s. 

49 ク 石 斧 13'.!. 0 56. CJ 23. 5 :l50 0 Gres. 

12-50 ，，， 
敲 石 45.0 49.0 49.0 160.0 Gres. 

51 ，， 敲 石 46.0 43.5 41. 5 120.0 Gres. 

52 ', 砥 石 79.0 27.0 31. 0 76 9 Tu. 

53 ，，， 砥 石 58.0 41. 5 21. 5 58.6 Sa. 

54 ，， 砥 石 157.5 82.0 57.5 84. 0 Sa. 

55 ，，， 石 斤父 189.し） 68.0 58.0 l, 120 0 Gres. 接合資料

14-56 ，， 石 皿 170.0 19.8 75.0 3,490.0 An. 

15-1 
第 1号竪八住

行 錐 23. 5 11. 5 4.0 1. 2 Hs. 
国址

2 ク イI 錐 26.5 10.0 9.0 1. 9 Ag. 

3 ，， 石 錐 24.5 8. 0 6.0 0.85 Ag. 

4 ', 石 錐 15.0 9.0 5 5 1. 2 Ag. 

5 ケ イ1 錐 17.5 9.5 5.5 0.65 Ag. 
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挿図番号 出土地区 名 称 今mm長 最益幅 最烈9璽g置 石 質 備 考

6 居弟 1号竪穴1址王 石 錐 20.0 7.5 4.5 0.85 Ag. 

7 ，， 石 錐 20.5 7.0 4.0 0. 75 Hs. 

8 そ 石 錐 16.0 o.O 3.5 0.5 Ag. 

， ，，， 石 錐 19.0 11) 0 6 5 0.95 Hs. 

10 ケ 石 錐 25.0 14.0 5.5 1. 7 Hs. 

11 ，，， 石 錐 17. 5 10.5 6. 5 0.7 Ag. 

12 ケ 石 錐 22.0 13.0 8.0 1. 9 Hs. 

13 ，， 石 錐 19. 0 9.5 3.5 0.55 Ag. 

14 '， 石 錐 21. 0 11. 0 3.0 0.65 Ag. 

15 ，， 石 錐 16.5 10.0 5.0 0. 7 Ag. 

16 ，， 石 錐 17. 5 11. 5 5.5 0.9 Hs. 

17 ', 石 錐 18.5 7.0 4.5 0.65 Hs. 

18 ，， 石 錐 16.・5 12.5 5.0 0.7・ Hs. 

19 ，，， 石 錐 15.5 8.0 4.5 0.45 心・

20 ，， 石 錐 18.5 12.5 '6. 5 1. 5 Ag. 

21 ク 石 錐 24.5 10. 5 5.5 1. 35 Ag. 

22 ，， イi 錐 17.0 9. 5 6.0 0. 75 Ag. 

23 ク 伍 錐 22.0 14.0 5.5 1. 3 Hs. 

24 ，， 石 錐 18.0 10. 5 8.0 1.05 Ag. 

25 ，，， 石 錐 19.0 7.0 6.0 0.8 Ag. 

16-1 第居 2号竪八庄址 石 錐 19.0 9.0 5.0 0. 75 Hs. 

2 ク 石 錐 23.5 12.5 6. 0 1.0 Hs. 

3 ケ 石 錐 26.0 7.0 6.0 1.1 Hs. 

4 ', 石 錐 18. 0 10.0 5 0 0.8 Ag. 

5 ，， 石 錐 16.0 10.0 4.0 0.65 Ag. 

6 ，，， イi 錐 14.0 6.5 5.0 0.4 Hs. 

7 ', 石 錐 15. 5 10. 0 4.0 0.5 Ag. 

8 ケ 石 錐 19.5 10.5 4.5 0.85 Hs. 

， ，， 石 錐 21. 0 13.0 6.0 1. 2 Hs. 

10 ケ 石 錐 16.5 11. 0 5.0 0.8 Hs. 

11 ', 石 錐 25.0 13. 0 5.0 1. 4 Hs. 

12 ，， 石 錐 22.5 10 0 6.0 9.5 Hs. 

13 ケ 石 錐 23.0 11. 5 6.5 1. 35 Hs. 
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挿図番号 出土地区 名 称 今mm長 最益幅 最益厚 重9 石 質 備 考

14 
第 2号竪穴1王

石 錐 21. 0 12. 0 9.0 1. 75 Hs. 
居址

17-1 第 1号竪穴什 石錐石核 57. 5 26. 0 25 5 49.6 Ag. 
居址

2 ', 石錐石核 23.5 20.5 20.5 8.65 Ag. 

3 ク 石錐石核 16.5 23.5 1 9. 0 8.3 Ag. 

4 ク 石錐石核 18.0 26.0 29.0 14.15 Ag. 

18-1 ケ 剥 片 36.0 13.0 6.5 2.0 Obs. 

2 ', 剥 片 48.5 17.0 7.0 3.6 Obs. 

3 ，， 剥 片 43.0 18.0 6. 5 4. 1 Obs. 

4 z 剥 片 24.0 10.0 3.5 0.75 Obs. 

5 ク 剥 片 31. 5 -1. 3 - 3.5 0.6 Obs. 

6 ', 剥 片 29.5 17. 5 8日 2.25 Obs. 

7 ，， 剥 片 43.0 15.0 5 () 2.1 Obs. 

8 ケ 剥 片 48.0 12. 5 4.5 2.6 Obs. 

， ，， 剥 片 (26. 0) 10. 5 2.5 0.6 Obs. 尖端部欠損

10 ，，， 剥 片 42.0 13.0 4.0 1. 7 Obs. 

11 ク 剥 片 32.0 11. 5 2.0 0. 75 Obs. 

12 ，，， 判 片 (30. 5) 10. 5 2.5 0. 7 Obs. 尖端部欠損

13 ケ 剥 片 39.5 12. 5 4.0 1. 3 Obs. 

14 ，，， 剥 片 (28.5) 12.5 4.0 0.85 Obs. 

15 ク 剥 片 27.0 12.0 6.0 1. 35 Obs. 

18-1 
第 2号竪穴住

剥 片 31.0 17.0 7.0 2.75 Obs. 
居址

2 ケ 剥 片 45.5 16.0 5.0 2.95 Obs. 

3 ，，， 剥 片 48.0 14.0 6.0 2.5 Obs. 

4 ケ 剥 片 40.0 16. 0 8、5 4.45 Obs. 

5 '， 剥 片 49.5 20. 0 6.0 4.05 Obs. 

6 ', 判 片 35.5 17. 0 4.0 4.0 Obs. 

7 ，， 剥 片 38.5 1 3. 0 2.5 1. 2 Obs. 

8 ，， 剥 片 48.0 17. 0 8. 5 4.55 Obs. 

， ', 剥 片 34.5 19. 0 6.5 3.0 Obs. 

10 ，，， 剥 片 37.0 16.0 3.5 1. 6 Obs. 

11 ケ 糾 片 32.0 12 5 4.0 1.45 Obs. 

12 ，，， 判 片 25.5 13.0 3.0 0.8 Obs. 

13 ', 剥 片 37.0 14.5 6.0 2.1 Obs. 
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挿図番号 出土地区 名 称 今mm長 最益輻 扇玄厘 重g量 石 質 備 考

14 
：杓 2号竪Jて1E

剥 片 37.5 11. 5 3.0 1.1 Obs. 
屈址

15 ，，， 剥 片 46.5 16.5 5.0 2.2 Obs. 

16 ，， 剥 片 37.0 15. 5 3.5 2.1 Obs. 

17 ク 剥 片 31. 0 12. 0 3. 0 0.8 Obs. 

18 ク 剥 片 (32.5) 12. 0 4.0 1. 3 Obs. 尖端部欠損

19 ケ 剥 片 (26. 0) 11. 0 3.5 0.85 Obs. 頭部欠損

20 ', 剥 片 (25.0) 10. 0 2.5 0.6 Obs. 尖端部欠損

21-1 
第 1号竪穴住

石 括 33.0 20.0 4.5 2.0 Obs. 
居址状遺構

2 ，，， 石 鈷 52.0 25. 5 7. 0 5.35 Obs. 

3 ，，， 石 鈷 34.0 29.5 8.0 4.8 Obs. 焼けている

4 ク 石 鉗 (18. 0) (18. 0) 3.0 0.7 Obs. 頭部破片

5 ，' 石 核 37.0 43.0 15.5 22.25 Qbs. 

6 ，， 掻 器 34.0 30 0 10.5 9.35 Obs. 

7 ', 削 器 49.0 33.0 10.5 14. 0 Obs. 

8 ', 石 錘 62. 0 58. 0 15. 5 89.2 汀wopy.-and.

， ク 石斧未成品 187.0 59.5 37. 5 530.0 Gres. 接合資料

10 ，， 砥 石 39.5) (41. 5) 13. 0 33.0 Sa. 

11 ,., 砥 石 100.5 51. 5 50.0 225.0 Sa. 

12 ', 砥 石 113. 0 48.0 31. 0 300.0 Sa. 

42-1 第1号TI:0ノト 削 器 53.0 15. 0 6. 5 3.95 Obs. 

2 第27号Tピット 削 溢 55.0 24.5 8.0 9.1 Obs. 

3 第26号Tピット 削 器 65.0 22. 5 14.0 16.4 Obs. 

4 第23号Tピット 削 器 40.0 20.0 7.5 5.65 Obs. 

5 第49号Tピット 削 器 21. 0 35.0 6.0 4.4 Obs. 

6 ，， 削 器 (61. 0) (24.5) 6.0 4.6 Obs. 

7 第69サTピット 削 器 34.0 17.5 4.5 2.1 Obs. 

43-8 第24#Tピット 石 皿 225. 0 278.0 18.0 8,880.0 An.. 

52-1 石 鏃 15.0 11. 5 2.5 0.5 Obs. 

2 XXI-C 石 鏃 23.0 9.5 2.5 0.55 Obs. 

3 Xl-H 石 鏃 30. 5 9 0 3.0 0.8 Obs. 

4 VII-G 石 鏃 27.0 12. 0 4.5 1. 35 Obs. 

5 石 鏃 24.0 10.0 3.5 0.75 Obs. 

6 石 鏃 22.0 17.5 4.0 0.65 Obs. 
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挿図番号 出土地区 名 称 今mm長 最玄饂 最益□璽9 石 質 備 考

7 IX-H 石 鏃 33.0 19. 5 4.0 1.05 Obs. 

8 N-B 石 鏃 35.0 12. 5 6. 5 2.35 Obs 

， VII-C 伍 鏃 48. 5 14.0 5.0 2.55 Obs. 

10 XI-I 石 鏃 (44. 0) 14.0 5.0 2.45 Obs. 尖端部欠損

11 X-H 石 鈷 先 38.5 17.0 5. 5 3.0 Obs. 

12 淵 G 石 鈷 先 42.5 29.0 6.0 3.5 Obs. 

13 XI-I {i 斜 先 44.0 24.0 7.0 5.9 Obs. 

14 XI H 石 鈷 先 46. 0 24.0 7.5 5.4 Obs. 

15 XN--G 石 鈷 先 34.0 24.5 6. 0 3.4 Obs. 

16 X I 1i 鈷 先 39.0 25.5 6.0 4.1 Obs. 

17 X-I 石 鈷 先 49.0 25.5 7.5 7.1 Obs. 

18 x-I 石 鈷 先 56.5 23.0 12.0 10.6 Obs. 

19 IX-H わ 鈷 先 (65. 0) 28.0 9.5 12.1 Obs. 尖埋部欠損

20 石 鈷 先 (55.0) 29.0 6.0 7.25 Obs. 

21 X!-H 石 鈷 先 55.0 27.5 7.5 7.5 Obs. 

22 石 鈷 先 52.0 29.0 11. 5 11. 9 Obs. 

23 Xll -G  石 鈷 先 66.0 24.5 8.0 10.35 Obs. 

24 x-F  石 銹 先 44.0 22.0 8.0 5.4 Obs. 

25 XX-H 石 鈷 先 (35. 0) 27.5 5.5 4.0 Obs. 柄部欠損

26 w-D 石 括 先 47 5 23.0 6 5 5.95 Obs. 

27 XN -D 石 鈷 先 43.0 12.5 12.0 9.05 Obs. 

28 Vlil―H 石 鈷 先 (34. 5) 18.0 5.0 3.35 Obs. 柄部破片

29 xx-c 石 鉗 先 (38.0) 16.0 8.0 4.85 Obs. 柄部破片

30 VII-H 石 話 先 (24. OJ (26. 0) 6. 0 1. 95 Obs. 柄音閥破片

31 Vil -I 石 鈷 先 (39.0) (31. 0) 8.0 5.7 Obs. 柄部破片

32 WI-F ナイフ状石器 53.5 32.0 9.0 12.1 Obs. 

33 IX -H  ナイフ状石器 80.5 29.0 8.5 26. 7 Obs. 

53-34 N-I ナイフ状石器 46.5 27.0 10.5 12.0 Obs. 

35 X -1 ナイフ状伍器 54.0 27.0 12.5 14.2 Obs. 

36 ナイフ状石器 49. 0 37.0 11. 0 11. 0 Obs. 

37 ナイフ i犬石器 47.0 43.0 14.5 15.5 Obs 

38 VDI-H ナイフ状石器 71.0 38.5 18.0 49.4 Horn. 

39 XXXI -F  ナイフ状石器 66.5 31. 5 13.5 32.1 Obs. 
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挿図番号 出土地区 名 称 全mm長 最玄幅 最去厚 霞2量石 質 備 考

40 IX-G ナイフ状石沿 61. 5 34.5 14.5 24.35 Obs. 

41 XI-I ナイフ 4大石沿 (41. 0) 32.0 9.0 10. 2 Obs. 

42 IX-A ナイフ｀［大石僻 46. 0 28. 5 13 5 13.6 Obs. 

43 X I ナイフ状石岱 5 9. o 23.5 11 0 1 3. o Obs. 

44 XI-D ナイフ状石器 71. 0 32.5 8. 0 12.95 Obs. 

45 VII-G ナイフ状t,器 62.0 39. 5 20. 5 44.2 Che. 

46 ナイフ状石器 1 :32. O) 29. II F I. 0 - 6.8 Obs. 

47 X N-E ナイフ状石器 (38. O) 33.5 14.5 18. 25 Ohs. 

48 団ー H ナイフ状石器 42.0 24.5 12.0 11.1 Obs. 

49 XI-I ナイフ状石器 69.0 22. 0 12.5 15.3 Obs. 

召〇 ナイフ状石器 46.0 31. 0 11. 5 M.5 Obs. 

51 XI-I ナイフ状石器 50.5 23.0 8. 0 8.45 Obs. 

52 XVIII-B ナイフ状わ器 30.0 36.0 9.5 9.5 Obs. 

54-53 石 核 28.5 17. 5 19. 5 12.3 Obs. 

54 XI-I 石 錐 37.0 30. 5 7.5 4.85 Obs. 

55 XI-F 掻 器 56. 5 34 5 9.0 15. 9 Obs. 

56 IX-H 掻 器 43.5 23.0 9.0 8. 1 Obs. 

57 VIl-F 掻 器 76.5 28.0 9.5 17.85 Obs. 

58 x -I 掻 器 56.0 16.0 9.0 8.5S Obs. 

59 IX-I 石 匙 94.0 32.0 10.0 30. ll lls. 

60 XI~H 石 匙 (39.0) 31. 5 6.5 6.6 Obs. 

61 IX-G 石 匙 58.5 18.5 6.5 7.4 Hs. 

62 削 器 46.0 14.0 6.0 3.8 Obs. 

63 IX-H 削 器 47.5 24.0 8.5 6.35 Obs. 

64 削 器 37.0 22.0 8.0 35.15 Obs. 

65 XXI-B 削 器 57.0 36.0 15. 0 4.25 Obs. 

66 刈ー H 削 器 39.0 26.0 9.0 9.35 Obs. 

67 刃ー F 削 器 33. 5 24 0 7. 0 15.5 Obs. 

68 llil-G 削 器 52.0 26.0 14. 0 24.7 Obs. 

69 VI-F 削 器 (48. 0) 41. 5 10.0 14.3 Obs. 

70 X N-F 削 器 41. 5 28.5 10.5 21. 7 Obs. 

71 XI-I 削 器 38 O 55.0 11. 0 22.45 Obs. 

72 JtlI-C 削 器 50 5 43.5 9.0 22.0 Obs. 
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挿図番号 出土地区 名 称 今mm長 最玄幅 最玄厚 璽口置 石 質 備 考

73 XI-l) 削 器 53.0 37.0 10.0 13.6 Obs. 

74 削 器 (30. 0) 45.0 11. 5 16 15 Obs. 

55-75 X-H 削 器 (33. 5) (24.0) 6.5 3.4 Obs. 

76 XI-C 削 器 (27. 5) (28. 0) 5.5 3.75 Obs. 

77 VIII-H 削 器 58.0 48.5 17.0 26. 85 Obs. 

78 削 器 37. 0 28. 0 lり（） 13.95 Obs. 

79 湿ー H 削 器 26.5 19. 5 4り 1. 5 Obs. 

80 VII-F 削 器 30.0 17.5 3.5 1. 7 Obs. 

81 XI-I 削 器 (22. 5) 30.0 r̀), 「`) 3.35 Obs. 刃部欠損

82 XIX-C 削 器 (30. 0) 27.5 6.0 4.6 Obs. 刃部欠損

83 w-I 削 器 53.5 31. 5 7.0 9.3 Obs. 

84 VIl-H 削 斥""f 47.0 35.0 12.0 16.75 Obs. 

85 XI-I 削 器 46.0 32.5 11. 5 14.6 Obs. 

86 削 器 62.0 33. 5 19.5 31. 2 Obs. 

87 削 器 44.5 18 0 9 5 7.35 Obs. 

88 削 器 40.5 25.0 6.5 5.95 Obs. 

89 X-I 削 器 (40. 5) (27. 0) 4.5 4.85 Obs. 

90 VII-F 削 器 44.5 17.0 8.0 5.4 Obs. 

91 xx-c 削 器 (25. 5) (20.5) 4.0 1. 7 Obs. 

92 XII-F 削 器 37.5 22 0 6.0 4.3 Obs. 

93 淵1-H 削 器 58.5 40.5 9.0 17.8 Obs. 

94 削 器 (39.0) (12. 5) 11. 0 16.45 Obs. 

95 頂1-H 削 器 43.0 26 0 11. 5 13. 7 Obs. 

96 XII-H 削 器 38. 5 13.5 9.0 3. 7 Obs. 

97 削 器 46.0 27.5 6.5 6.9 Obs. 

98 N-B 削 器 57.5 34.0 13.0 20.1 Obs. 

99 削 器 64.5 35 0 11. 0 17.55 Hs. 

100 濯ー(; 削 器 48.5 22.ら 6. 5 6.2 Obs. 

56-101 XI-I 削 器 88.5 55.0 11. 0 63.3 Gres. 

102 石 剣 143.5 39.5 7.0 51. 6 Bls. 磨製ナイ J ? 

103 頂ー E 錘 玉 (64.0) (61. 0) 34.0 150.0 Bis. 

104 vn-E 石 斧 (41. 0) (29.0) (9. 0) 18.05 Bis. 刃部破片

105 石 斧 (48.0) 32.0 9.0 22.45 Gres. 刃部破片
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挿図番号 出土地区 名 称 今mm長 最さ幅 尋益幅 重g置 石 質 備 考

106 XXII-C 石 父斤 68.0 27 5 10.5 27. 5 Gres. 

107 刈ー D 石 父斤 84 5 35.0 12.0 48.05 Bls. 

108 XII-C 石 父斤 100. 5) 38.5 18. 0 89.4 Gres. 

109 石 父斤 (82.0) /38. O) 18.0 85 l Gres. 

1 1 (） XII-H 石 斤父 (84.0) 34 5 9.0 43.U Bis. 

57-111 VII-D 石 斤父 (89.0 45.0 20 5 125.0 Bis. 

112 lX-G 石 斧 94.0 40.0 30.0 180. 0 Bls. 

1 1 3 Xvm-D 石 冬斤 108.0 44 0 13.5 95.「 Bis. 

114 XX-A 石 斧 125.5 51. 0 17.5 150.U Bls. 

115 XXIII-F 石 父斤 92 0 24.0 6. 5 42.0 Bls. 

116 XIIl-G 石 夕斤 144.0 44 0 23.0 150. 0 Gres 

11 7 IX-I 石 夕斤 118.5 49 5 19.5 l /¥0. i1 Gres 

118 XI-F ti 斧 136.5 66.5 52.0 580.0 Gres. 

58-119 IX-H 石 錘 58.5 36.0 7.0 18.0 Tu. 

120 N-D 石 錐 51. 5 47.0 12.0 40.55 Gres 

121 x -l 石 錘 47.0 46 0 13.5 36.3 Mu. 

122 V-E 1 i 錘 59.0 52.0 18.5 80. 7 Twopy.-and. 

123 IX-D 石 錘 59.0 43. 5 19. 5 60. 75 Twopy.-and. 

124 V-E 石 錘 55.5 49 0 12.5 38 55 Twopy.-and 

125 淵I-G 石 錘 55.0 43.5 10.5 30.15 Twopy.-and. 

126 w-C 石 錘 60.0 52. 0 13.0 60.2 Twopy~and. 

127 vm-H 石 錘 68.5 58 0 18. 0 95 9 Twopy.-ancl. 

128 VI-F 石 錘 68.0 64. 0 16.0 95.65 Twopy~and. 

129 JX-F 石 錘 68.0 49.5 11 0 45.8 Tu. 

130 N-A 石 錘 74. 5 64.0 15.5 71. 4 Sa. 

131 N-C 石 錘 70.5 71. 0 18. 5 110. IJ Tu. 

132 VI-E 石 錘 80.0 7日． 5 21. 0 170.り Twopy.-and. 

133 VIll-G 石 錘 84.0 67.0 25.0 180.0 Twopy-and. 

134 N-D 石 錘 71.0 7 3, 0 23.0 170.0 Twopy.-and 

:,9-135 X-1 石 錘 57.0 4 7. 0 14.0 53.'i Twopy.-anJ. 

136 w-B 石 錘 59.0 61. 0 12.5 58.2 Twopy.-and. 

137 石 錘 74.0 67.0 19.0 120.0 Sa. 

138 IX-B 石 錘 60.5 58.5 14.0 66 55 Twopy．こand.
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挿図番号 出土地区 名 称 今mm長 最翌幅 最益息 重9 石 質 備 考

139 N-D 石 錘 51. 5 71. 5 18. 0 97. 2 Sa. 

140 N-C 石 錘 61. 5 51. 0 14 S 61.4 Twopy -and. 

141 V-G 石 錘 65 0 55.0 15.~ 75.6 Sa 

142 石 錘 84.0 54.5 17.5 110. 0 Sa. 

143 vn-E 石 錘 71. 0 (41. 0) 11. 0 45.1 Sa. 

144 IX-H 石 錘 (51. 5) 51. 0 19.5 79.05 Twopy -and. 

145 VIll-H 石 錘 (33.0) (53. 0) 14.S 27.85 Sa. 

146 暉ー H 石 錘 (42. 0) (32. 0) 17.0 30.8 Sa. 

147 VII-D 石 錘 (78. 0) 48.5 13. 5 49.8 Sa. 

148 Xlll-E 石 錘 84.0 74.0 14.5 100.0 Twopv.-and. 

60-149 N-E 砥 石 78.0 48. 5 33.0 105. 0 Sa. 

150 砥 石 104.5 54.5 43.5 310.0 Sa. 

151 Vlll-H 砥 石 55. 0 65.0 23.5 88.45 Tu. 

152 IX-E 砥 石 58. o 48.0 16. 0 44. 75 Sa. 

153 VIIl-G 砥 石 77.5 81. 0 42.0 260.0 Tu. 

154 VII-G 砥 ィi (87. 5) (85. 0) 14.5 120.0 Sa. 

155 v-c 砥 石 73.0 45.5 35.5 125.0 Sa. 

156 Xll-F 砥 石 134.5 79.5 62.5 980.0 Sa. 

61-157 IX-H 擦 石 65.5 140.0 50.5 660.0 Twopy.-and 

158 N-D 擦 石 74.5 143.0 57.5 830.0 Twopy.-and. 

159 lXー I 擦 石 79.5 136.5 56.0 850.0 T叩 py.-and.

160 N-B 擦 石 59.0 143.0 56.0 550.0 Sa. 

161 VII-G 擦 石 87.0 (l:l3. 5) 54.0 890. 0 Sa. 

162 V-E 擦 石 68.0 (116. 5) 58.0 680.0 Twopy.-and. 

163 V-E 擦 石 (81. 5) (90. 0) 58.0 380.0 Twopy.-and. 

164 VI-F 擦 石 77.5 157.0 76.0 1050.0 Twopy.-and. 

62-165 IX-H 擦 石 (68.5) (107. 5) 71 0 380. 0 Twopv,-and. 

166 Xll-H 招 石 54.0 (66. 0) 62.0 280.0 Sa. 

167 N-A 擦 石 (52. 5) (36. 0) (49.0) 105. 0 Sa. 

168 擦 石 86.0 176.5 59.0 1275.0 Twopyこand.

169 ；ヽ ぼ み石 1 4 6. o 65.0 47.S 340.0 Tuff 
brecc rn 

170 IX-H 砥 石 (103 5) (56. 5) 27.0 175.0 Tu. 

171 Vll-H 砥 石 143.5 95.5 21. 5 375 0 Tu. 
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172 N-C 砥 石 61. 5 51. () 38.5 160 0 Ila. 

173 敲 石 70.0 50.0 25.0 105. 0 軒石

174 VI-F 敲 石 118. 0 110.0 55.5 1004.0 Sa. 

63-1 石 錐 24.0 19 0 9.0 2.1 Hs. 

2 石 錐 23.0 12.0 5.5 1. 55 Ag. 

3 石 錐 23.5 15.0 s.o 1. 65 Hs. 

4 石 錐 27.0 16.り 9. 5 2. :,5 Hs. 

5 石 錐 19. :i 12 0 5. o 1. 1 5 Ag. 

6 石 錐 21. () 8. 5 5.0 0.8 Ag. 

7 石 錐 23.0 9 5 9.5 1. 9 Hs. 

8 石 錐 18.1) 9.5 4.5 0.65 Hs. 

， 石 錐 16.0 12 0 3. 5 0.8 Hs. 

10 石 錐 19.5 10.5 3.5 0.95 Che. 

11 石 錐 22.5 12. 0 5.5 1. 1 Hs. 

63- l T77 石 錐 27.0 12. 0 7.0 18.0 Ag. 

2 石 錐 19.5 10. 5 5.0 0 9 Hs. 

3 1 i 錐 28.0 10. 0 8.5 l. 75 Hs. 

4 石 錐 36.5 14.0 9.0 2. 15 Hs. 

64-1 刈J-F 剥 片 70 0 19. 0 10. I) l 1 15 Obs. 

2 XII-H 剥 片 54.0 13.0 7.0 3 5 Obs 

3 剖 片 36. 5 16.5 6.5 2.3 Obs. 

4 Vl][-H 刹 片 28.0 9.5 3.0 0. 7 Obs. 

5 糾 片 51. 0 16. 5 8. 0 5. 45 Obs 

6 V11-（; 判 }'1. 39.5 17. 0 8.5 4.9 Obs. 

7 VIII-H 剥 片 38.0 15.0 6.0 2.8 Obs. 

8 xm —G 判 片 S6.0 16.5 8. 5 5.95 Obs. 

， XII -H 剥 片 41. 5 17.5 -I r :) 4.2 Obs 

10 VM 泉ij / î 49. 5 23.0 6.0 5.65 Obs. 

l VII-H 剥 片s 49.0 23.5 4.5 4.25 Obs. 

12 XIII-G 糾 片 37.0 13. 5 4.0 2.0 Obs. 

13 剃 片 38.0 11. 5 3 0 1.3 Obs. 

14 XI-I 剥 片 34.0 12.0 6.0 2. 1 Obs. 

15 Xlll-H 剥 片 36.5 15.0 .0 1. 65 Obs. 
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16 Xlll~G 剥 片 34.0 11. 5 4. 0 1. 1 Obs. 
-

17 判 片 41. 5 2'.l 0 6.0 3.7 Obs. 

18 判 片 24.5 9 (） 2. 0 0.4 Obs. 

19 VIII-H 判 片 23.0 8. (J 4.5 0.6 Obs. 

10 XII-G 剥 片 32.5 12. 0 2.5 0. 7 Obs. 

79-1 第104号Tピノト 石 鈷 20.0 9.0 9.0 5.8 Obs. 

2 VII-I ナイフ状石器 34.0 29.0 9.0 9.2 Obs. 

3 ll -1 石 鏃 34.0 11. 0 3.0 1 5 Obs. 

4 ナイフ］犬石器 72.0 37 0 9. 5 23.0 Obs. 

5 ナイフ吠石器 65.0 26. 0 9. 0 16.2 Ba. 

6 N-H ナイノ状石器 31. 0 30. 0 8.0 7. 7 Obs. 

7 VII~ I ナイプ 91犬石器 40.0 28 (） 7.5 9.3 Obs. 

8 削 器 40.0 28.0 8.0 16.9 Obs. 

9 第105号Tピット ナイフ 1犬石器 39. 0 21. 0 6.0 4.8 Obs. 

10 削 沿 59.0 27.5 11. 0 13.6 Obs. 

11 III -I 削 喘 55.0 16.0 8.0 6.6 Obs. 

12 II -ll 削 器 41. 0 17.5 5.0 3.5 Obs. 

13 II-H 削 器 40.0 49.0 7.5 16.2 Obs. 

14 VII-ll 削 器 36.0 30. 5 4. 0 4.6 Obs. 

15 II -I 掻 料 31. 0 35.0 12.0 12.5 Obs. 

16 I -G  掻 器 54.5 34.0 13.0 25. 7 Obs. 

80-17 VIII-I 石 斤父 69.5 36.0 10. 0 46.8 Gres. 

18 11-G 石 ク斤 (44. 0) (50.0) (11. 0 32. 7 Bls. 

19 III-I 石 斧 (42. 0) (39. 0) (12. 0 20.4 Ser. 

20 VD-li 石 斧 76.0 32.0 9.0 33.5 Gres. 

21 VIII-I 石 斧 100.8 48.5 14. 5 100.0 Gres. 

22 II -I 石 斧 (84.0) (53. 0) (31. 0 200.0 Gres. 

23 II -I 石 父斤 91. 5 49.0 14.5 150.0 Bls. 

24 I -I 石 父斤 (92. 0) (63. 5) 39.0 340. 0 Phy. 

25 Ill-G 石 斤父 (43.0) (53. 5) 33.0 140.0 Sa. 

81-26 Vll-H 石 斧 素 材 62.0 28.0 1 (} （） 24.2 Ser. 

27 II-H 石斧素材 (61. 0) (29. 5) 15.5 39.8 Ser. 

28 石製装身具 74.0 38.0 21.5 61. 0 Sa. 
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29 N-I 砥 石 53.0 36.0 29.5 59.2 Sa. 

30 V-H 砥 石 48.0 .30. 5 32.0 50.6 Sa. 

31 VI-l 砥 石 57.5 4S.O 22.0 75.4 Sa. 

32 VI-l 砥 石 48.0 49.0 21. 5 56.4 Sa. 
~~.~ 

33 III -1 砥 石 50.0 48.0 36.0 119. 8 Sa. 

34 N-H 砥 石 51. 0 68.5 38.5 169.6 Sa. 

35 N-F 砥 石 52 5 62.0 34.0 100.8 Sa. 

36 vn-H 砥 石 70.0 51. 5 23.0 103. 1 Sa. 

37 vn-H 孤 石 26.0 I｝巳． 0 60 S 113. 0 Sa. 

38 w-H 祇 石 66.0 60.0 28.0 112. 3 Sa. 

39 III-F 砥 石 58. 0 43 0 20.5 128.9 Sa. 

40 III-G 砥 石 58.0 47.0 19.5 107.8 Sa. 

82-41 III-I 石 錘 48.0 48.0 17.0 55.8 Twopy.-and. 

42 VII-I 石 錘 47.0 46.5 13.0 35.6 Da. 

43 N-F 石 錘 45.0 49.0 15.0 46.4 Coa.-Sa. 

44 VIII-I 石 錘 56.0 44. 5 15.0 43.0 Sa. 

45 III-I 石 錘 58.0 49.5 20.5 77.0 T匹 py.-and.

46 N-I 石 錘 60.0 49.0 20.0 80.4 Twopy.-and. 

47 N-F イi 錘 67.0 39.0 l 1 (） 51. 4 Coa.-Sa. 

48 N-I 石 錘 64.0 42.0 16.5 72. Sa. 

49 vm-I 石 錘 64.0 63.0 13.0 71. 3 Rhy. 

50 VII-H 石 錘 63.0 50.0 16.0 66.5 Coa.-Sa. 

51 N-I 石 錘 66.5 48.0 16. 5 58. 7 Twopy.-and. 

52 w-I 石 錘 65. 0 50.0 15.0 59.0 Twopy.-and. 

53 V-H 石 錘 73.0 46. 0 14. 5 58.6 Da. 

54 w-F 石 錘 70.0 60.0 16. 0 109.8 Da. 

55 V-H 石 錘 68.0 56.5 11. 0 64.8 Twopy.-and. 

56 VIll―l 石 錘 75.0 60.0 26.0 137. 8 Twopy.-and. 

57 N-I 石 錘 83.0 45.0 17.0 92.2 Sa. 

58 Vlll-I 石 錘 75.0 43.5 13.0 58.1 Coa.-Sa. 

59 Vlll-I 石 錘 66.0 50.5 17. 0 59.2 Coa.-Sa. 

60 Ill-I 石 錘 68.0 53.0 16.0 77.8 Sa. 

83-61 "I-H 石 錘 54.5 57.0 15.0 64.9 Twopy.-and. 
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62 Ill-I 石 錘 63.0 60.0 14.0 61. 5 Sa. 

63 II -H 伍 錘 71.0 62.0 13 0 79.2 Sa. 

64 w-F ぃm 錘 78.0 71. 5 16.0 128.9 Da. 

65 Ill-I 石 錘 83.5 69.5 15.0 108. 9 Sa. 

66 N-I 石 錘 65.0 53.0 14.5 89.9 Sa. 

67 N-H 伝 錘 63.5 66.0 14. 5 95.9 Twopy.-and. 

68 II-H 石 錘 73.0 60.5 16.0 103.1 Sa. 

69 II-F 石 錐 64.0 63.5 16.5 103.9 Twopy.-and. 

70 V -I_ {' 錘 74. 0 65.0 16. 0 91.2 Twopy.-and. ． 
71 w-H 石 錘 76.0 66.0 12.5 93.7 Tu.-bre. 

72 V -I 石 錘 71.0 55.0 13.0 107.8 Tu.-bre. 

73 N-F 石 錘 72.0 57. 5 24.0 115. 4 Da. 

74 I-G 石 錘 7'5 0 68.0 22 (） 129.0 Twopv,-and. 

75 vm-I 石 錘 68.0 58.0 16.0 83.8 Twopy.-and. 

76 V -F 石 錘 64.5 67.0 18.0 95.6 Rhy. 

77 E -II 擦 石 178.0 77.0 58.0 1460.0 Har.-and. 

78 N-I 擦 石 130 11 61. 0 48. 0 550.0 Gr -Sa. 

79 II -I 擦 石 (84. 0) (65.0) 42.0 460.0 Da. 

80 N-F 擦 石 (71. 0) (46. 0) 37.5 310.0 Twopy.-and. 

84-81 lll-E 擦 石 90.5 54.0 48.0 540.0 Sa. 

82 m-E 擦 石 141. 0 69.0 67.0 llOO.O Sa. 

83 III -I 擦 石 146.0 65.0 56.0 900.0 Propy. 

84 II -l 擦 石 104.0 59.0 42. 5 550.0 Sa. 

85 VJI-H 擦 石 172 5 82.0 72.0 1550. 0 Sa. 

85-86 N-H 擦 石 (119. 0) (63. 0) 59.5 710.0 Gr.-Sa. 

87 V -G 擦 石 143.0 61. 0 51. 0 750.0 Sa. 

88 III-G 擦 石 (78. 5) (74.0) 61. 0 700.0 Twopy.-and. 

89 N -I 擦 石 (78. {] I (76.0) 50.5 600.0 Sa 

90 暉ー I 擦 石 (64. 0) (56. 0) 34.5 190.0 Twopy.-and. 

91 V -G 擦 石 85.0 43.0 35.0 200. 0 Sa. 

92 VII-I 擦 石 (100. 0) (78.0) 62. 0 500.0 Twopy.-and. 

93 N -F  擦 石 (73. 0 I (42. 0) 27.0 100.0 Sa. 

94 II -H 石 Jill 80.0 60.0 42.0 250.0 Twopy.-and. 
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揮図番号 出土地区 名 称 今mm長晨翌幅 愚玄厚 算g置 石 質 備

95 I-G 敲 石 134.0 53.0 38.0 410.0 Twopy.-and. 

96 V-G 敲 石 115. 0 86.0 37.0 450.0 Twopy.-and. 

97 II-H 石 皿 (125. 0) (104. 0) 76.0 600.0 軽石

《石質略号》

Ag. (Agate) ；メノー

An. (Ande Site)；安山岩

Ba. (Basalt) ；玄武岩

Bis. (Black Schist)；黒色片岩

Che.- (Chert) ；珪岩

Coa-Sa. (Coarse-Sand stone) ；粗粒砂岩

Da. (Daci te) ；石英安山岩

Doi. (Doler) ;耀縁岩

Gres. (Green Schist)；緑色片岩

Gr.-Sa. (Green Sand stone) ；緑色砂岩

Horn. (Hornfels) ；ホルンフエルス

Hs. (Hard Sha!) ；硬質頁岩

Mu. 

Obs. 

Phy. 

Propy. 

Rhy. 

(M udstone) ；泥岩

(Obsidian)；黒耀石

(Phyllite) ；千枚岩

(Propy rite) ；変朽安山岩

(Rhyolite)；流紋岩

Sa, (Sand stone) ；砂岩

Ser. (Serpetine)；蛇紋岩

Slh. (Siliceous Shall)；珪質頁岩

Tu. (Tuff) ；漉灰岩

Tu-bre. (Tuff-breccia) ; /tf灰角礫岩

Twopy.-and. (Twopyroxene andesi te) 

；複薙石安山岩

考
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遺跡遠景 （北より）

B
 

遺跡全景 （南東より）
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A 発掘状況

B 竪穴住居址発掘状況
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A 第 1号竪穴住居址 （西より）
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B 第 1号竪穴住居址，焼土，ピット2断面
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第2号竪穴住居址 （東より）
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第2号竪穴住居址，錘玉，石斧出土状況 （北側壁）
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A 第 7号 Tピッ ト長軸断面

B 第46号 Tピット短軸断面
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A 第 1号竪穴住居址出土土器
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B 第 1号竪穴住居址出土土器
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A 第 1号竪穴住居址状遺構出土土器
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A 発掘区出土土器 （第I群土器）
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B 発掘区出土土器 （第I群土器）
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A 発掘区出土土器 （第I群土器）
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第 2号竪穴住居址出土石器(1)
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第 2号竪穴住居址出土石器(2)
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A、第1号竪穴住居址出土，石錐関連石核

B 石皿（ 1．第 2号竪穴住居址，2.第19号Tピット）
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A 発掘区出土石錐

B T77遺跡発掘区出土石錐

C S267. 268遺跡出土石錐刃部拡大 (X6.3)
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S267. 268遺跡出土石錐刃部拡大 (X12.6) 



図
版

36

•

•
f 

．．
 n
`
 

.、
．
 

．
 

~
囀

1
.，
集

、

9
~

•

こ・

4¢ぺ
/二のがぷ

｀
 

発掘区出土石器



、
よ
吃
っ
甘
忍
'

？
．．．＇ヽ
ふ吠、",.～＇;'̀

資ヽ
‘、、

店
忍
喜

ぐ
t
ぶ
t¥を

ー

.. 
~· 

• 9 ̀̀ , .• ̀””・，.・. '•.. ・・ ．． 

．
 

．
 

書•••

. 

．

．
．
．
 
ノ
，

．
 

.“. 

ヽ

』

．．
．
 
＇ 

ヽ

9

曹

，

,”

贔

5

9

．ヽ

●

~

9
‘.

,“ .̀‘
八．

，
 

‘̀

●

,． 

.
,
 

．
 

図
版

37

-.f.. 

．． ． 

．・
．；全t.？.・ざ．：；湊せ．．ィ・・・ ・‘..,．ク‘'うし ．．：・、 ：4た-
← ●、2.• • -・ • 

...、,.:.-;... • ヽ ． ・‘•• 9 7・•9 ・：：‘C̀  •~;:ヤ‘-. 

圏:合疇[が
．．．り、

•9 /；ゲそ”〗,"沼
-c.:.:,・

ゞゞ'.I .. - . •·;-.... __.、・ヽヽ• ●、 、誓・：・
ざ:・...:. • ` • ● • -. :;,,・...... ¥ 

-．:、‘‘ ..' 
ベ• •ふ，

...... .. .. ...~ .. ・・•• -．．・^9

. .' 、 •., 9 
...J. •. ・ •. . .~ . -~ ふ ・9 、 ~ .. •. 

,"1ヽ．~ ~, . ・.. "、 .9 9 

. i・‘ •̀ ・・ ・ゞ........ 
tl'、99 ら・・ 9 ・

9 .̀. ・・ •• ・ ̀ ・ •、 . • 

発掘区出土石器



図
版

38
ク

、/ヽ ，倍汎ぷf｀ ¢万囁；

§？疇沿
し ；迂ななll

`

J

ヽ

U
A
3
 

，
 

発掘区出土石器



’ 
・ヽ ． 

・． :．  

し 9
9 , 

．．~書

..” 

.. ：. ̀  ．． .. 

図
版

39

g,a 

’̀ .... 

A
 

発掘区出土石器

rー ＇ 1
,
•

ノ．．
 

(
 

．．
 

．．
 

.
.-0
9
 
.
.
 

?t̀,．
↑． 

；
ふ
約
．
．r

い

>

.

t

•• 

9

..
綸

”L

•
T 

．．
． 
ヽ

・
『ヽ
、，

‘ヽ

(̀

●

『

．
．

．

✓

．
 

9
`
•9,、

．
 

．
 

▲
 

．ヽ

B
 

発掘区出土石器





第 2次発掘調査





図
版

40

A 遺跡遠景 （北西より）

B 遺跡全景 （東より）
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上

(.3

晰
二
E
a

上

(
F1曲
N

抵

Q 



図
版

42

A
 

第 101号Tピッ



ぉ
雨
図

C
 
第

10
8
号

T
ピ
ッ
ト

A
 
第

10
6
号

T
ピ

ッ
ト

D
 
第

10
3
号

T
ピ

ッ
ト

B
 
第

10
9
号

T
ピ
ッ
ト



C
 
第

10
4
号

T
ピ

ッ
ト

A
 
第

10
2
号

T
ピ

ッ
ト

D
 
第

11
1

号
T

ピ
ッ

ト
B

 
第

11
2
号

T
ピ

ッ
ト

土
森

区



図
版

45

ヽ

． 
A Tピット内出土土器

｛＇ 吋．、

‘’ 
ヽ

，
 

ヽ
・

B ピット内出土土器（上段， 1号，下段， 2号）
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発掘区出土復元土器
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A 発掘区出土復元土器
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B 発掘区出土土器 （第 1群土器）
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A 発掘区出土土器 （第I群土器）
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B 発掘区出土土器 （第II群土器）
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A 発掘区出土土器 （第Ill,N群土器）

B 発掘区出土土器 （第N,V群土器）
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